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(57)【要約】
　環境条件を自動的に及び手動で発生されたリクエスト
に基づいて調整するシステム及び方法が開示されている
。少なくとも１つのＩＰ照明器具１４０，１５０を有す
るコミッション済ユニットは、１以上の識別コードを有
する信号を送信する。該信号は、例えば、符号化光信号
であり得る。環境制御装置１６０は、該信号を受信し、
１以上の好ましい環境条件を示すユーザ入力を検出し、
該１以上の好ましい環境条件を含む環境制御リクエスト
を送信する。環境マネージャモジュール１１０は、該環
境制御リクエストを受信し、該制御リクエストを用いて
環境制御コマンドを発生し、該環境制御コマンドを１以
上のコミッション済ユニットに送信して空間内の環境条
件を前記ユーザ入力に従って変化させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物理的構造内の環境条件を管理するシステムであって、
　１以上の識別コードを含む符号化光信号を送信する少なくとも１つのコミッション済ユ
ニットと、
　前記少なくとも１つのコミッション済ユニットから前記符号化光信号を受信し、１以上
の好ましい環境条件を示すユーザ入力を検出し、前記１以上の好ましい環境条件を含む環
境制御リクエストを送信する環境制御装置と、
　前記環境制御リクエストを受信し、該制御リクエストを用いて環境制御コマンドを発生
し、該環境制御コマンドを前記コミッション済ユニットに送信する環境マネージャモジュ
ールを実行する１以上のプロセッサと、
を有する、システム。
【請求項２】
　前記環境マネージャモジュールが、前記少なくとも１つのコミッション済ユニットの使
用を監視すると共に、該コミッション済ユニットに関連する使用データを視覚化するため
の１以上のユーザインターフェースを提供する、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのコミッション済ユニットが、ＰｏＥスイッチから電力を受けると
共に、各々が１以上のセンサ、１以上の制御可能な光源及び照明器具制御モジュールに通
信的に接続された複数のＩＰ照明器具を有する、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記環境マネージャモジュールが、
　受信された前記環境制御リクエストに関連するパーソナル制御を含む制御のタイプが前
記コミッション済ユニットに対して可能化されているか、及び
　受信された前記環境制御リクエストが前記コミッション済ユニットに関連する他の一層
高い優性度の制御リクエストと競合しているか、
の少なくとも一方を判定する、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　当該環境条件を管理するシステムに１以上の装置を関連付けるためのコミッショニング
モジュールを実行する１以上のプロセッサを更に有し、該コミッショニングモジュールは
、
　１以上の装置を、各装置の前記物理的構造内の少なくとも１つの物理的位置へのマッピ
ングを含んで、位置特定し、
　第１メモリにおいて、前記１以上の装置のうちの少なくとも１つを第１のコミッション
済ユニットに関連付け、
　前記第１のコミッション済ユニットを第２のコミッション済ユニットに、これら第１及
び第２のコミッション済ユニットを第２メモリにおいて関係付けることを含んで、リンク
する、
請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記第１メモリは少なくとも前記第１のコミッション済ユニットに関連する前記１以上
の装置によりアクセス可能であり、前記第２メモリは少なくとも前記第１及び第２のコミ
ッション済ユニットに関連する前記１以上の装置によりアクセス可能である、請求項５に
記載のシステム。
【請求項７】
　前記コミッショニングモジュールは、前記環境マネージャモジュールによりアクセス可
能な少なくとも１つのメモリを、前記１以上の装置、前記第１のコミッション済ユニット
及び前記第２のコミッション済ユニットのうちの１以上に関連したパラメータを表す少な
くとも１つの値を用いて更新する、請求項５に記載のシステム。
【請求項８】
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　前記コミッション済ユニットは、更に、該ユニット自身の動作状態の変化及び該ユニッ
トが関連付けられた区域の状態の変化を、該ユニットがリンクされた何れかのコミッショ
ン済ユニットに警告する、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記コミッショニングモジュール及び前記環境マネージャモジュールに通信的に接続さ
れたゲートウェイモジュールを実行する１以上のプロセッサを更に有し、該ゲートウェイ
モジュールは、
　前記環境マネージャモジュール、前記コミッショニングモジュール、装置及びコミッシ
ョン済ユニットの１つから環境制御コマンドを受信し、
　該環境制御コマンドを、宛先の装置又は宛先のコミッション済ユニットの少なくとも一
方に適したフォーマットに変換する、
請求項５に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記ゲートウェイモジュールが、更に、
　１以上のコミッション済ユニット又は装置からの動作状態及びエネルギ消費データを含
む監視データを受信し、
　受信した前記監視データを、前記環境マネージャモジュールに適したフォーマットに変
換する、
請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記１以上のセンサが、動き、占有、音及び１以上のガスの存在のうちの少なくとも１
つを検出するか、又は照明、湿度及び温度のうちの少なくとも１つを測定する、請求項３
に記載のシステム。
【請求項１２】
　物理的構造内の環境条件を管理するシステムであって、
　動き、占有、音、１以上のガスの存在、照明、湿度及び温度のうちの少なくとも１つを
示すセンサデータを生成する前記物理的構造内の指定された区域におけるセンサと、
　少なくとも前記センサ及び環境マネージャモジュールに通信的に接続されたコミッショ
ン済ユニットと、
を有し、前記コミッション済ユニットは、
　前記センサにより生成される前記センサデータを受信し、
　前記センサデータが前記指定された区域に関連する状態変化を示すことを判定し、
　前記環境マネージャモジュールによりアクセス可能な１以上のメモリを、前記状態変化
を示すセンサデータに従って更新する、
システム。
【請求項１３】
　物理的構造内の環境条件を管理するシステムであって、
　１以上の識別コードを含む第１信号を送信する少なくとも１つのコミッション済ユニッ
トと、
　前記少なくとも１つのコミッション済ユニットから前記第１信号を受信し、１以上の好
ましい環境条件を示すユーザ入力を検出し、前記１以上の好ましい環境条件を含む環境制
御リクエストを送信する環境制御装置と、
　前記環境制御リクエストを受信し、該制御リクエストを用いて環境制御コマンドを発生
し、該環境制御コマンドを前記コミッション済ユニットに送信する環境マネージャモジュ
ールを実行する１以上のプロセッサと、
を有する、システム。
【請求項１４】
　前記第１信号が符号化光信号である、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　環境条件を管理するシステム内で単一のコミッション済ユニットとして関連付けるため
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の装置を識別する方法であって、
　第１の複数の装置の各々が固有の識別コードを有する符号化光信号を送信するステップ
と、
　モバイル装置が、前記第１の複数の装置から前記符号化光信号を受信すると共に、該モ
バイル装置の近傍の領域に位置する第２の複数の装置の固有の識別コードを含むコミッシ
ョニングリクエストを送信するステップであって、前記第２の複数の装置が前記第１の複
数の装置のうちの１以上の装置を含むステップと、
　コミッショニングモジュールが、前記コミッショニングリクエストを受信すると共に、
メモリ内で前記第２の複数の装置を第１のコミッション済ユニットに関連付けるステップ
と、
を有する、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、広くは物理的構造内の環境条件の管理に関する。更に詳細には、ここに開示
される本発明の種々のシステム及び方法は、照明条件、温度及び湿度等の環境条件を自動
的及び手動的に発生されるリクエストに基づいて調整することに関する。ここに開示され
る本発明の幾つかのシステム及び方法は、物理的構造内のエネルギ消費及び資源の利用を
監視すると共に、それに応じてシステムの挙動を調整することにも関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル照明技術、即ち発光ダイオード（ＬＥＤ）等の半導体光源に基づく照明は、伝
統的な蛍光灯、ＨＩＤ及び白熱電球に対する発展性のある代替品を提供している。ＬＥＤ
は、可制御性、高いエネルギ変換及び光学効率、耐久性及び低運転コストを含む多くの利
点を提供する。可制御ＬＥＤ技術における近年の進歩は、多くの用途において種々の照明
効果を可能にするような効率的且つ丈夫な全スペクトル光源を提供している。
【０００３】
　可制御ＬＥＤの発展と同時に、センサ技術の分野でも急速な発展がなされている。セン
サは、今日、自然照明及び占有（在室）を有効に測定することができるのみならず、著し
く小型になっており、従って可制御ＬＥＤ及びカメラを収容する装置を含む小さな装置内
に容易に収まることができる。例えば、既存の自然照明に基づく照明制御システムは、調
光バラスト及び自然に照明された空間内の平均作業平面照明を測定するための１以上の自
然照明フォトセンサを備えた個別に制御可能な照明器具を採用することができる。このよ
うなシステムにおいて、１以上のコントローラは、日光の出入に応答して最小限の作業平
面照明を維持するために、上記１以上のフォトセンサの出力を監視すると共に当該照明器
具により供給される照明を制御することができる。
【０００４】
　もっと最近では、無線通信及び知的モバイル装置の分野における技術革新が、並ぶもの
のない移動性及び計算能力を備えたスマートフォン及びタブレットコンピュータの世代を
出現させている。例えば、クラウドサーバ上のアプリケーションにアクセスするモバイル
スマートフォンは、その場の環境からデータをリアルタイムに収集及び処理することがで
きる。加えて、位置に基づくサービスは、モバイル装置に供給される情報のカスタマイズ
を可能にする。従って、可制御ＬＥＤ及び適切なセンサと一緒に使用される知的モバイル
装置は、物理的空間における照明をリアルタイムにカスタマイズするために用いることが
できる。
【０００５】
　今日では、他の２つの著しい技術的発展が、環境管理及び制御の分野における技術革新
のための更に一層大きな機会を提供している。即ち、パワー・オーバー・イーサネット（
登録商標）（ＰｏＥ）及び符号化光（ＣＬ）である。ＰｏＥは、照明装置、ＩＰカメラ又
は無線アクセスポイント等の装置に対し単一のケーブルを介して電力及びデータの供給を
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可能にする。ＰｏＥ技術の出現は、電気技師が導管、電気配線及びコンセントを設置する
必要性を大幅に減らすことにより、建物構造内の遠隔位置における装置に給電することを
可能にさせる。他の装置とは異なり、ＰｏＥ装置の可能性のある位置は、構造内のＡＣコ
ンセントの配置に基づいて制限されることがない。例えば、ＰｏＥは無線ＬＡＮアクセス
ポイントが一層適したＲＦ受信のために天井に配置されることを可能にする。
【０００６】
　ＣＬ技術は、異なる光源からの光出力に固有の識別子又はコードを埋め込むために使用
することができる。これらの識別子を用いて、特定の光源から発する光は、複数の他の光
源からの照明寄与分が存在しても、区別することができる。従って、ＣＬは個々の光源及
び装置を他の斯様な光源及び装置に対して識別及び位置特定するために使用することがで
きる。装置識別、位置特定及び通信のための手段としての光の使用は、個別に制御可能な
ＬＥＤ、センサ及びスマートフォンのような制御装置等の装置間の、以前には可能でなか
った、きめの細かい相互作用を可能にすることにより環境条件を管理する革新的システム
及び方法への扉を開くものである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　物理的構造内の環境条件を管理する既存のシステム及び方法は、上述した技術の利点を
同時に活用するものではない。幾つかの既存のシステムは、可制御ＬＥＤ及びセンサを、
オフィス及び居間等の領域の照明を該領域における例えば占有（使用）及び自然照明の変
化に応答して自動的に制御するためにのみ使用している。他の既存のシステムは、ユーザ
が斯様な空間内の照明装置の動作を遠隔的に制御することを可能にするようなモバイル的
応用を提供する。しかしながら、何れの既存のシステムも、オフィスビル等の大きな施設
における多数のＰｏＥ及びＣＬ対応装置（例えば、照明装置及びＨＶＡＣ機器等）、知的
モバイルコントローラ、壁掛けコントローラ、並びに活動及び環境条件を監視するセンサ
の複雑な相互作用（対話）を効果的に制御するために要するハードウェア及びソフトウェ
アのインフラ設備を提供していない。このような空間内の環境条件の効果的管理は、以下
に説明する幾つかの固有の技術的難題を課すものである。ここに開示される実施態様は、
これらの及び他の難題に対する解決策を提供する。
【０００８】
　大型オフィスビル又は他の大型商業ビルは、通常、種々の目的のために使用される領域
を有している。オフィスビルは、会議又は打ち合わせ室、多数の個室オフィスを備える大
型の自由間取り空間、廊下、食堂及び講堂を有し得る。これら領域の幾つかは一般的にグ
ループ会議又は大きな発表に使用され得る（例えば、会議室及び講堂）一方、他のものは
個々の作業のために使用され得る（例えば、個室オフィス）。従って、それらの異なる目
的が付与された場合、環境条件を制御する幾つかのモード（例えば、個別化された制御）
は、他の領域（講堂及び食堂）よりも幾つかの領域（例えば、個室オフィス）に一層良く
適したものになり得る。単一家族の家庭又はアパートとは異なり、大型オフィスビルは相
当の数の個人を、時には狭い場所に、収容することもある。これらの個人は、居る空間に
おいて形成したい環境条件に関して、異なり、且つ、時には対立する関心を有し得る。従
って、同一の空間が異なる個人により使用されている場合、環境条件を任意のやり方とい
うよりは有意義なやり方で調整するために対立するリクエストを解決することが重要であ
る。更に、任意の空間においてユーザが行使することを許され得る制御の量は、組織内の
ユーザの役割に依存し得る。例えば、大きな講堂における発表に出席している従業員が、
該講堂全体の照明条件を如何なる時点でも変更するよう自身のスマートフォン上のアプリ
ケーションを使用することができると、問題であり得る。
【０００９】
　従って、大型構造内の環境条件を管理することは、種々のユーザの代わりとなる多数の
静止及び移動コントローラから生じる潜在的な多数の同時的制御リクエストを効果的に優
先付けし及び協調させることを必要とするものである。これらのリクエストは、リクエス
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トされた変更をユーザの期待を妥当に満たす時間枠内に生じさせるために成功裏に適切な
照明装置及びＨＶＡＣ機器に伝送される必要があるであろう。
【００１０】
　典型的に大型ビルで動作する上記種々の照明及びＨＶＡＣ装置／機器は、環境条件を制
御するための如何なるシステムに対しても他の根本的な難題をもたらす。即ち、これらの
装置は、全てがデータを同一のフォーマットで生成するというものではなく、全てが同一
のプロトコルで通信をサポートするものでもない。それにも拘わらず、多くの状況下では
、これらの装置が互いに直接的に又は中間モジュールを介して通信することが必要であり
得る。装置が必要に応じて互いに、直接的に又は間接的に、通信することができることを
保証するために、環境条件を管理するシステムは斯様な通信を行うために要する手段を提
供する必要がある。
【００１１】
　環境条件を管理するシステムが直面する更に他の難題は、多数のセンサ、制御及び他の
装置並びにシステム部品が、大型構造物内に設置され、稼働状態になった場合、該システ
ムによりサポートされないフォーマットでデータを生成又は受信するように設計された新
たな装置が利用可能になってしまうことである。大型構造物内の環境条件を管理するシス
テムの場合、この問題は更に一層深刻である。何故なら、これらのシステムは、家庭用住
居等の一層小さな空間における環境条件を管理するための一層簡単なシステムと比較して
、更に一層多くの装置を利用しそうであるからである。このような大規模システムは、技
術の改善を利用することができるように、斯様な新たな装置の使用を許容するほど十分に
適応的であることを要する。結果として、これらのシステムは新たな装置及び技術を許容
するために容易に拡張可能であるように設計され、かくして、これら新たな装置及び技術
を当該システムに最小限の努力で、且つ、当該システムの動作に対する過度の混乱無しで
統合することができるようにすることが非常に重要である。
【００１２】
　アパート又は家庭等の相対的に小さな空間内の環境条件を管理するための既存のシステ
ムは、種々の理由により装置の利用を監視することができるが、このようなシステムによ
り発生される斯かる利用データの量は相対的に小さい。対照的に、大型のビル又は構造物
は、これらの構造物における多数の装置（照明及びＨＶＡＣ装置並びにセンサ）により大
量の利用データを発生しそうである。このようなデータは、当該システムが例えば既存の
エネルギ節約戦略を微調整するために使用するための何らかの有用な洞察を得るために、
収集され、分類され且つ分析されることを要する。当該システムの全体としての性能を駄
目に又は低下させることなしに上記データをうまく利用するために、大型構造物内の環境
条件を管理するシステムは、潜在的に大きな利用データの流入を許容するように設計され
ることを必要とする。幾つかの斯様なシステムは、利用データの管理が大幅に分散される
ように設計することができる。例えば、建物の異なるフロアから収集された装置利用デー
タは、別個のモジュールにより別個のデータ記憶設備を用いて管理することができる。
【００１３】
　最後に、より小さな周囲環境における利用データの管理を取り巻くプライバシ問題は存
在するが、斯かる問題は一層大きな周囲環境において扱わなければならないプライバシと
は規模的に同等のものではない。例えば、アパート等の住居環境のために設計された環境
管理システムは、個人情報が意図せぬ相手に開示される危険性を生じないような態様で扱
われなければならない僅かな数の個人ユーザしか有さない。対照的に、大きなオフィス空
間を占有する大きな団体は、該空間に頻繁に到来し、パーソナルモバイル装置を含む種々
の装置上の多数のユーザインターフェースを介して種々のシステム要素にアクセスする数
百ものユーザを有し得る。例えば、ＣＬ対応照明及び他の装置ためのコントローラとして
のパーソナルモバイル計算装置の使用の結果、ユーザの素生と特に頻繁に到来する空間と
の間の有用ではあるが敏感な関連性が生じ得る。従って、大型構造物内に配備するための
環境管理システムの設計は、当該システム自体内からの（例えば、或るシステムユーザが
他のユーザの居場所についての情報にアクセスする）及び該システムの外部からの（例え
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ば、サイバー・セキュリティ侵害が斯様な敏感な情報を外部に暴露する）両方からの斯様
な敏感な情報への無許可のアクセスを防止するための戦略を実施化する必要がある。
【００１４】
　環境条件を管理する既存のシステムは、少なくとも上述した難問に対する解決策を提供
していない。以下に提示されるシステム及び方法は、上記及び他の難問に対処するように
設計された解決策を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　前項目において述べた課題に対処するため、種々の実施態様は、ここでは、物理的構造
内の環境条件を管理するシステム及び方法に向けられたものである。本項目は、これら方
法及びシステムの幾つかの概要を提示して、種々のシステム構成要素、斯様な構成要素間
の相互作用及び種々の実施態様に含まれるステップの基本的理解を提供するものである。
この概要は、本発明の全ての実施態様の網羅的な概要を意図するものではない。この項目
に記載されるシステム構成要素及び方法のステップは、必ずしも重要な構成要素又はステ
ップであるとは限らない。この概要の項目の目的は、種々の概念の概要を一層簡略化され
た形で、後述する詳細な説明の序論として提示することである。
【００１６】
　種々の実施態様は、物理的構造内の環境条件を管理するシステムを開示する。該システ
ムは、１以上の識別コードを含む符号化光信号を送信するように構成された少なくとも１
つのコミッション済（コミッショニングされた）ユニットと、少なくとも１つのＩＰ照明
器具から前記符号化光信号を受信し、１以上の好ましい環境条件を示すユーザ入力を検出
し、且つ、該１以上の好ましい環境条件を含む環境制御リクエストを送信するように構成
された環境制御装置とを有する。種々の実施態様において、上記システムは、環境制御リ
クエストを受信し、該制御リクエストを用いて環境制御コマンドを発生し、且つ、該環境
制御コマンドをコミッション済ユニットに送信するように構成された環境マネージャモジ
ュールを実行する１以上のプロセッサも有する。
【００１７】
　種々の実施態様において、上記環境マネージャモジュールは、少なくとも１つのコミッ
ション済ユニットの使用を監視し、該コミッション済ユニットに関連する使用データを視
覚化するための１以上のユーザインターフェースを提供するように構成される。幾つかの
態様において、上記少なくも１つのコミッション済ユニットは、ＰｏＥスイッチから電力
を受けるように構成される一方、各ＩＰ照明器具が１以上のセンサ、１以上の制御可能な
光源及び照明器具制御モジュールに通信的に接続された複数のＩＰ照明器具を有する。上
記１以上のセンサは、動き、占有、音及び１以上のガスの存在のうちの少なくとも１つを
検出するように構成されるか、又は照明、湿度及び温度のうちの少なくとも１つを測定す
るように構成される。
【００１８】
　幾つかの他の態様において、前記環境マネージャモジュールは、受信された環境制御リ
クエストに関連するタイプの制御（該タイプの制御はパーソナル制御を含む）が可能化さ
れているか；及び受信された環境制御リクエストが当該コミッション済ユニットに関連す
る他の高い優先度の制御リクエストと競合するか、のうちの少なくとも一方を判定するよ
うに構成される。
【００１９】
　多くの実施態様において、上記システムは、１以上の装置を、当該環境条件を管理する
システムに関連付けるためのコミッショニングモジュールを実行する１以上のプロセッサ
を更に有する。該関連付けは、１以上の装置の位置特定を含む。該位置特定は、各装置を
当該物理的構造内の少なくとも１つの物理的位置にマッピングすることを含む。該関連付
けは、メモリにおいて上記１以上の装置のうちの少なくとも１つを第１のコミッション済
ユニットに関連付けると共に該第１のコミッション済ユニットを第２のコミッション済ユ
ニットにリンクすることを含み、該リンクはメモリにおいて第１及び第２のコミッション
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済ユニットを関連付けることを含む。上記システムの幾つかの態様において、第１のメモ
リは第１のコミッション済ユニットに関連する上記少なくとも１以上の装置によりアクセ
ス可能であり、第２のメモリは第１及び第２のコミッション済ユニットに関連する少なく
とも１以上の装置によりアクセス可能である。
【００２０】
　幾つかの態様において、前記コミッショニングモジュールは、環境マネージャモジュー
ルによりアクセス可能な少なくとも１つのメモリを、前記１以上の装置、第１のコミッシ
ョン済ユニット又は第２のコミッション済ユニットのうちの少なくとも１つに関連するパ
ラメータを表す少なくとも１つの値を用いて更新するよう構成される。幾つかの他の態様
において、上記システムにおける環境制御コマンドを受信するように構成されたコミッシ
ョン済ユニットは、更に、該ユニットにリンクされた如何なるコミッション済ユニットに
も、自身の動作状態の変化及び該ユニットに関連する区域の状態の変化について警告する
ように構成される。該警報は、当該コミッション済ユニットが当該変化を示す信号をリン
クされたコミッション済ユニットの各々に送信する場合に、直接又は同期モードの通信を
伴うことができる。該警報は、もっと間接的な又は非同期の通信モードを伴うこともでき
る。例えば、当該コミッション済ユニットは実行モジュールに自身の動作状態の変化を通
知することができ、該実行モジュールは当該コミッション済ユニットに何の他のコミッシ
ョン済ユニットがリンクされているかを判断するためにメモリにアクセスすることができ
、該実行モジュールは、その後、該リンクされたコミッション済ユニットの各々に当該状
態変化を通知することができる。
【００２１】
　種々の態様において、上記システムは、コミッショニングモジュール及び環境マネージ
ャモジュールに通信的に接続されたゲートウェイモジュールを実行する１以上のプロセッ
サも有することができる。該ゲートウェイモジュールは、環境マネージャモジュール、コ
ミッショニングモジュール、装置及びコミッション済ユニットのうちの１つから環境制御
コマンドを受信するように構成される。そして、該ゲートウェイモジュールは、上記環境
制御コマンドを、宛先の装置及び宛先のコミッション済ユニットのうちの少なくとも１つ
に適したフォーマットに変換するようにも構成される。
【００２２】
　幾つかの態様において、上記ゲートウェイモジュールは、更に、１以上のコミッション
済ユニット又は装置から動作状態及びエネルギ消費データを含む監視データを受信すると
共に、該受信された監視データを環境マネージャモジュールに適したフォーマットに変換
するように構成される。
【００２３】
　種々の実施態様は、物理的構造内の環境条件を管理する他のシステムも開示する。該シ
ステムは、動き、占有状態、音、１以上のガスの存在、照明、湿度及び温度のうちの少な
くとも１つを示すデータを生成するように構成された、当該物理的構造内の指定された区
域におけるセンサを有する。該システムは、少なくとも上記センサ及び環境マネージャモ
ジュールに通信的に接続されたゲートウェイモジュールを備えたコミッション済ユニット
も有する。該コミッション済ユニットは、前記センサにより生成されるデータを受信し、
該センサデータが前記指定された区域に関連する状態変化を表すことを判定し、環境マネ
ージャモジュールによりアクセス可能な１以上のメモリを、上記状態変化を表すデータに
従って更新するように構成される。
【００２４】
　幾つかの実施態様は、物理的構造内の環境条件を管理するシステムを開示する。該シス
テムは、１以上の識別コードを含む第１信号を送信するように構成された少なくとも１つ
のコミッション済ユニットを有する。該システムは、上記少なくとも１つのコミッション
済ユニットから第１信号を受信し、１以上の好ましい環境条件を示すユーザ入力を検出し
、該１以上の好ましい環境条件を含む環境制御リクエストを送信するように構成された環
境制御装置も有する。更に、該システムは、上記環境制御リクエストを受信し、該制御リ
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クエストを用いて環境制御コマンドを発生し、該環境制御コマンドを前記コミッション済
ユニットに送信するように構成された環境マネージャモジュールを実行する１以上のプロ
セッサを有する。
【００２５】
　幾つかの実施態様は、環境条件を管理するシステム内で単一のコミッション済ユニット
として関連付けるための装置を識別するための方法を開示する。該方法は、第１の複数の
装置が、各々、固有の識別コードを含む符号化光信号を送信する第１ステップを有する。
第２ステップにおいて、モバイル装置は第１の複数の装置から前記符号化光信号を受信す
ると共に、当該モバイル装置の近傍の領域に位置する第２の複数の装置の固有の識別コー
ドを含むコミッショニングリクエストを送信し、該第２の複数の装置は前記第１の複数の
装置からの１以上の装置を含む。第３ステップにおいて、コミッショニングモジュールは
、上記コミッショニングリクエストを受信すると共に、メモリ内で上記第２の複数の装置
を第１のコミッション済ユニットに関連付ける。
【００２６】
　種々の実施態様は、複数のリンクされたコミッション済ユニットを有する物理的構造内
の環境条件を管理する方法を開示する。該方法は、1以上の占有センサが、指定された区
域が非占有状態から占有状態に移行したことを示すセデータを生成する第１ステップ（９
１０Ｂ）を有する。該方法は、前記複数のリンクされたコミッション済ユニットのうちの
第１のユニットに関連する第１の１以上の照明器具が、前記センサデータの生成に続く所
定の反応期間内に背景レベルの照明を生成する第２ステップも有する。第３ステップは、
前記複数のリンクされたコミッション済ユニットのうちの前記第１のユニットが、前記指
定された区域の状態変化を示すデータを送信するステップ（９３０Ｂ）を含む。そして、
第４ステップは、前記複数のリンクされたコミッション済ユニットのうちの少なくとも第
２のユニットが、前記状態変化を示すデータを受信すると共に、少なくとも第２の１以上
の照明器具に照明を変化させるステップを含む。幾つかの態様において、前記複数のリン
クされたコミッション済ユニットのうちの前記第２のユニット又は前記少なくとも第２の
１以上の照明器具は、前記少なくとも第２の１以上の照明器具が照明を変化させる前に、
照明シーン情報を記憶したメモリにアクセスする。
【００２７】
　多くの実施態様は、複数のリンクされたコミッション済ユニット及び1以上の占有セン
サを有する物理的構造内の環境条件を管理する更に他の方法を開示する。該方法は、前記
１以上の占有センサにより生成される占有データに基づいて、指定された区域が占有状態
から非占有状態に移行したとの第１判定を行う第１ステップを有する。該方法は、保持期
間の少なくとも一部にわたり前記占有センサにより生成される更なる占有データを監視す
ると共に、前記指定された区域が前記保持期間の全体にわたり非占有状態に留まったか否
かについての第２判定を行う第２ステップも有する。該方法は、前記複数のリンクされた
コミッション済ユニットのうちの前記指定された区域に関連する少なくとも１つのユニッ
トを識別するためにメモリにアクセスする第３ステップ、及び前記第２判定の結果に基づ
いて、前記複数のリンクされたコミッション済ユニットのうちの前記少なくとも１つのユ
ニットの１以上の照明器具が、前記保持期間の経過に続いて開始する第１猶予期間にわた
り第１の一層低いレベルの照明にフェードする第４ステップを含む。
【００２８】
　幾つかの態様において、上記方法は以下のステップを更に有する。即ち、前記第１猶予
期間の少なくとも一部にわたり前記占有センサにより生成される更なる占有データを監視
すると共に、前記指定された区域が前記第１猶予期間の全体にわたり非占有状態に留まっ
たか否かについての第３判定を行うステップ。そして、前記第３判定の結果に基づいて、
前記１以上の照明器具が、（ａ）前記第１猶予期間の開始前に生成された以前の一層高い
レベルの照明に戻るようにフェードするか、又は（ｂ）前記一層低いレベルの照明への移
行を完了するステップ。種々の他の態様において、上記方法は以下のステップを更に有す
る。即ち、延長期間の少なくとも一部にわたり前記占有センサにより生成される更なる占
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有データを監視すると共に、前記指定された区域が前記延長期間の全体にわたり非占有状
態に留まったか否かについての第４判定を行うステップ。そして、前記第４判定の結果に
基づいて、前記１以上の照明器具が、（ａ）前記延長期間の開始前に生成された以前の一
層高いレベルの照明に戻るようにフェードするか、又は（ｂ）前記延長期間に続いて開始
する第２猶予期間にわたりオフ状態に関連するレベルの照明にフェードするステップ。
【００２９】
　幾つかの実施態様は、複数のリンクされたコミッション済ユニット及び1以上の照明セ
ンサを有する物理的構造内の環境条件を管理する方法を開示する。該方法は、前記１以上
の照明センサが作業区域における照明の変化を示す第１ステップを有する。第２のステッ
プは、前記作業区域に関連されると共に前記１以上の照明センサに通信的に接続された前
記複数のコミッション済ユニットのうちの少なくとも１つのユニットが、前記照明の変化
の指示情報を受信すると共に、該照明の変化の指示情報に関連する変化の量が事前設定（
プリセット）量より多いか否かについての第１判定を行うステップを含む。更なる第３ス
テップにおいては、前記第１判定に基づいて、前記複数のコミッション済ユニットのうち
の前記少なくとも１つのユニットが、前記１以上の照明センサの出力にアクセスすると共
に、前記作業区域における照明のレベルが事前設定された（プリセット）照明レベル以上
であるか否かについての第２判定を行う。第４ステップにおいて、前記作業区域内の少な
くとも１つの照明器具は、（ａ）前記第２判定が前記作業区域における照明レベルが前記
事前設定された照明レベル以上であることを示す場合は第１フェード期間にわたり所定の
最小レベルの照明を供給する状態に移行する一方、（ｂ）前記第２判定が前記作業区域に
おける照明レベルが前記事前設定された照明レベルより低いことを示す場合は第２フェー
ド期間にわたり所定の最大レベルの照明を供給する状態に移行する。
【００３０】
　他の実施態様は、ここに記載した方法の１以上等の方法を実行するためにプロセッサに
より実行可能な命令を記憶した非一時的コンピュータ読取可能な記憶媒体を含む。更に他
の実施態様は、メモリ及び本明細書に記載される方法の１以上等の方法を実行するために
前記メモリに記憶された命令を実行するように動作する１以上のプロセッサを含むシステ
ムを含むことができる。
【００３１】
　本開示の目的のために本明細書で使用される場合、“ＬＥＤ”なる用語は、如何なる発
光（エレクトロルミネッセント）ダイオード、又は電気信号に応答して放射を発生する及
び／又は光ダイオードとして動作することが可能な他のタイプの電荷注入／接合型システ
ムをも含むものと理解されるべきである。従って、ＬＥＤなる用語は、これらに限定され
るものではないが、電流に応答して光を放出する種々の半導体型構造体、発光ポリマ、有
機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）、エレクトロルミネッセント・ストリップ等を含む。特に
、ＬＥＤなる用語は、赤外スペクトル、紫外スペクトル及び可視スペクトルの種々の部分
（通常、約４００ナノメートルから約７００ナノメートルまでの放射波長を含む）の１以
上において放射を発生するように構成することができる全てのタイプの発光ダイオード（
半導体及び有機発光ダイオードを含む）を指す。ＬＥＤの幾つかの例は、これらに限定さ
れるものではないが、種々のタイプの赤外ＬＥＤ、紫外ＬＥＤ、赤色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ
、緑色ＬＥＤ、黄色ＬＥＤ、琥珀色ＬＥＤ、橙色ＬＥＤ及び白色ＬＥＤを含む（後に更に
説明する）。また、ＬＥＤは所与のスペクトルに対して種々の（例えば、狭い帯域幅、広
い帯域幅）帯域幅（例えば、半値全幅又はＦＷＨＭ）及び所与の一般色分類内で種々の優
勢波長を持つ放射を発生するよう構成及び／又は制御することができると理解されるべき
である。
【００３２】
　例えば、実質的に白色光を発生するように構成されたＬＥＤの一構成例（例えば、白色
ＬＥＤ）は、組み合わせで実質的に白色光を形成するように混ざり合うような、異なるス
ペクトルのエレクトロルミネッセンスを各々放出する複数のダイを含むことができる。他
の構成例では、白色ＬＥＤは、第１スペクトルを持つエレクトロルミネッセンスを別の第
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２のスペクトルに変換する蛍光体材料に関連され得る。この構成の一例において、相対的
に短い波長及び狭い帯域幅のスペクトルを持つエレクトロルミネッセンスは上記蛍光体材
料を“ポンピング”し、該蛍光体材料は幾らか広いスペクトルを持つ一層長い波長の放射
を放出する。
【００３３】
　また、ＬＥＤなる用語はＬＥＤの物理的及び／又は電気的パッケージのタイプを限定す
るものではないと理解されるべきである。例えば、ＬＥＤは、前述したように異なるスペ
クトルの放射を各々放出するように構成された複数のダイ（例えば、個別に制御すること
が可能であるか又は可能でない）を有する単一の発光デバイスを指し得る。また、ＬＥＤ
は、当該ＬＥＤの一体部分と見なされる蛍光体と関連され得る（例えば、幾つかのタイプ
の白色ＬＥＤ）。一般的に、ＬＥＤなる用語は、パッケージ化ＬＥＤ、非パッケージ化Ｌ
ＥＤ、表面実装ＬＥＤ、チップオンボードＬＥＤ、Ｔパッケージ実装ＬＥＤ、ラジアルパ
ッケージＬＥＤ、電力パッケージＬＥＤ、何らかのタイプのケース及び／又は光学素子（
例えば、拡散レンズ）を含むＬＥＤ等を指すことができる。
【００３４】
　“光源”なる用語は、これらに限定されるものではないが、ＬＥＤ型光源（先に定義し
たような1以上のＬＥＤを含む）を含む種々の放射光源の何れか1以上を指すと理解された
い。所与の光源は、可視スペクトル内、可視スペクトル外、又はこれら両方の組み合わせ
で電磁放射を発生するように構成することができる。従って、“光”及び“放射”なる用
語は、ここでは入れ替え可能に使用される。更に、光源は、一体部品として、1以上のフ
ィルタ（例えば、カラーフィルタ）、レンズ又は他の光学部品を含むことができる。また
、光源は、これらに限定されるものではないが、指示、表示及び／又は照明を含む種々の
用途（アプリケーション）のために構成することができると理解されるべきである。“照
明光源”は、内部又は外部空間を効果的に照明するために十分な輝度を持つ放射を発生す
るように特別に構成された光源である。この点において、“十分な輝度”とは、周囲照明
（即ち、間接的に知覚され得ると共に、例えば全体的に又は部分的に知覚される前に1以
上の種々の介在表面から反射され得る光）を供給するために当該空間又は環境において発
生される可視スペクトルにおける十分な放射パワーを指す（放射パワー又は“光束”に関
しては、しばしば、“ルーメン”なる単位が光源から全方向への全光出力を表すために使
用される）。
【００３５】
　“スペクトル”なる用語は、１以上の光源により生成された放射の何れか１以上の周波
数（又は波長）を指すものと理解されたい。従って、“スペクトル”なる用語は、可視範
囲における周波数（又は波長）のみならず、赤外、紫外及び全体の電磁スペクトルの他の
領域における周波数（又は波長）をも指す。また、或るスペクトルは、相対的に狭い帯域
幅（例えば、実質的に僅かな周波数又は波長成分しか有さないＦＷＨＭ）又は相対的に広
い帯域幅（種々の相対強度を持つ幾つかの周波数又は波長成分）を有することができる。
また、或るスペクトルは２以上の他のスペクトルの混合（例えば、複数の光源から各々放
出された放射の混合）の結果であり得ると理解されたい。
【００３６】
　本開示の目的のため、“カラー（色）”なる用語は、“スペクトル”なる用語と互換可
能に使用されている。しかしながら、“カラー（色）”なる用語は、一般的に、観察者に
より知覚可能である放射の特性を主に指すように使用される（もっとも、この用い方は、
この用語の範囲を限定する意図でない）。従って、“異なるカラー”なる用語は、異なる
波長成分及び／又は帯域幅を持つ複数のスペクトルを黙示的に示す。また、“カラー（色
）”なる用語は、白色及び非白色光の両方との関連で使用することもできると理解された
い。
【００３７】
　“照明固定具（lighting fixture）”及び“照明器具（luminaire）”なる用語は、こ
こでは、特定のフォームファクタ、アセンブリ若しくはパッケージでの１以上の照明ユニ
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ットの構成又は配置を指すために入れ替え可能に使用されている。“照明ユニット”なる
用語は、ここでは、同一又は異なるタイプの１以上の光源を含む装置を指すために使用さ
れている。所与の照明ユニットは、光源（又は複数の光源）のための種々の取付配置、エ
ンクロージャ／ハウジング配置及び形状、並びに／又は電気的及び機械的接続構造の何れ
かを有することができる。更に、所与の照明ユニットは、オプションとして、当該光源（
又は複数の光源）の動作に関係する種々の他の部品（例えば、制御回路）に関連され得る
（例えば、含む、結合される及び／又は一緒にパッケージ化される）。“ＬＥＤ照明ユニ
ット”とは、前述したような１以上のＬＥＤ型光源を単独で又は他の非ＬＥＤ型光源との
組み合わせで含む照明ユニットを指す。“多チャンネル”照明ユニットとは、異なるスペ
クトルの放射を各々発生するように構成された少なくとも２つの光源を含むＬＥＤの又は
非ＬＥＤの照明ユニットを指し、上記異なる光源スペクトルの各々を当該多チャンネル照
明ユニットの“チャンネル”と称することができる。
【００３８】
　“コントローラ”なる用語は、ここでは、1以上の光源の動作に関係する種々の装置を
広く記述するために使用されている。コントローラは、ここで述べる種々の機能を果たす
ために、多数の形態で（例えば、専用のハードウェアによる等）実施化することができる
。“プロセッサ”は、ここで述べる種々の機能を実行するために、ソフトウェア（例えば
、マイクロコード）を用いてプログラムすることができる１以上のマイクロプロセッサを
使用するコントローラの一例である。コントローラは、プロセッサを使用するか又は使用
しないで実施化することができ、幾つかの機能を実行するための専用のハードウェアと、
他の機能を実行するためのプロセッサ（例えば、1以上のプログラムされたマイクロプロ
セッサ及び関連する回路）との組み合わせとして実施化することもできる。本開示の種々
の実施態様で使用することが可能なコントローラ部品の例は、これらに限定されるもので
はないが、通常のマイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）及びフィール
ド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）を含む。
【００３９】
　種々の構成において、プロセッサ又はコントローラは１以上の記憶媒体（例えばＲＡＭ
、ＰＲＯＭ、EPROM及びEEPROM等の揮発性及び不揮発性コンピュータメモリ、フロッピー
ディスク、コンパクトディスク、光ディスク、磁気テープ等であり、ここでは広く“メモ
リ”と称する）に関連され得る。幾つかの構成例において、上記記憶媒体は、１以上のプ
ロセッサ及び／又はコントローラ上で実行された場合に本明細書で述べる機能の少なくと
も幾つかを実行する1以上のプログラムによりコード化することができる。種々の記憶媒
体は、プロセッサ若しくはコントローラ内に固定され、又は当該記憶媒体上に記憶された
1以上のプログラムをプロセッサ又はコントローラにロードして、ここで述べる本発明の
種々の態様を実施することができるように、移送可能なものとすることができる。“プロ
グラム”又は“コンピュータプログラム”なる用語は、ここでは、1以上のプロセッサ又
はコントローラをプログラムするために使用することが可能な如何なるタイプのコンピュ
ータコード（例えば、ソフトウェア又はマイクロコード）をも示すように汎用的な意味で
使用されている。
【００４０】
　一ネットワーク構成例において、ネットワークに結合された１以上の装置は、該ネット
ワークに結合された１以上の他の装置に対するコントローラとして働くことができる（例
えば、マスタ／スレーブ関係で）。他の構成例において、ネットワーク環境は、当該ネッ
トワークに結合された装置の１以上を制御するように構成された１以上の専用のコントロ
ーラを含むことができる。一般的に、当該ネットワークに結合された複数の装置は、各々
、当該通信媒体上に存在するデータにアクセスすることができる。しかしながら、所与の
装置は、当該ネットワークに対し、例えば自身に割り当てられた１以上の特定の識別子（
例えば、“アドレス”）に基づいてデータを選択的に交換する（即ち、データを受信し及
び／又はデータを送信する）ように構成されるという点で“アドレス指定可能”であり得
る。
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【００４１】
　ここで使用される“ネットワーク”なる用語は、２以上の装置（コントローラ又はプロ
セッサを含む）間の相互接続であって、当該ネットワークに結合された何れかの２以上の
装置の間の、及び／又は複数の装置の間での情報（例えば、装置制御、データ記憶、デー
タ交換等のための）の伝送を容易にする如何なる相互接続をも指すものである。容易に理
解されるように、複数の装置を相互接続するのに適したネットワークの種々の構成は、種
々のネットワークトポロジの何れかを含むと共に、種々の通信プロトコルの何れかを使用
することができる。更に、本開示による種々のネットワークにおいて、２つの装置の間の
何れか１つの接続は、斯かる２つの装置の間の専用の接続を表すことができ、又は代わり
に非専用接続を表すこともできる。当該２つの装置のための情報を伝送することに加えて
、このような非専用接続は、必ずしも上記２つの装置のいずれのためのものでもない情報
を伝送することができる（例えば、開放型ネットワーク接続）。更に、ここで述べる装置
の種々のネットワークが、当該ネットワークを介しての情報伝送を容易化するために1以
上の無線、有線／ケーブル及び／又は光ファイバリンクを使用することができることは容
易に理解されよう。
【００４２】
　ここで使用される“ユーザ”なる用語は、ここに記載されるシステム及び方法と作用し
合う如何なる主体、人又は人工のものをも指す。例えば、該用語は、限定無しで、オフィ
ス作業者又は訪問者等の空間の占有者、空間の遠隔使用者、施設管理者又はコミッショニ
ング（試運転又は検収）技術者、ビルＩＴ管理者、保守技術者及び設置者を含む。
【００４３】
　上述した概念及び後に詳述する追加の概念の全ての組み合わせ（斯かる概念が互いに矛
楯しない限り）は、ここに開示される本発明の主題の一部であると意図されることが理解
されるべきである。特に、この開示の最後に現れる請求項に記載の主題の全ての組み合わ
せは、ここに開示される本発明の主題の一部であると意図される。また、参照により本明
細書に組み込まれる何れかの文献にも現れる、ここで明示的に使用される用語は、ここに
開示される特定の概念と最も一貫性のある意味が付与されるべきであると理解されるべき
である。
【００４４】
　尚、図面において同様の符号は、異なる図を通して、同様の部分を概して示している。
また、各図は必ずしも寸法通りではなく、代わりに本発明の原理を解説するに当たり概し
て誇張されている。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１Ａ】図１Ａは、物理的構造内の環境条件を管理するシステムの一実施態様のブロッ
ク図を示し、該実施態様は幾つかのモジュール、２つのＩＰ照明器具及び環境制御装置を
有している。
【図１Ｂ】図１Ｂは、物理的構造内の環境条件を管理するシステムの一実施態様のブロッ
ク図を示し、該実施態様は幾つかのモジュール、２つのＩＰ照明器具、環境制御装置及び
ＩＲ遠隔制御装置（リモコン）を有している。
【図１Ｃ】図１Ｃは、幾つかの実施態様によるＩＰ照明器具の構成部品及び該構成部品を
接続するインターフェースを示す。
【図１Ｄ】図１Ｄは、物理的構造内の環境条件を管理するシステムの一実施態様のブロッ
ク図を示し、該実施態様は環境管理モジュール、センサ、メモリ及びコミッショニング済
ユニットを有する。
【図２Ａ】図２Ａは、幾つかの実施態様による照明ネットワークの構成要素アーキテクチ
ャを示す。
【図２Ｂ】図２Ｂは、物理的構造内の環境条件を管理するシステムの一実施態様、及び該
システムの種々の構成要素に関連する異なるネットワーク環境のブロック図を示す。
【図３Ａ】図３Ａは、環境条件を管理するシステムの独立接続型構成の一実施態様を示す
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。
【図３Ｂ】図３Ｂは、環境条件を管理するシステムの端末間統合型構成の一実施態様を示
す。
【図４Ａ】図４Ａは、環境マネージャモジュールの一実施態様の構成要素のブロック図を
、該環境マネージャモジュールが通信的に接続される他の装置と共に示す。
【図４Ｂ】図４Ｂは、物理的構造内の環境条件を管理するシステムのＩＳＰＦ結合配備型
実施態様の種々の選択された構成要素のブロック図を示す。
【図５】図５は、幾つかの実施態様による環境条件を管理するシステムの構成要素により
使用されるコミッショニング及び構成処理のフローチャートを示す。
【図６】図６は、一実施態様による複数の装置群を有する自由間取り部屋等のコミッショ
ニング済ユニットを示す。
【図７】図７は、自由間取り部屋等のコミッショニング済ユニット、該自由間取り部屋内
のシステムユーザ、該ユーザの周りの幾つかの区域、並びにこれら区域の内部及び外部に
位置する装置を示す。
【図８】図８は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される、以
前に占有されていなかった空間内での占有の検出に応答するための占有に基づく（占有ベ
ースの）制御方法を示す。
【図９Ａ】図９Ａは、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される
、以前に占有されていた空間内での占有の欠如の検出に応答するための占有ベースの制御
方法を示す。
【図９Ｂ】図９Ｂは、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される
、以前に占有されていなかった空間内での占有の検出に応答するための占有ベースの制御
方法を示す。
【図１０】図１０は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される
、以前に占有されていた空間内での占有の欠如の検出に応答するための占有ベースの制御
方法を示す。
【図１１】図１１は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される
、以前に占有されていた空間内での占有の欠如の検出に応答するための占有ベースの制御
方法を示し、該方法は占有状態を確認するための保持期間、猶予期間及び延長期間の使用
を組み込んでいる。
【図１２】図１２は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される
、以前に占有されていなかったセル区域内での占有の検出に応答するための占有ベースの
制御方法を示す。
【図１３】図１３は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される
、廊下区域内での占有の変化の検出に応答するための占有ベースの制御方法を示す。
【図１４】図１４は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される
、会議区域内での占有の変化の検出に応答するための占有ベースの制御方法を示す。
【図１５】図１５は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される
、会議区域内の異なる環境シーンのリクエストに応答するための制御方法を示す。
【図１６】図１６は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される
、作業区域内での検出された照明の変化に応答するための昼光ベースの制御方法を示す。
【図１７】図１７は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される
、空間内での検出された自然照明の変化に応答するための昼光ベースの制御方法を示す。
【図１８】図１８は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様による、コミッシ
ョニング済ユニットの位置を図示した対話型デジタル間取図を示す。
【図１９】図１９は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される
、コミッショニング済又は未コミッショニングユニットの電源投入挙動を決定する方法を
示す。
【図２０】図２０は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される
、制御リクエストを処理するための方法を示す。
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【図２１】図２１は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される
、手動で起動された個人的（パーソナル）制御リクエストを処理するための方法を示す。
【図２２】図２２は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様による、ＰｏＥス
イッチ故障の視覚的影響を低減するためのコミッショニング済ユニット及び関連するＰｏ
Ｅスイッチの配置を示す。
【図２３】図２３は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様におけるコミッシ
ョニング済ユニットにより実行される、自己診断及び復旧のための方法を示す。
【図２４】図２４は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様による、環境マネ
ージャモジュールのフロントエンドとして表示された対話型グラフィックユーザインター
フェースの一実施態様を示す。
【図２５】図２５は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様による、コミッシ
ョニングモジュールのフロントエンドとして表示された対話型グラフィックユーザインタ
ーフェースの一実施態様を示す。
【図２６】図２６は、コミッショニングモジュールのフロントエンドの一部として使用す
る対話型領域ウィザードの一実施態様を示し、該領域ウィザードはユーザが物理的構造内
の領域の機能を一緒に定義する種々のパラメータを指定することを可能にする。
【図２７】図２７は、環境条件を管理するシステムで使用するための新たな装置をコミッ
ショニングする際に使用する対話型グラフィックユーザインターフェースの一実施態様を
示す。
【発明を実施するための形態】
【００４６】
　以下、添付図面に例が図示された本発明の例示的実施態様を詳細に参照する。
【００４７】
　以下の詳細な説明においては、限定ではなく説明の目的で、固有の細部を開示する代表
的実施態様が、本教示の十分な理解を提供するために記載される。しかしながら、本開示
の利益を受けた当業者にとっては、ここに開示される固有の細部から逸脱した本発明によ
る他の実施態様も添付請求項の範囲に入ることは明らかであろう。更に、良く知られたシ
ステム、装置及び方法の説明は、代表的実施態様の説明を不明瞭にさせないように省略さ
れ得るものである。このようなシステム、方法及び装置は明らかに本教示の範囲内である
。
【００４８】
　図１Ａは、物理的構造内の環境条件を管理するシステム１００Ａを示す。該システムは
、環境マネージャモジュール１１０、コミッショニングモジュール１２０、ゲートウェイ
モジュール１３０、ＩＰ照明器具１４０及び１５０、並びに環境制御装置１６０を含む。
システム１００Ａの他の実施態様は、追加の又は一層少数の環境マネージャモジュール、
ＩＰ照明器具、コミッショニングモジュール、ゲートウェイモジュール及び／又は環境制
御装置を含むことができる。システム１００Ａの構成要素は、図１に示されるリンクＬ１
～Ｌ９を用いて通信的に結合される。ここで使用される“物理的構造”なる用語は、自立
型の、常設の、囲まれた又は覆われたものに限らず、如何なる建物構造をも指すものであ
る。この用語は、例えば、オフィス用、住居用、レクリエーション用、教育用、行政用、
及び商業用の建物及び複合構造物、並びに駐車場及び車庫を含む。ここで使用される“リ
ンク”なる用語は、少なくとも２つのシステム構成要素の間での情報の通信を可能にする
如何なる接続又は要素をも指すものである。例えば、リンクは、有線又は無線の通信接続
、電波周波数通信接続及び光通信接続を含む。リンクは、共有通信プロトコル、ソフトウ
ェア若しくはハードウェアインターフェース、又は遠隔メソッド呼出若しくは手続き呼出
を示すこともできる。
【００４９】
　環境マネージャモジュール１１０は、ハードウェアで、ハードウェア及びコンピュータ
コード（例えば、ソフトウェア又はマイクロコード）の何らかの組み合わせで、又は完全
にコンピュータコードで実施化することができる。このモジュールは、１つの又は複数の
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プロセッサ上で実行することができる。
【００５０】
　幾つかの実施態様において、マネージャモジュール１１０は対話式システム生産性向上
機能（ISPF）ベースの中央監視及び管理ダッシュボードを提供することができる。また、
マネージャモジュール１１０は、システム１００Ａにおける現在の照明又は他の環境状態
の視覚化、種々のレベルの細分度における占有情報の視覚化、種々のレベルの細分度での
エネルギ消費情報の視覚化及び警報の視覚化等の種々のフィーチャのためのユーザインタ
ーフェースも提供することができる。更に、マネージャモジュール１１０は、スマートフ
ォンアプリケーションから個人的（パーソナル）制御コマンド（例えば、光のレベル及び
温度に関する）を受信すると共に、斯かるコマンドを照明制御又はＨＶＡＣ制御コマンド
に翻訳し、システム全体の照明制御を管理し、タスクのスケジューリングを管理すること
ができる。該環境マネージャモジュール１１０は、ソフトウェアの更新に参加し、エネル
ギ消費及び占有に関するデータ等の監視データを管理し、警報及び他のシステム健康診断
データを管理することもできる。図４Ａは環境マネージャモジュールの一実施態様の種々
の構成要素を図示し、図４Ａの説明は該モジュールにていての更なる詳細を提供する。環
境マネージャモジュール１１０等の環境マネージャモジュールの機能的及び他の側面につ
いての更なる詳細は、本明細書全体を通して分かるであろう。
【００５１】
　図１Ａに示されたように、環境マネージャモジュール１１０はリンクＬ２を介して環境
制御装置１６０から情報を受けることもできる。Ｌ２は、スマートフォン用のパーソナル
制御インターフェースであり得る。マネージャモジュール１１０はリンクＬ１を介してコ
ミッショニングモジュール１２０と通信することもできる。Ｌ１は、コミッショニングモ
ジュールの計画（プロジェクト）ファイルの通信を容易化することができる。幾つかの実
施態様において、Ｌ１はxCLIP互換照明器具のための拡張を伴うＸＭＬデータベースを表
すこともできる。最後に、マネージャモジュール１１０はリンクＬ３を介してゲートウェ
イモジュール１３０と通信することもできる。Ｌ３は、幾つかの実施態様によれば、Envi
sonIPインターフェースを表す。
【００５２】
　コミッショニングモジュール１２０は、ハードウェアで、ハードウェア及びコンピュー
タコード（例えば、ソフトウェア又はマイクロコード）の何らかの組み合わせで、又は完
全にコンピュータコードで実施化することができる。このモジュールは、１つの又は複数
のプロセッサ上で実行することができる。システム１００Ａの多くの実施態様において、
コミッショニングモジュール１２０は、ＩＰ照明器具、スイッチ及びセンサ等の装置をコ
ミッショニング（設置検証）するために使用される。また、コミッショニングモジュール
１２０は、空間のための間取りを準備し、装置を発見してシステム１００Ａと関連付け、
例えば符号化光検出技術により装置を位置特定するために使用することもできる。該コミ
ッショニングモジュールは、システム１００Ａ及び該システムに関連する装置を事前コミ
ッショニングするために使用することもできる。例えば、コミッショニングモジュール１
２０は、装置のグループを形成し、構造物内の空間を特定の目的のために割り当てるため
に使用することができる。システム１００Ａの多くの実施態様において、コミッショニン
グモジュール１２０は、ＩＰ照明器具等の装置をコミッショニングすると共に、例えば準
備された間取りに従って装置を位置特定し、照明システムをプログラムし、装置及び制御
パラメータを設定し、及びセンサを校正することにより、装置を制御するために使用する
ことができる。コミッショニングモジュール１２０は、ソフトウェア更新を実行するため
に使用することもできる。コミッショニングモジュール１２０に関連する他の機能は、当
該明細書全体を通して、特に図５に関連する説明において明らかになるであろう。
【００５３】
　図１Ａに示されたように、コミッショニングモジュール１２０は、リンクＬ１を介して
環境マネージャモジュール１１０と、リンクＬ４を介してゲートウェイモジュール１３０
と、リンクＬ６を介してＩＰ照明器具１５０と通信することができる。Ｌ１は、環境マネ
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ージャモジュール１１０の記載に関連して先に説明された。多くの実施態様において、Ｌ
４はEnvisionIP又はxCLIPインターフェースを表すことができ、Ｌ６はEnvisionIPインタ
ーフェースを表すことができる。
【００５４】
　ゲートウェイモジュール１３０は、ハードウェアで、ハードウェア及びコンピュータコ
ード（例えば、ソフトウェア又はマイクロコード）の何らかの組み合わせで、又は完全に
コンピュータコードで実施化することができる。このモジュールは、１つの又は複数のプ
ロセッサ上で実行することができる。幾つかの実施態様において、ゲートウェイモジュー
ル１３０のハードウェア構成は、STM32チップを含むことができる。ゲートウェイモジュ
ール１３０は、物理的構造の特定のフロアに関連付けることができると共に、該フロア上
に位置するＩＰ照明器具等の複数の装置に対しデータを送信及び／又は受信することがで
きる。幾つかの実施態様において、ゲートウェイモジュール１３０は、ＩＰ照明器具、セ
ンサ及びＨＶＡＣ装置等の１０００を超える装置に対してデータを送信及び／又は受信す
ることができる。
【００５５】
　ゲートウェイモジュール１３０は、種々の機能を提供するように構成される。例えば、
該ゲートウェイモジュールは照明器具をコミッショニングするために使用されるEnvision
IPインターフェースとRS-485規格との間のゲートウェイを提供すると共に、種々のアプリ
ケーション及びネットワークプロトコルを翻訳するためのサービスを提供することができ
る。多くの実施態様において、該ゲートウェイモジュールは、システム１００Ａ内の複数
のゲートウェイモジュールの間のデータの伝送を容易化すると共に、システム診断及び／
又はゲートウェイモジュール１３０が自身の制御下にある装置が依然としてオンライン状
態であるか否かを決定することができるハードウェア点呼（ロールコール）に参加するこ
ともできる。ゲートウェイモジュール１３０は、キャッシングし及び／又は環境マネージ
ャモジュール１１０に対してオフライン装置をレポートする責務を負うこともできる。ゲ
ートウェイモジュール１３０は、ローカルにタスクをスケジュールすること並びに監視及
び診断データを管理する責務を負うこともできる。例えば、ゲートウェイモジュール１３
０は、物理的構造内の１以上の領域をエネルギ消費及び占有度に関して監視すると共に、
領域レベルでシステム健康度を診断し、システム健康度情報をレポートすることができる
。該ゲートウェイモジュールは、領域監視データを記憶することもできる。幾つかの実施
態様において、ゲートウェイモジュール１３０は、当該システムの一部において全てのDy
Net及びEnvisonIPトラフィックを監視する。該ゲートウェイモジュールは、この情報を記
憶及び／又はキャッシュすると共に、該情報を環境マネージャモジュール１１０に転送し
、該環境マネージャモジュールが如何なる所与の時点においても全てのコミッショニング
された装置の状態についての正確な全体像を有するようにする。スケジューリングに関し
ては、時間の厳しいイベントはゲートウェイモジュール１３０により環境マネージャモジ
ュール１１０に即座に転送することができる一方、時間が厳しくないイベントはローカル
にキャッシュされ、マネージャモジュール１１０にバッチ的にアップロードすることがで
きる。マネージャモジュール１１０に到達することができない場合、全てのイベントはロ
ーカルにキャッシュし、再び到達可能になった場合に、該マネージャモジュール１１０に
アップロードすることができる。ゲートウェイモジュール１３０は、システム１００Ａに
関連付けられたＨＶＡＣシステムとインターフェースで接続すると共に、新たな装置を発
見することもできる。多くの実施態様においては、ゲートウェイモジュール１３０のよう
な複数のゲートウェイモジュールを単一の環境マネージャモジュール１１０に通信的に接
続することができ、その場合、各ゲートウェイモジュール１３０は建物の特定のフロアの
ためのフロアコントローラとして動作する。多くの実施態様において、ゲートウェイモジ
ュール１３０は、受信された環境制御コマンドの全て又は一部（部分集合）を記録（ログ
）及び記憶し；当該システム内の全てのイベント及び状態変化を記録及び環境マネージャ
モジュール１１０にレポートすると共に、本ゲートウェイモジュール１３０が制御及び／
又は監視するコミッション済ユニットから到来するコマンドを当該システムの他の部分を
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制御及び／又は監視する他のゲートウェイモジュールに送信し（共通領域送信責任）；当
該システムの他の部分を制御及び／又は監視する他のゲートウェイモジュールから到来す
るコマンドを本ゲートウェイモジュール１３０が制御及び／又は監視するコミッション済
ユニットに送信し（共通領域受信責任）；EnvisonIPネットワークとDyNet RS-485ネット
ワークとの間を（透明に）ブリッジして、当該システムが例えば全ての既存のDyNet(RS-4
85)製品に対して拡張され得るようにし；全てのコミッション済のユニット及び装置の利
用可能性を記録及び記憶すると共に、これらの利用可能性の如何なる変化も環境マネージ
ャモジュール１１０にレポートすることができる。
【００５６】
　図１Ａに示されるように、ゲートウェイモジュール１３０は、リンクＬ５を介してＩＰ
照明器具１４０及び１５０と、リンクＬ３を介して環境マネージャモジュール１１０と、
リンクＬ４を介してコミッショニングモジュール１２０と情報を交換することができる。
Ｌ３及びＬ４は、マネージャモジュール１１０及びコミッショニングモジュール１２０と
の関連で、各々、先に説明した。多くの実施態様において、Ｌ５はEnvisonIP又はxCLIPイ
ンターフェースを表すことができる。
【００５７】
　ＩＰ照明器具１４０は、センサ１４０－１、光源１４０－２及び制御モジュール１４０
－３と関連される。幾つかの実施態様において、センサ１４０－１及び光源１４０－２は
、同一の装置又はハウジング内に配置される。幾つかの実施態様において、制御モジュー
ル１４０－３は、センサ１４０－１及び／又は光源１４０－２と同一の装置又はハウジン
グ内に収容された１以上のプロセッサ上で実行するコンピュータコード（例えば、ソフト
ウェア又はマイクロコード）を有する。光源１４０－２は、オン／オフ、調光及び調整可
能な白色光又は有色光の生成等の１以上の光駆動機能を実行することができる。センサ１
４０－１は、例えば、昼光、占有度、ＩＲ、二酸化炭素、湿度及び温度の１以上を感知す
ることができるセンサである。制御モジュール１４０－３は、光源１４０－２、センサ１
４０－１、コミッショニングモジュール１２０、環境マネージャモジュール１１０、ゲー
トウェイモジュール１３０及びＩＰ照明器具１５０等の他のモジュール及び装置の挙動を
制御するための１以上の制御機能を提供する。
【００５８】
　ＩＰ照明器具１４０は、当該システム１００Ａの他のモジュールとの通信のための１以
上の外部インターフェースを提供することができる。例えば、ＩＰ照明器具１４０は、光
源１４０－２をコミッショニングする際に使用するための、及び／又は自身に通信的に接
続された他の領域の照明器具及びセンサ（例えば、光源１５０－２及びセンサ１５０－１
）、光源１４０－２又はセンサ１４０－１の挙動に影響を与えるために制御モジュール１
４０－３により使用するためのEnvisonIPインターフェース（例えば、リンクＬ５及びＬ
７）を提供することができる。ＩＰ照明器具１４０は、光源１４０－２又は当該ＩＰ照明
器具１４０に通信的に接続された他の光源にアクセスすると共に斯かる光源の基本的能力
を制御するために制御モジュール１４０－３により使用するためのxCLIPインターフェー
スを提供することもできる。該xCLIPインターフェースは、他のシステムモジュール（例
えば、ゲートウェイモジュール１３０）により、ＩＰ照明器具１４０にアクセスすること
が可能なセンサ（例えば、センサ１４０－１及び１５０－１）により発生されたセンサデ
ータ並びに光源１４０－２及び／又はＩＰ照明器具１４０に対し利用可能なエネルギ消費
及び診断データにアクセスするために使用することもできる。図１Ｃ及び該図に関連する
説明は、ＩＰ照明器具の構成要素及びこれら構成要素により使用される種々のインターフ
ェースに関する更なる詳細を提供する。
【００５９】
　環境制御装置１６０は、空間内の環境条件を制御するための任意の装置とすることがで
きる。このような装置は、制限無しで、iPhone（登録商標）等のスマートフォン、iPad（
登録商標）等のタブレット若しくは手持ちコンピュータ、ラップトップコンピュータ、１
以上のプロセッサに通信的に接続された接触関知性及び／又は音声駆動入力及び／又は表
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示装置、並びにデスクトップ計算装置を含む。
【００６０】
　幾つかの実施態様において、図１Ａに示されたシステム１００Ａの構成要素は以下のよ
うに作用し合うことができる。環境制御装置１６０は、ユーザの自身の近傍における環境
条件を変更する要望を示す入力を受ける。例えば、制御装置１６０はスマートフォンであ
り得、ユーザは、該スマートフォン上に表示されるグラフィックユーザインターフェース
を用いて、該ユーザが物理的に居る部屋内のテーブル面等の作業区域における光のレベル
又は輝度を上昇させたいという自身の要望を示すことができる。上記グラフィックユーザ
インターフェースは、カラー、色温度及び方向等の他の照明パラメータを制御するために
使用することもできる。一方、上記作業区域における照明を制御するＩＰ照明器具１４０
及び１５０は、各々、例えば自身及び／又は光源１４０－２及び１５０－２を各々識別す
るコードを含む符号化光信号を発生する。ＩＰ照明器具１５０は自身及び／又は光源１５
０－２を識別するコードを含む符号化光信号を、リンクＬ８を介して環境制御装置１６０
に送信する一方、ＩＰ照明器具１４０は自身及び／又は光源１４０－２を識別するコード
を含む符号化光信号を、リンクＬ９を介して環境制御装置１６０に送信する。環境制御装
置１６０は、リンクＬ２を介して、環境制御リクエストを含む１以上の信号を送信する。
該環境制御リクエストは、環境制御装置１６０のユーザが自身の環境において行いたい変
更に関する情報、及び該ユーザの要求を実行するために使用され得るＩＰ照明器具等の装
置に関する情報を含む。例えば、上記環境制御リクエストは、テーブル面等の作業区域に
おける光のレベルを上昇させたいというユーザの要望及び環境制御装置１６０により受信
された符号化光信号からの識別情報をエンコードすることができる。１以上のプロセッサ
上で実行する環境マネージャモジュール１１０は、環境制御装置１６０からの上記環境制
御リクエストを含む１以上の信号を受信し、環境制御コマンドを発生する。多くの実施態
様において、斯かる環境制御コマンドは、前記環境制御リクエストに、前記コミッショニ
ングモジュール又は該コマンドが送信されるコミッション済ユニット（例えば、ＩＰ照明
器具）により理解可能なフォーマットでエンコードされた情報を含む。更に、上記環境制
御リクエストは特定の部屋又は作業区域における所望の環境変化に関するもっと一般的な
情報を含み得るが、上記環境制御コマンドは該環境制御リクエストにエンコードされたリ
クエストされた変更の実施に関する一層特定的なものである。例えば、該環境制御コマン
ドは、一群のＩＰ照明器具により処理された場合に、これらＩＰ照明器具が特定の照明の
変化を生じさせるような固有の命令を含み得る。環境マネージャモジュール１１０は、そ
の後、リンクＬ３を介して該環境制御コマンドをゲートウェイモジュール１３０に送信す
ることができる。ゲートウェイモジュール１３０は、前記ユーザの所望の照明レベルの変
更に応答するＩＰ照明器具（又は複数の照明器具）に関連付けられた識別情報等の、該環
境制御コマンドに関連するデータを記憶することができる。ゲートウェイモジュール１３
０は、次いで、リンクＬ５を介して通信し、ＩＰ照明器具１５０及び／又はＩＰ照明器具
１４０に自身の照明を調整してユーザによりリクエストされた光レベルを生成するよう命
令する。
【００６１】
　図１Ｂは、物理的構造内の環境条件を管理するシステム１００Ｂを示す。該システムは
、環境マネージャモジュール１１０、コミッショニングモジュール１２０、ＩＲ遠隔制御
部（ＩＲリモコン）１３０、ＩＰ照明器具１４０及び１５０、並びに環境制御装置１６０
を含む。ＩＰ照明器具１４０はセンサ１４０－１、光源１４０－２及び制御モジュール１
４０－３に関連され、ＩＰ照明器具１５０はセンサ１５０－１、光源１５０－２及び制御
モジュール１５０－３に関連される。システム１００Ｂの幾つかの他の実施態様は、更な
る又は一層少ない環境マネージャモジュール、ＩＰ照明器具、コミッショニングモジュー
ル、環境制御装置及び／又はＩＲリモコンを含むことができる。システム１００Ｂの構成
要素は、図１Ｂに示されたように、リンクＬ１～Ｌ７を用いて通信的に結合される。シス
テム１００Ａ及び１００Ｂの同一の名称の構成要素は、構成及び挙動が同一であり得る。
しかしながら、環境マネージャモジュール１１０並びにＩＰ照明器具１４０及び１５０は
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、システム１００Ｂの変更された構成において異なるように動作することができる。更に
、システム１００ＢのリンクＬ１及びＬ２は、システム１００ＡのリンクＬ１及びＬ２と
同一であり；システム１００ＢのリンクＬ５、Ｌ６及びＬ７は、システム１００Ａのリン
クＬ８、Ｌ７及びＬ９と、各々、同一である。
【００６２】
　ＩＲリモコン１３０は、受信器装置にコマンドを送出するために赤外光を使用する何ら
かの装置である。ＩＲリモコン１３０は、ＩＰ照明器具１４０、又はセンサ１４０－１及
び光源１４０－２等の該照明器具の構成部品に制御コマンドを送出するためにリンクＬ８
を使用することができる。システム１００Ｂの多くの実施態様において、リンクＬ８はRC
-5プロトコルを表すことができる。
【００６３】
　幾つかの実施態様において、図１Ｂに示された構成要素は以下のように作用し合うこと
ができる。環境制御装置１６０は、ユーザの自身の近傍における環境条件を変更する要望
を示す入力を受ける。例えば、制御装置１６０はスマートフォンであり得、ユーザは、該
スマートフォン上に表示されるグラフィックユーザインターフェースを用いて、該ユーザ
が物理的に居ない部屋内のテーブル面等の作業区域における光のレベルを上昇させたいと
いう自身の要望を示すことができる。一方、上記作業区域における照明を制御するＩＰ照
明器具１４０及び１５０は、各々、光源１４０－２及び１５０－２を各々識別するコード
を含む符号化光信号を発生する。ＩＰ照明器具１４０は光源１４０－２を識別するコード
を含む符号化光信号を、リンクＬ７を介して環境制御装置１６０に送信する一方、ＩＰ照
明器具１５０は光源１５０－２を識別するコードを含む符号化光信号を、リンクＬ５を介
して環境制御装置１６０に送信する。環境制御装置１６０は、リンクＬ２を介して、環境
制御リクエストを含む１以上の信号を送信する。１以上のプロセッサ上で実行する環境マ
ネージャモジュール１１０は、環境制御装置１６０からの上記環境制御リクエストを含む
１以上の信号を受信し、環境制御コマンドを発生する。上記環境制御リクエスト及び環境
制御コマンドについての詳細は、図１Ａの前後関係で先に説明した通りである。環境マネ
ージャモジュール１１０は、その後、リンクＬ３を介して上記環境制御コマンドをＩＰ照
明器具１４０及び／又はＩＰ照明器具１５０に送信することにより、光源１４０－２及び
／又は光源１５０－２により発生される照明を調整し、これにより環境制御装置１６０の
ユーザによりリクエストされた照明レベルを達成する。同じ又は別のユーザは、ＩＰ照明
器具１４０の近くに位置する間にＩＲリモコン１３０を使用することにより、該ＩＰ照明
器具１４０にコマンドを直接送出し、これにより、光源１４０－２により発生される照明
を調整することができる。
【００６４】
　図１Ｃは、幾つかの実施態様によるＩＰ照明器具１１０Ｃ及び１２０Ｃの構成要素並び
に該構成要素を接続するインターフェースを示す。ＩＰ照明器具１１０Ｃは、構成部品制
御モジュール110C-1、DC-DC ＬＥＤドライバ110C-2、ＩＬＢセンサ110C-3及び１以上のＬ
ＥＤ110C-4を有している。同様に、ＩＰ照明器具１２０Ｃは、構成部品制御モジュール12
0C-1、DC-DC ＬＥＤドライバ120C-2、ＩＬＢセンサ120C-3及び１以上のＬＥＤ120C-4を有
している。制御モジュール110C-1及び120C-1は、図１Ａの関連で説明した任意のタイプの
制御モジュールとすることができる。幾つかの実施態様において、制御モジュール110C-1
及び／又は120C-1は、STM32ベースのＰｏＥ装置とすることができる。制御モジュール110
C-1及び120C-1は、DC-DC ＬＥＤドライバ110C-2及び120C-2に各々送信するためのデータ
を、パルス幅変調（ＰＷＭ）を用いてエンコードするように図示されている。
【００６５】
　ＬＥＤにおいては、電圧が上昇するにつれて、電流は急速に増加する傾向にある。従っ
て、電圧の小さな変動でさえも電流の大きな変動を生じさせる傾向にあり、このことはＬ
ＥＤに対する損傷の原因となる。このような電圧の変動によるＬＥＤの損傷の危険性故に
、ＬＥＤドライバが、ＬＥＤを主電源（mains power）又は電池等の電圧源に接続するた
めに使用される。ＬＥＤドライバはＬＥＤに対する入力電力を、これらＬＥＤが安全に動
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作され得るように制御する。ＬＥＤドライバ110C-2及び120C-2は、入力電力を、電圧の変
動に拘わらず電流が一定となる電流源に変換する電子回路である。制御モジュール110C-1
及び120C-1は、xCLIPインターフェースを介して他のシステムモジュールと通信すること
ができると共に、EnvisonIPインターフェースを介して互いに通信することができる。Ｉ
ＬＢセンサ110C-3及び120C-3は、RC5インターフェースを介してＩＲリモコン140C-1及び1
40C-2から、各々、制御信号を受信する。ＰｏＥスイッチ１３０Ｃは、イーサネット（登
録商標）／ＩＰインターフェースを介してデータを受信すると共に、受信されたデータ及
び電力をＰｏＥ及びイーサネット（登録商標）／ＩＰインターフェースを介してＩＰ照明
器具１１０Ｃに供給する。
【００６６】
　図１Ｄは、物理的構造内の環境条件を管理するシステム１００Ｄを示す。該システムは
、環境マネージャモジュール１１０、少なくとも１つのコミッション済ユニット１２０Ｄ
、少なくとも１つのメモリ１３０Ｄ及び少なくとも１つのセンサ１４０Ｄを有する。環境
マネージャモジュール１１０は、リンクＬ３を介してコミッション済ユニット１２０Ｄに
、及びリンクＬＫを介してメモリ１３０Ｄに通信的に接続される。コミッション済ユニッ
ト１２０ＤはリンクＬＫを介してセンサ１４０Ｄ及びメモリ１３０Ｄに通信的に接続され
る。ＬＫは、少なくとも２つのシステム構成要素の間での情報の通信を可能にする何らか
の接続又は構成部品である。例えば、ＬＫは有線又は無線通信接続、電波周波数通信接続
及び光通信接続を含む。ＬＫは、共有通信プロトコル、ソフトウェア若しくはハードウェ
アインターフェース、又は遠隔メソッド呼出若しくは手続き呼出を示すこともできる。
【００６７】
　コミッション済ユニット１２０Ｄは、システム１００Ａ又は１００Ｄ等のシステム内で
互いに関連されると共に、内部トリガ（当該コミッション済ユニット内から生じるトリガ
）及び外部トリガ（当該コミッション済ユニット外で生じるトリガ）の特定の構成に従っ
て動作する１以上の装置を有することができる。トリガは、例えば、センサデータ又は手
動若しくは中央制御を含むことができる。単一の装置が、複数のコミッション済ユニット
の一部であり得る。コミッション済ユニット１２０Ｄ等のコミッション済ユニットは、階
層的に編成されることもあり得る。例えば、コミッション済ユニットは、他のコミッショ
ン済ユニットを有し、これらのコミッション済ユニットの動作に影響を与えることもでき
る。幾つかの実施態様において、センサ１４０Ｄは当該物理的構造内の指定された区域に
おけるセンサである。センサ１４０Ｄは、例えば動き、占有度、音、１以上のガスの存在
、照明、湿度及び温度を示すデータを発生するように構成される。このような実施態様に
おいて、リンクＬＫを介してセンサ１４０Ｄに通信的に接続されると共にリンクＬ３を介
して環境マネージャモジュール１１０に通信的に接続されたコミッション済ユニット１２
０Ｄは、センサ１４０Ｄにより発生されたデータを受信するように構成される。コミッシ
ョン済ユニット１２０Ｄは、該センサデータが当該指定された区域に関連する状態変化を
表すか否かを判定するように構成することもできる。多くの実施態様において、コミッシ
ョン済ユニット１２０Ｄは、斯かる状態変化を表すセンサデータに従い、リンクＬＫを介
して少なくともメモリ１３０Ｄを更新するように構成される。
【００６８】
　図２Ａは、幾つかの実施態様による照明ネットワークの構成要素アーキテクチャ２００
Ａを示す。図示されたアーキテクチャには、３つの主たる構成要素レイヤ、即ち、各々が
点線で囲まれたコアレイヤ、分配レイヤ及びエッジレイヤが存在する。コアレイヤは、左
翼ルータ及び右翼ルータに通信的に接続された環境マネージャモジュール２１０Ａを有す
る。これらルータは、フラッシュカードのバックアップ能力を有し、各々がポート当たり
１つのＩＰサブネットに対するアクセスを有するように構成することができる。環境マネ
ージャモジュール２１０Ａは、環境条件を管理するシステムの当該照明ネットワークにお
ける種々の構成要素（例えば、左翼ルータ、右翼ルータ及び分配ルータにおけるフロアス
イッチ）に；及び該環境マネージャモジュール２１０Ａが環境を管理している構造物のＩ
Ｔネットワークに直接的に又は間接的に通信可能に接続される。多くの実施態様において
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、環境マネージャモジュール２１０Ａは、当該構造物のＩＴネットワークを介してＨＶＡ
Ｃ関連データに対するアクセスを得ることができる。
【００６９】
　分配レイヤは、当該構造物のフロア当たり、及びコアレイヤルータ当たり１つのＩＰス
イッチからなることができる（スイッチフロア１（左）、スイッチフロア１（右）、スイ
ッチフロア２（左）、スイッチフロア２（右）、…スイッチフロアＮ（左）、スイッチフ
ロアＮ（右）と図示されている）。多くの実施態様において、これらのＩＰスイッチはス
パニングツリープロトコルをサポートする。エッジレイヤは、分配レイヤスイッチ当たり
複数のリング（側部エッジレイヤを経る単一の湾曲した矢印として示されている）及びフ
ロアレベルの照明制御を提供するためのフロア当たりのゲートウェイモジュールからなる
。各リングは、デイジーチェーン接続され、リング内の対応する分配レイヤスイッチの２
つのポートに接続された複数のＰｏＥスイッチからなる。このような配置は、ＰｏＥスイ
ッチのリングが当該リング構造における何れかの点で中断された場合でも、斯かるＰｏＥ
スイッチの全てにネットワークを介して到達することができるという利点を提供する。
【００７０】
　図２Ｂは、物理的構造内の環境条件を管理するシステム及び該システムの種々の構成要
素に関連する異なるネットワーク環境の一実施態様２００Ｂのブロック図を示す。実施態
様２００Ｂは、環境マネージャモジュール、コミッショニングモジュール、並びに図１Ａ
に関連して各々説明した任意のタイプの環境マネージャモジュール、コミッショニングモ
ジュール及びゲートウェイモジュールとすることができる複数のゲートウェイモジュール
を有している。上記複数のゲートウェイモジュールは、複数のコミッション済ユニット（
例えば、照明器具及びセンサ）に通信的に結合されているように図示されている。この実
施態様において、施設利用者は環境変更のリクエストを図示された通信リンクを介して環
境マネージャモジュールに送信するためのパーソナル制御アプリケーション（アプリ）を
実行するスマートフォン等の手持ち装置を使用することができる。上記パーソナル制御ア
プリを実行するスマートフォンは、ＩＴネットワーク又は当該環境条件を管理するシステ
ムに関連する照明ネットワーク内ではなく、インターネット内で動作するように示されて
いる。更に、施設管理者はインターネットを介して同様の環境変更のリクエストを環境マ
ネージャモジュールに送信するために中央ダッシュボード等のブラウザベースのアプリケ
ーション（これも、インターネットに接続される）又は他の環境管理アプリケーションを
利用することができる。上記パーソナル制御アプリ及びブラウザベースのアプリケーショ
ンは、環境マネージャモジュールからユーザインターフェース上に表示するための情報（
例えば、当該照明ネットワーク内の照明器具により消費されるエネルギに関するデータ）
も受信することができる。図示された実施態様において、環境マネージャモジュール、コ
ミッショニングモジュール及びこれらの１以上の共有データベースは、当該物理的構造物
の専用ＩＴネットワーク内にある。しかしながら、前記複数のゲートウェイモジュール及
びコミッション済ユニットは、当該構造物の専用照明ネットワーク内にある。当該環境マ
ネージャモジュールを介して上記専用ネットワークに出入するデータは、ファイアウォー
ルを通過することが必要とされ得る。
【００７１】
　図３Ａは、環境条件を管理するシステムの独立接続構成の一実施態様３００Ａを示す。
該実施態様３００Ａは、ルータ３１０、領域コントローラ３２０、ＰｏＥ電源３３０及び
３４０、並びに２つのクラスタの照明器具３５０－１～３５０－４及び３６０－１～３６
０－４を含んでいる。該構成の実施態様３００Ａにおいて、当該ＩＰ設備はインターネッ
トに接続する必要はない。
【００７２】
　ルータ３１０は、コンピュータネットワーク内でデータパケットを転送する何らかのネ
ットワーク化装置である。該ルータは、リンクＬ１を介してＰｏＥ電源３３０及び３４０
並びに領域コントローラ３２０に接続され、該リンクは図示されたクラスタの照明器具及
びセンサからのデータ並びに照明器具から利用可能なエネルギ消費及び診断データにアク
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セスするためのxCLIPインターフェースを提供する。パワー・オーバー・イーサネット（
登録商標）、即ちＰｏＥは、イーサネット（登録商標）配線上で電力及びデータを供給す
るための何らかのシステム（規格化された又はアドホックの）を指す。ＰｏＥは、単一の
ケーブルが、無線アクセスポイント、ＩＰ電話、ＩＰ照明器具又はＩＰカメラ等の装置に
対してデータ接続及び電力の両方を提供することを可能にする。ＵＳＢ等の他の規格もデ
ータケーブルを介して装置に電力を供給することができるが、ＰｏＥは一層長いケーブル
長を許容する。ＰｏＥシステムにおいて、データ及び電力は単一のケーブル上の同一の導
体上で又は専用の導体上で伝送することができる。従って、ＰｏＥはイーサネット（登録
商標）／ＩＰ装置における電源の必要性を除去する。
【００７３】
　領域コントローラ３２０は、ハードウェアで、ハードウェア及びコンピュータコード（
例えば、ソフトウェア又はマイクロコード）の何らかの組み合わせで、又は完全に１以上
のプロセッサ上で実行するコンピュータコードで実施化することができる。領域コントロ
ーラ３２０は、定義された領域（例えば、建物のフロア）に対し種々の領域制御機能を実
行するために使用することができる。多くの実施態様において、領域コントローラ３２０
は、システムユーザが斯かる制御機能を管理するための対話式グラフィックユーザインタ
ーフェースを提供する。他の斯様な制御機能は、加えて又は代わりに、領域コントローラ
３２０が作用し合う照明器具又はＩＰ照明器具等の装置により実行することができる。幾
つかの実施態様によれば、領域コントローラ３２０は、例えば、（ａ）建物内の複数のコ
ミッション済ユニット又は区域を制御し；（ｂ）コミッショニング処理の間において装置
及び／又はコミッション済ユニットをグループ化するために使用され；（ｃ）領域占有状
態を決定すると共に、それに応じて、領域のための照明を調整し；（ｄ）一群のコミッシ
ョン済ユニットに関し、利用可能な自然光の変化に基づいて背景光レベルを調整し又は照
明レベルを調節し；（ｅ）１以上の照明器具及びセンサからのセンサ及び／又はエネルギ
消費データを収集及び分析し；（ｆ）領域内の照明レベルの変更等の環境の変更のスケジ
ューリングに参加することができる。該領域コントローラを介しては、ソフトウェアのダ
ウンロードも行われ得る。多くの実施態様において、該領域コントローラは、該コントロ
ーラが中央サーバからソフトウェアダウンロードを取り込むと共に該更新を各照明器具及
び他の装置に適切に分配するというような、中間的役割も果たすことができる。領域コン
トローラ３２０は、私有照明ネットワーク内で動作する照明器具クラスタと、ビル管理シ
ステム（ＢＭＳ）を有するネットワーク等の第三者私有ネットワークとの間のセキュリテ
ィブリッジとして機能することもできる。幾つかの実施態様において、領域コントローラ
３２０は私有ＩＰネットワーク内で動作する一方、認可されたシステムユーザの手持ち装
置上で実行される保守ツール等のソフトウェアツールは該ＩＰネットワークに一時的に接
続することにより該領域コントローラ３２０とデータを交換することができる。
【００７４】
　照明器具３５０－１～３５０－４及び３６０－１～３６０－４は、図１の前後関係で説
明した照明器具１４０又は光源１４０－２等の光源を有する照明器具等のＩＰ照明器具と
することができる。実施態様３００Ａにおける照明器具ネットワークは、ＩＰ規格に準拠
することができ、ＩＰネットワークにおいて動作することができる。これら照明器具は、
各々、リンクＬ２又はＬ３を介してＰｏＥ電源３３０に接続される。リンクＬ２は、当該
ＰｏＥ電源３３０と照明器具との間の通信のためのＰｏＥインターフェース、xCLIPイン
ターフェース又はＩＰインターフェースを提供することができる。
【００７５】
　図３Ｂは、環境条件を管理するシステムの端末間統合構成の実施態様３００Ｂを示す。
実施態様３００Ｂは、ルータ３１０、領域コントローラ３２０、ＰｏＥ電源３３０及び３
４０、２つのクラスタの照明器具３５０－１～３５０－４及び３６０－１～３６０－４、
照明コントローラダッシュボード３７０、ビルコントローラダッシュボード３８０、フロ
アコントローラ３９０、ＨＶＡＣコントローラ３９５、ＨＶＡＣアクティブ空気流コント
ローラ３９５－１並びに温度コントローラ３９５－２を含む。実施態様３００Ｂの構成要
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素の多くは、実施態様３００Ａの同一の構成要素又は同一の名称の構成要素と同様のもの
であり得る。例えば、ルータ３１０、領域コントローラ３２０、ＰｏＥ電源３３０及び３
４０並びに照明器具３５０－１～３５０－４及び３６０－１～３６０－４は、各々、図３
Ａの実施態様３００Ａに関して説明した何らかのタイプのルータ、領域コントローラ、Ｐ
ｏＥ電源及び照明器具とすることができる。
【００７６】
　照明コントローラダッシュボード３７０は、例えば、図１の環境マネージャモジュール
１１０等のシステムモジュールの一部である、又は斯かるシステムモジュールに通信的に
接続された１以上のプロセッサ上で実行するユーザインターフェースを表示するコンピュ
ータコードとすることができる。該照明コントローラダッシュボードのユーザインターフ
ェースは、環境制御装置１６０等の図１の前後関係で説明した何らかの環境制御装置上に
表示することができる。例えば、照明コントローラダッシュボード３７０は、iPhone（登
録商標）又はiPad（登録商標）等の手持ち装置上で実行するアプリケーションとすること
ができる。ダッシュボード３７０は、領域コントローラ３２０、ルータ３１０並びにＰｏ
Ｅ電源３３０及び３４０にリンクＬ１及びＬ５を介して通信的に接続され、これらリンク
はデータの交換のためのxCLIP又はＩＰインターフェースを提供することができる。照明
コントローラダッシュボード３７０は、監視目的で（例えば、エネルギ消費及びシステム
健康度を監視する）及び照明スケジュールの展開のために使用することもできる。ダッシ
ュボード３７０は、エネルギ消費、システム健康度及び占有情報を複数の領域コントロー
ラから収集又は寄せ集め、ユーザに稼働システムの完全な現在の状況を提供することがで
きる。
【００７７】
　ビルコントローラダッシュボード３８０、フロアコントローラ３９０及びＨＶＡＣコン
トローラ３９５は、ハードウェアで、ハードウェア及びコンピュータコード（例えば、ソ
フトウェア又はマイクロコード）の何らかの組み合わせで、又は完全に１以上のプロセッ
サ上で実行するコンピュータコードで実施化することができる。これらの実施態様３００
Ｂの構成要素は、建物の温度及び空気の流れの監視及び制御等の、建物のＨＶＡＣシステ
ムの管理に関係する種々の機能を実行するために使用することができる。多くの実施態様
において、ビルコントローラダッシュボード３８０は、図１の環境マネージャモジュール
１１０等のシステムモジュールの一部である、又は斯かるシステムモジュールに通信的に
接続された１以上のプロセッサ上で実行するユーザインターフェースを表示することがで
きる。該ビルコントローラダッシュボード３８０のユーザインターフェースは、環境制御
装置１６０等の図１の前後関係で説明した何らかの環境制御装置上に表示することができ
る。例えば、ビルコントローラダッシュボード３８０は、iPhone（登録商標）又はiPad（
登録商標）等の手持ち装置上で実行するアプリケーションとすることができる。建物の異
なるフロア上の環境条件に関する情報をダッシュボード３８０に供給する複数のフロアコ
ントローラが存在し得、該ダッシュボードは上記情報を自身のユーザインターフェース上
に表示することができる。
【００７８】
　実施態様３００Ｂの該構成において、照明サブシステム（例えば、照明器具のクラスタ
、ＰｏＥ電源、領域コントローラ及びルータ）は第三者のＩＰネットワーク設備に通信的
に接続することができ、該ＩＰネットワーク設備はインターネットに接続することもでき
る。これらの実施態様において、ビルコントローラダッシュボード３８０、フロアコント
ローラ３９０、ＨＶＡＣコントローラ３９５、ＨＶＡＣアクティブ空気流コントローラ３
９５－１及び温度コントローラ３９５－２は、上記第三者ＩＰネットワーク設備内で動作
する第三者ビル管理システムの一体的構成要素であり得る。上記第三者ＩＰネットワーク
は、ＨＶＡＣ情報等のビル情報を、必要なら、上記照明サブシステム及び照明コントロー
ラダッシュボード３７０と共有することができる。例えば、照明コントローラダッシュボ
ード３７０は、多数の照明器具を備えたコミッション済ユニットに近い特定の領域の温度
等のＨＶＡＣ情報を表示することができる。この温度情報は、該照明コントローラダッシ
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ュボード３７０により上記第三者ＩＰネットワーク設備との接続を介して取得することが
できる。
【００７９】
　図４Ａは、環境マネージャモジュールの一実施態様の構成要素のブロック図を、該環境
マネージャモジュールが通信的に接続された他の装置及び要素と一緒に示す。該環境マネ
ージャモジュールのアーキテクチャは、アプリケーション処理、アプリケーションデータ
管理及びプレゼンテーションが物理的及び／又は論理的に分離されたｎ層エンタープライ
ズ（企業）サーバ／クライアントアーキテクチャモデルに基づくものであり得る。
【００８０】
　該環境マネージャモジュールのフロントエンドは、屋内サービスプレゼンテーションフ
レームワーク（ＩＳＰＦ）上で実行するウェブベースのアプリケーションであり得る。図
４Ａにおいて、該環境マネージャモジュールのフロントエンドは、施設管理者を示すアイ
コンの隣に位置するモニタのアイコンにより示された装置（例えば、ラップトップ計算装
置）上に表示することができる。ＩＳＰＦは、ＨＶＡＣ及び照明管理システムに対する照
明制御、状態監視及びエネルギ管理のためのウェブベースのアプリケーションの作成を可
能にするソフトウェアフレームワークである。これは、図１のシステム１００のような、
環境条件を管理するシステムにおけるコントローラとインターフェース接続することが可
能なクラウドベースの企業全体のソフトウェア解決策である。エンドユーザ（例えば、施
設管理者）と対話する環境マネージャモジュールのウェブベースのアプリケーションは、
多くの実施態様では、アプリケーション枠組み、ポータルアプリケーション、ログインモ
ジュール及びヘルプ機能を提供する。当該環境マネージャモジュールが動作するＩＳＰＦ
フレームワークは、該環境マネージャモジュールに、更に詳細に後述するようにアプリケ
ーション枠組み及びポータルアプリケーションを提供するために必要な情報を供給する。
【００８１】
　図４Ａに示された環境マネージャモジュールのプレゼンテーションレイヤは、モデル・
ビュー・コントローラ（ＭＶＣ）設計原理に基づいている。レイヤは、ソフトウェア解決
策を構成する種々の要素に対する共通の論理構成メカニズムである。該プレゼンテーショ
ンレイヤは、主に、制御ポートレット、スケジューラポートレット、マクロポートレット
、ユーザ設定ポートレット及び通知ポートレット等の標準ポートレットからなる。ポート
レットとは、ウェブポータルで表示可能なプラグ着脱可能なソフトウェアユーザインター
フェース（ＵＩ）成分である。ポートレットは、典型的に、一群のジャバスクリプトオブ
ジェクトも有する。これらはマークアップコード（例えば、ＨＴＭＬ、ＸＨＴＭＬ、ＷＭ
Ｌ）の断片を生成し、これら断片は、次いで、ウェブポータル用の完全なＵＩに集められ
る。多くの実施態様において、ウェブポータルは複数の重なり合わないポートレットウイ
ンドウを有する。このような実施態様において、各ポートレットウインドウは特定のポー
トレットのＵＩ要素（又は複数の要素）を表示することができる。該プレゼンテーション
レイヤは、例えば、Liferay（登録商標）ポータルサーバ、ＤＯＪＯ（登録商標）、MxGra
ph（登録商標）、JqChart（登録商標）及びJavaScript（登録商標）を用いて実施化する
ことができる。
【００８２】
　多くの実施態様において、当該プレゼンテーションレイヤは、前記ＩＳＰＦは利用可能
なサービスをＲＥＳＴ及びＳＯＡＰインターフェースとして公開するので、ＲＥＳＴ／Ｓ
ＯＡＰインターフェースを用いてサービスを呼び出す。これらのサービスは、典型的に、
機能を実現するためにビジネスレイヤで定義されたビジネスオブジェクトを利用する。サ
ービスレイヤは、入力及び出力として、ＲＥＳＴ ＡＰＩをＸＭＬ及びＪＳＯＮフォーマ
ットで公開することもできる。クライアントのウェブアプリケーションは、サービスとし
て実行する環境マネージャアプリケーションと、ＸＭＬ／ＪＳＯＮを用いてＨＴＴＰ／Ｈ
ＴＴＰＳを介してＲＥＳＴ／ＳＯＡＰインターフェースを呼び出すことにより対話するこ
とができる。
【００８３】
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　ビジネスレイヤは、関連する環境条件を管理するシステムにおいて、データアクセスレ
イヤ及び通信ゲートウェイを介し、１以上のデータベースサービス及びコントローラと作
用し合うビジネスオブジェクトを管理する。多くの実施態様において、ビジネスオブジェ
クトは、公開された機能を実現するために当該サービスレイヤに関連する複数のサービス
が同じビジネスオブジェクトを呼び出すことができるように、モジュール化される。多く
の実施態様において、１つのサービスは自身の機能を実現するために複数のビジネスレイ
ヤオブジェクトを使用することができる。ビジネスレイヤは、自身の関連する環境条件を
管理するシステムにおいてコントローラと通信するためのメッセージバスを呼び出すこと
もできる。
【００８４】
　データアクセスレイヤは、ビジネスロジックと永続化（persistence）ロジックとの間
の結合の程度を減少させる態様を提供する。アプリケーションビジネスロジックは、しば
しば、データベースに持続されるドメインオブジェクトを必要とする。データアクセスレ
イヤは、アプリケーションレイヤの残部（例えば、プレゼンテーションレイヤ）に影響を
与えることなく、持続データに対して作成、読取、更新及び削除（ＣＲＵＤ）処理を実行
するためのコードのカプセル化を可能にする。このことは、永続化ロジックにおける如何
なる変更も、当該環境マネージャモジュールの如何なる他のレイヤに悪影響を与えること
もないことを意味する。従って、データアクセスレイヤは、環境マネージャモジュールの
ウェブベースアプリケーション等のアプリケーションが新たなデータベースプロバイダと
継ぎ目なく結合することを可能にする。
【００８５】
　メディエーションエンジンは、当該環境マネージャモジュール内でのデータの規則ベー
スの経路決めを提供する。幾つかの実施態様において、該メディエーションエンジンは、
経路決め及びメディエーション規則を構成するためにＡＰＩを使用するエンタープライズ
統合パターンのJava（登録商標）オブジェクトベースの構成を有することができる。例え
ば、該メディエーションエンジンの規則ベースの経路決めは、当該環境マネージャモジュ
ールにより遭遇された全ての警報イベントは永続化のためにデータベースに送られ、全て
のネットワークイベントは他のデータベースに持続される。
【００８６】
　メッセージバスは、行列機能を提供し、当該環境マネージャモジュールにより受信され
る、コントローラからの全ての通信を処理するために使用される。特に、該メッセージバ
スは、ビジネスレイヤから及び通信ゲートウェイから受信される情報の優先付けのための
行列機能を提供する。例えば、通信ゲートウェイにより（例えば、コミッション済ユニッ
トから）受信される全ての情報（例えば、リクエスト）は当該メディエーションエンジン
を用いることによりメッセージバスを介して伝送される。通信ゲートウェイからの斯様な
リクエストに対する如何なる応答も、メッセージバスを介して伝送される。多くの実施態
様において、メッセージバスは、例えば、（ａ）ビジネスレイヤから受信される通信ゲー
トウェイリクエスト、通知Ｅメール及びＳＭＳメッセージを優先付けすると共に転送し；
（ｂ）ＵＩ上に表示するために状態及び警報メッセージをプレゼンテーションレイヤにプ
ッシュし；（ｃ）非同期処理を実行し；（ｄ）同期的及び非同期的メッセージ通知を行い
；（ｅ）複数のモジュールにメッセージを直列に又は並列に発送するために使用すること
ができる。
【００８７】
　多くの実施態様において、当該メッセージバスは、コントローラ及びコミッション済装
置からフロントエンドアプリケーションにリアルタイム更新を公開するために使用される
同期マネージャ要素を有する。アプリケーション（例えば、中央ダッシュボードが当該環
境マネージャモジュールにより処理された情報を提示する）は、コントローラからのリア
ルタイム更新（例えば、警報、照明イベント、エネルギ更新等）を予約することができる
。リアルタイム更新が例えば通信ゲートウェイにより受信される場合、上記同期マネージ
ャは全ての予約者に通知することができる。
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【００８８】
　NoSQLデータベース（インメモリ（in-memory）データベース）は、最近の２４時間のト
レンドデータを記憶するために使用される。多くの実施態様において、インメモリデータ
ベースの全てのデータは、キャッシュで記憶され、持続されるべきでない。多くの実施態
様において、このデータベースは、当該環境マネージャモジュール自身と比較して別個の
処理で実行され、該データベースはＳＱＬを用いてアクセスすることができる。
【００８９】
　データベースサーバは、制御、管理及び監視データを記憶するために使用される。該デ
ータベースサーバは、当該環境マネージャモジュールに対してローカルなもの又は遠隔な
ものとすることができる。ローカルならば、該データベースサーバは製品設置の間に作成
することができる。遠隔データベースは、顧客により管理され得る新たな又は既存のデー
タベースとすることができる。該データベースサーバは、記憶する種々の情報を管理する
ために複数のスキーマにアクセスすることができる。例えば、OpenFire（登録商標）スキ
ーマはＸＭＰＰサーバ関係テーブルを含むことができる。これらのテーブルは、ユーザ、
部屋及び許可に関係する情報を含み得る。Liferay（登録商標）スキーマは、ポータル、
ポートレット、ユーザ及びＵＩ個人化データを管理するためのテーブルを含むことができ
る。警報スキーマは、スケジュール及び警報管理のためのテーブルを有することができる
。
【００９０】
　通信ゲートウェイは、当該環境マネージャモジュールが装置及びコミッション済ユニッ
トと通信するための手段を提供する。種々の実施態様において、通信ゲートウェイは、装
置及びコミッション済ユニットにアクセス可能なフィールドサービスレイヤ（ＦＳＬ）と
通信するために使用するCOM Java（登録商標）ラッパクラスを用いて装置イベントを予約
する（図４Ａには、ＦＳＬは図示されていない）。照明イベント等のイベントがコミッシ
ョン済ユニットにより登録された場合、通信ゲートウェイはＦＳＬによる該イベントを知
らされる。該通信ゲートウェイは、その後、上記イベント情報を適切に上位レイヤ（例え
ば、メッセージバス、ビジネスレイヤ、サービスレイヤ、プレゼンテーションレイヤ）に
送信する。通信ゲートウェイは当該環境マネージャモジュールの上位のレイヤと２つの方
法で通信する。即ち、（１）ビジネスレイヤ要素によってのみアクセス可能なＲＥＳＴサ
ービスを介して；及び（２）メッセージバスを用いて（例えば、全てのリクエスト及び応
答に関しＸＭＰＰプロトコルを用いて）である。これらの両メカニズムは構成可能である
。当該環境マネージャモジュールが、通信ゲートウェイが私的ネットワーク上でホストさ
れるようにクラウド上に配備された場合、メッセージバスの通信オプションが可能化され
得る。
【００９１】
　多くの実施態様において、ＦＳＬから上位のレイヤにデータを送信するために、通信ゲ
ートウェイはＦＳＬレイヤから受信されたＦＳＬオブジェクトをＩＳＰＦ共通オブジェク
トモデルに変換する。データを当該環境マネージャモジュールの上位レイヤからＦＳＬに
送信するために（これは、通信ゲートウェイがコミッション済ユニットと如何にインター
フェース接続するかである）、通信ゲートウェイはＩＳＰＦ共通オブジェクトモデルのオ
ブジェクトをＦＳＬオブジェクトに変換する。幾つかの実施態様において、通信ゲートウ
ェイはＦＳＬと通信するためにComfyJライブラリを使用する。ComfyJライブラリは、ＦＳ
Ｌ ＣＯＭオブジェクトに対してＪＮＩラッパクラスを提供する。このような実施態様に
おいて、通信ゲートウェイは別のＪＶＭ処理において実行することができ、そのために最
小で２ＧＢのヒープ空間を割り当てることができる。
【００９２】
　多くの実施態様において、通信ゲートウェイは、通信ゲートウェイＡＰＩ、ドメイン固
有のオブジェクトをＩＳＰ共通オブジェクトモデルに変換するためのコード、及びComfyJ
で発生されたラッパクラス（例えば、制御及び監視目的のためのＦＳＬのComfyJで発生さ
れたラッパクラス）を有する。通信ゲートウェイＡＰＩは、典型的に、メッセージバスに
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メッセージを送信し及びメッセージバスからメッセージを受信するために使用される。
【００９３】
　ＩＳＰＬ ＥＴＬ（抽出、変換及びロード）は、NoSQL監査スキーマからデータを抽出し
、該データをデータベースサーバのトレンドスキーマにロードするためのスターデータモ
デルに変換するために使用される。多くの実施態様において、ＥＴＬはＩＳＰＥにおける
別の実行前後関係で動作する別の処理である。また、ＥＴＬ処理は構成可能なスケジュー
ルに基づいて動作する。デフォルトのスケジュールは、１２時間毎にＥＴＬ処理を実行す
るというものであり得る。
【００９４】
　分析レイヤは、コミッション済ユニットにより生成されたデータを分析し、フロントエ
ンドアプリケーション上で表示するための文章及びグラフィックのレポートを生成する。
該分析レイヤは、発生されるレポートの外見及び特色を制御するためにレポート設計及び
公開ツールセットを利用することができると共に、データ分析のために分析ツールセット
（例えば、ペンタホ・モンドリアン）を使用することもできる。該分析レイヤは、照明ネ
ットワークログデータ等のデータが中央集積部に収集され、複数のエンドユーザアプリケ
ーションにより使用するために分析されるオンライン分析処理（ＯＬＡＰ）解決策を提供
することもできる。
【００９５】
　図４Ｂは、物理的構造内の環境条件を管理するシステムのＩＳＰＦクラウド構成実施態
様の種々の選択された構成要件のブロック図を示す。該クラウド構成は、環境総権限サー
バ４１０Ｃ及び関連するモジュール（メッセージバス４３０Ｃ、メディエーションエンジ
ン４３５Ｃ、分析エンジン４１５Ｃ、キャッシュサーバ４２０Ｃ及びデータベースサーバ
４２５Ｃ）を実行するクラウドマシン４０５Ｃを有している。これらの関連するモジュー
ルは図４Ａにおける同様の名称のモジュールと同様のものであり得る。しかしながら、図
４Ｂのクラウド構成においては、複数の環境マネージャモジュール（例えば、410-1C及び
410-2C）が別個の私的ネットワーク（例えば、405-1C及び405-2C）内に配置される。これ
ら複数の環境マネージャモジュールは、図示されたように、自身の各メッセージバスを介
してクラウドマシン４０５Ｃとデータを交換することができる。総権限サーバ４１０Ｃと
環境マネージャモジュール410-1C及び410-2Cとの間の接続は、ＴＬＳプロトコルにより安
全化することができる。
【００９６】
　図４Ｂに示された実施態様において、環境総権限サーバ４１０Ｃ、分析エンジン４１５
Ｃ、キャッシュサーバ４２０Ｃ、データベース４２５Ｃ、メッセージバス４３０Ｃ及びメ
ディエーションエンジン４３５Ｃは、全て、ハードウェア装置であるクラウドマシン上で
実行する実行環境である。分析エンジン４１５Ｃは、Pentaho Mondrian（登録商標）エン
ジンを有することができ、キャッシュサーバ４２０ＣはEhCache（登録商標）サーバとす
ることができ、データベース４２５ＣはMS.SQL（登録商標）データベースサーバとするこ
とができ、メディエーションエンジン４３５ＣはApache Camel（登録商標）エンジンとす
ることができる。ゲートウェイモジュール445-1C及び445-2Cは、図１Ａの前後関係で説明
した如何なるタイプのゲートウェイモジュールとすることもできる。総権限サーバ４１０
Ｃは、Liferay（登録商標）v6.1、JRE 1.6、Apache CXF、DOJO v1.8、MXGraph、Spring 3
、Strophe、JQChart、JasperReports、True License、InstallAnyWhere及び／又はJPivot
等の技術を利用し又は組み込むことができる。
【００９７】
　［コミッショニング］
　図１Ａに関連して最初に説明したように、コミッショニングモジュール１２０は、例え
ば物理的構造内の環境条件を管理するシステム１００Ａにより実行されるコミッショニン
グ処理に関わる。幾つかの実施態様によれば、該コミッショニング処理は図５に示された
ステップを有する。種々の他の実施態様において、当該処理におけるステップは、図示さ
れた順序で実行される必要はなく、１以上のステップは省略することができ、図示されて



(29) JP 2017-528896 A 2017.9.28

10

20

30

40

50

いない１以上のステップを図５に示した処理に追加することができる。これらステップは
、１以上の装置が位置特定されるステップ５００；コミッション済ユニットが生成される
ステップ５１０；コミッション済ユニットが装置（例えば、センサ）又は他のコミッショ
ン済ユニットに結合されるステップ５２０；コミッション済ユニットがリンクされるステ
ップ５３０；コミッション済ユニットがシステム１００Ａ等のシステム内で使用するため
に構成（設定）されるステップ５４０；及びコミッション済ユニットが必要に応じてプロ
グラムされるステップ５５０を含む。
【００９８】
　図５のステップ５００において、システム１００Ａ等のシステムに関連付けられるべき
装置が位置特定される。位置特定は、照明器具、センサ及びコントローラ等の装置のビル
等の物理的構造物内の物理的位置へのマッピングである。ビル等の物理的構造物は、一般
的に、階層構造に関連付けられる。例えば、構内は複数のビルを有し得、１つのビルは複
数のフロアを有し得、１つのフロアは複数の部屋を有し得る。ステップ５００の間におい
て、センサ等の装置はビル内の特定の角又は部屋に関連付けられることにより位置特定さ
れる。更に、構造物内の装置及び空間は、該位置特定処理の間に機能と関連付けることが
できる。例えば、部屋には、小部屋（個室）オフィス、廊下、休憩室（トイレ）、会議室
又は自由間取りオフィス等の機能を割り付けることができる。装置には、例えば、占有感
知、光感知、光生成又は制御等の機能を割り付けることができる。コミッショニング処理
の間において、ビル等の構造物のデジタル間取図を作成することもできる。幾つかの実施
態様によれば、間取図は構造物の階層構造（例えば、フロア、フロア内の機能空間、機能
空間内の装置及び装置の位置等）に関する全ての詳細を有することができる。間取図は、
制御装置とコミッション済ユニットとの間の機能的リンクについての情報を含むこともで
きる。間取図は、コミッショニングモジュール１２０に関連する１以上のプロセッサによ
り実行されるコミッショニングツールにアクセスする権限のあるユーザにより対話的に作
成することができ、その場合、該コミッショニングツールは当該構造物に関連する階層構
造の種々のレベルを視覚的に示す。例示的なデジタル間取図が図１８に示されている。間
取図は、全ての位置特定された装置及び斯かる装置の特性を視覚的に識別することもでき
る。
【００９９】
　位置特定は、照明器具又は照明器具を有するコミッション済ユニット等の装置が点滅し
て自身の位置を識別するように駆動されることにも関係し得る。位置特定は、符号化光技
術を用いて達成することもできる。一般的に、符号化光技術は、固有の識別子及び位置情
報等の当該光源に関する情報を含むような光の非可視的変調を伴う。符号化光技術を用い
て位置特定され得る装置の例は、限定無しで、領域コントローラ、ゲートウェイモジュー
ル、照明器具、ＩＬＢセンサ、ＰｏＥセンサ、ＰｏＥ手動制御ユーザインターフェース及
びＰｏＥスイッチを含む。位置特定処理の間に及び／又は後に、装置は自身の特性を、例
えば図１Ａのコミッショニングモジュール１２０に関連するコミッショニングツールに報
告することができる。照明器具は、例えば、自身のタイプを示す情報（例えばＢＢＬ、Ｃ
ＣＴ、最大出力）、利用可能なセンサ、ハードウェアのバージョン、ソフトウェアのバー
ジョン及び固有のＩＤを報告することができる。位置特定ステップ５００の結果として、
デジタル間取図は、種々の位置特定された装置を適切な位置に、これら装置の特性（例え
ば、タイプ、固有のＩＤ等）と一緒にグラフィック的に反映することができる。
【０１００】
　ステップ５１０においては、コミッション済ユニットが生成される。コミッション済ユ
ニットは、システム１００Ａ等のシステム内において互いに関連付けられると共に、内部
トリガ（当該コミッション済ユニット内から生じるトリガ）及び外部トリガ（当該コミッ
ション済ユニットの外部で生じるトリガ）の特定の構成に従って挙動する１以上の装置を
有する。トリガは、例えば、センサデータ、又は手動の若しくは中央の制御を含むことが
できる。１つの装置は、複数のコミッション済ユニットの一部であり得る。そして、コミ
ッション済ユニットは、ビル等の物理的構造物内の階層構造を定義するために使用するこ
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とができる。例えば、コミッション済ユニットは、（１）照明器具及びセンサ等の一群の
装置、（２）１以上の個別の装置、又は（３）１以上のコミッション済ユニット及び個別
の装置の組み合わせであり得る。コミッション済ユニットは、照明器具、センサ及びコン
トローラ等の１以上のグループの装置を有する領域（例えば、作業空間、部屋、廊下等）
でもあり得る。
【０１０１】
　多くの実施態様において、コミッション済ユニットには１以上のテンプレートを割り当
てることができる。テンプレートは、一組の環境条件を生成するために１以上の装置の動
作を調整するように設計された予め定められたシステム設定又は装置パラメータ構成の集
合である。大きな空間内で動作するシステム１００Ａ等の環境条件を管理するシステムは
、異なる周囲状況（例えば、多い歩行者量、低占有度等）に対面する当該空間の異なる部
分においては異なる照明及び他の環境条件を生成する必要があり得る。テンプレートは、
普通に発生する周囲状況の下での斯かる異なる空間において装置の好ましい動作を捕らえ
るための効率的なメカニズムを提供する。テンプレートは、例えば、勤務時間の間のオフ
ィスビルの廊下における最小の光レベルを指定することができる。
【０１０２】
　幾つかの実施態様において、ステップ５１０におけるユニットのコミッショニングは規
則ベースのものであり得る。規則ベースのコミッショニングにおいては、複数の装置を、
所定の規則に基づいて単一のコミッション済ユニットとしてコミッショニングすることが
できる。幾つかの斯様な実施態様において、当該規則は、コミッション済ユニットの大き
さを、該ユニットの一部として含むことができる装置の数に関して示すことができる。更
に、領域におけるシステムユーザの位置、及び該ユーザ、一時的又は永久的コミッション
済ユニットの周辺の装置の寸法及び取付位置等の他の動的パラメータを形成することもで
きる。図７は、規則ベースのコミッショニングの一実施態様を示し、ここで、中央の暗い
点はシステムユーザを示す。この実施態様において、当該ユーザを囲む第１円形領域（作
業領域７１０）内に少なくとも部分的に位置する装置は、１つのコミッション済ユニット
を形成することができ、該ユーザを囲む上記第１円形領域の外側に位置する外側円形領域
（隣接包囲領域７２０）内に主に位置する装置は他のコミッション済ユニットを形成する
ことができる。各コミッション済ユニットは別個に制御することができ、同一の装置に対
し、何の被コミッショニングユニットが関連するかに依存して、照明規則を異なって適用
することができる。
【０１０３】
　他の実施態様において、ステップ５１０におけるユニットのコミッショニングは固定の
ものとすることができる。固定のコミッショニングにおいては、例えば自由間取りオフィ
ス等の区域を専用の区域（例えば、作業区域、廊下、装飾区域等）に論理的に分割すると
共に、これら専用区域に位置特定された装置を有する１以上のコミッション済ユニットを
生成することにより、事前にコミッショニングされたユニット又はグループが形成される
。図６は、自由間取り部屋の専用区域（３つの作業区域、装飾区域及び廊下区域）への論
理分割並びに各専用区域内の照明器具の位置及び空間構造に基づいて形成された幾つかの
コミッション済ユニット（例えば、作業グループＡ、Ｂ及びＣ；装飾グループＡ；並びに
廊下グループＡ）を示す。ステップ５１０のコミッション済ユニットの形成は、以前にコ
ミッショニングされたユニットへの装置（例えば、照明器具、制御部及びセンサ等）の追
加及び新たにコミッショニングされたユニットの既存のコミッション済ユニットへのリン
クも含む。リンクは、ステップ５３０に関して後述する。
【０１０４】
　複数の装置を単一のコミッション済ユニットにグループ化することは、環境条件の効率
的な管理を可能にする。例えば、複数のＩＰ照明器具及び該照明器具に関連するセンサが
、テーブル面等の特定の作業区域を照明する責任を負う場合があり得る。当該コミッショ
ン済ユニットにおける各ＩＰ照明器具に個別にコマンドを発する又は異なるセンサの各々
に関してセンサデータを個別に監視する代わりに、システム１００Ａ等のシステムは、照
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明等の環境条件を調整するために必要とされる場合に各コミッション済ユニットに対する
１つのコマンドを送出することができ、これは、何らかの必要な処理の後に、当該コミッ
ション済ユニット内の全ての照明ユニットに供給することができる。同様に、当該コミッ
ション済ユニット内の複数のセンサからのセンサデータは、個々のセンサからのセンサデ
ータを繰り返しレポートする代わりに、環境マネージャモジュール１１０等のシステム１
００Ａのモジュールに集計でレポートすることができる。
【０１０５】
　ステップ５２０において、照明又はＨＶＡＣ装置を有するコミッション済ユニットは、
制御及びセンサ装置又は斯様な装置を有するコミッション済ユニットに結合（バインド）
される。先に説明したコミッショニングツールは、多くの実施態様において、権限のある
ユーザ（例えば、コミッショニング技術者）がコミッション済ユニットに関連付けるため
のセンサ（例えば、占有センサ、光センサ等）を選択することを可能にする。コミッショ
ン済ユニットを特定のセンサ又はセンサのタイプに結合することは、占有ベースの又は昼
光ベースの環境制御に加わるのに適したコミッション済ユニットを形成することを可能に
する。これらの制御メカニズムは、後に図８～図１７に関連して説明される。
【０１０６】
　図５に示された処理の多くの実施態様において、権限のあるユーザ（例えば、コミッシ
ョニング技術者）は複数の占有センサを同一のコミッション済ユニットに結合することが
できる。このような構成において、当該コミッション済ユニットは、占有ベースの制御下
にある場合、結合されたセンサのうちの１つだけが占有を感知した場合にも占有された挙
動を示すように指示され得る一方、結合されたセンサの全てが占有を感知しない場合にの
み占有されていない挙動を示すよう指示され得る。ユーザは複数の昼光センサを同一のコ
ミッション済ユニットに結合することもできる。このような構成において、前述したコミ
ッショニングツールは、権限を有するユーザが、斯かる複数の昼光センサから生じる複数
の光関連イベントがどの様に統合及び／又は処理されるかを構成（設定）することを可能
にすることもできる。該コミッショニングツールは、種々の実施態様において、権限のあ
るユーザが手動及びパーソナルコントローラ（固定及びモバイルの両方）をコミッション
済ユニットに結合することを可能にする。このことは、手動で制御可能なコミッション済
ユニットの形成を可能にすると共に、各コントローラ装置に対する制御範囲の割り当てを
可能にする。この結果、建物内の種々のコントローラから受信される制御リクエストの効
率的な管理、及び該建物内の環境条件の効率的な管理の全体的な向上が得られる。
【０１０７】
　ステップ５３０において、コミッション済ユニットはリンクされる。コミッション済ユ
ニットをリンクすることは、通常、メモリ内でコミッション済ユニットを関連付けること
を要する。一旦リンクされると、或るコミッション済ユニットは、該コミッション済ユニ
ットがリンクされた他のコミッション済ユニットの挙動に影響を及ぼすことができる。例
えば、第１のコミッション済ユニットが当該領域の唯一の残存占有者が離れた際に自身の
電灯をオフするか否かは、隣接する領域に照明を供給する他のリンクされたコミッション
済ユニットがオフされているか否かに依存し得る。多くの実施態様において、照明器具を
有する第１コミッション済ユニットが照明器具を有する第２コミッション済ユニットにリ
ンクされ、第１ユニットが占有を検出した場合、第２ユニットにより生成される光は、該
検出された占有に応答して予め設定された連動される光レベルに移行し得る。従って、コ
ミッション済ユニットをリンクすることは、これら空間内の種々の領域に広がる複数のコ
ミッション済ユニットの応答を１つのみの領域において変化（例えば、占有度の変化）が
検出された場合に協調させることにより、より大きな空間（例えば、大きな間仕切りのな
いオフィス空間）における環境条件を当該システムが適切に制御することを可能にする。
【０１０８】
　幾つかの状況下において、複数のコミッション済ユニットの振る舞いを協調させること
は、建物内の大きな無仕切り空間の占有者に対して快適な環境を提供するために必要とな
り得る。例えば、自由間取りオフィス空間内の小部屋オフィス内に少数の占有者しか残存
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していない場合、該オフィス空間の占有されていない領域における照明をオフすることは
エネルギ効率的であろう。同時に、当該占有された小部屋オフィスに隣接する領域及び幾
つかの共通廊下領域における照明が、該自由間取りオフィス空間の残存する占有者にとっ
ての孤立感を避けるために維持されることを保証することは有益であり得る。
【０１０９】
　ステップ５３０においては、コミッショニングツールも、権限のあるユーザがコミッシ
ョン済ユニットを１以上のＨＶＡＣグリッド又は領域にリンクすることを可能にし得る。
多くの実施態様において、単一のＨＶＡＣ領域又はグリッドは複数の照明グループを有し
得る。このような実施態様において、斯かる複数の照明グループに関連するセンサは、上
記単一のＨＶＡＣ領域又はグリッドのＨＶＡＣ領域識別子と関連付けることができる。こ
のような構成が動作状態の場合、上記複数の照明グループ内のコミッション済ユニットか
らのセンサ情報は、上記単一のＨＶＡＣ領域又はグリッドに関連するＨＶＡＣ領域コント
ローラに転送することができる。
【０１１０】
　ステップ５４０は、コミッショニングされるユニットの種々の構成（設定）可能なパラ
メータが、例えば、前記コミッショニングツールを用いて指定される構成ステップである
。このようなパラメータは、コミッション済ユニットのデフォルトの挙動を種々の条件下
で制御することができる。該構成ステップの間において、テンプレートをコミッショニン
グされるユニットに割り当て又は該ユニットから関連を解くことができ；コミッショニン
グされるユニットの起動動作を指定することができ；制御オプションを可能化又は不能化
することができ；タイミングパラメータ（例えば、フェード時間、滞留時間、保持時間、
猶予フェード時間、スマート時間）を指定することができ；占有関係パラメータ（例えば
、占有された場合の最大光レベル、占有された場合の最小光レベル等）を指定することが
でき；一般照明パラメータ（例えば、背景光レベル、作業光レベル等）を指定することが
でき；ユーザ制御パラメータ（例えば、調光ステップ、調光速度、保持時間等）を指定す
ることができ；異なる制御オプション（例えば、占有ベースの制御、昼光ベースの制御、
手動制御、パーソナル制御及び中央制御等）に関連する優先レベルを設定することができ
る。このステップの間において、システム１００Ａの例えばコミッショニングモジュール
１２０に関連付けられたコミッショニングツール、又はシステム１００Ａの例えば環境マ
ネージャモジュール１１０に関連付けられた中央ダッシュボードは、ユーザ（例えば、施
設管理者）がコミッショニングされる装置又はユニットに関する該ユーザの資格レベル外
でありそうな特定のパラメータを指定及び／又は調整することを選択的に不能にすること
ができる。このステップの間において、権限のあるユーザは、アプリケーション動作テン
プレートを何れのコミッショニングされるユニットに関連付けることもできる。アプリケ
ーション動作テンプレートは、特定のアプリケーションに適したパラメータ又は他の構成
値の集合である。
【０１１１】
　コミッショニング処理を一層効率的にするために、前記コミッショニングツール及び／
又は中央ダッシュボードは、複数のコミッショニングされるユニットの同時構成も可能に
する。例えば、ユーザは２以上のコミッショニングされるユニットに他のコミッション済
ユニットに対して以前に選択されたものと同一の構成設定を受信させることを選択するこ
とができる。ユーザは、或る装置又はコミッション済ユニットからの構成設定をコピーし
、他のものに貼り付けるためにコミッショニングツールを使用することもできる。種々の
実施態様において、コミッショニングツール又は中央ダッシュボードは、何れかの装置又
はコミッション済ユニットの構成されたパラメータを工場のデフォルト設定等の以前の設
定に戻すために使用することもできる。更に、コミッショニングツールは、センサ及び制
御部に対するリンクを削除するために使用することができる。コミッショニングツールは
、権限のあるユーザがセンサ（例えば、昼光センサ）を手動で又は自動で校正することを
可能にすることもできる。センサが校正している間、当該システムの残部とは通信するこ
とができないであろう。校正されるセンサは、一旦成功裏に校正されたなら、視覚的又は
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他のフィードバックを供給することができる。
【０１１２】
　ステップ５５０は、ユーザが１以上のコミッショニングされるユニットに、該コミッシ
ョニングされたユニットが必要ならテンプレートに従って動作することができるように、
テンプレートを作成し、割り当てることができるプログラミングステップである。例えば
、ユーザはコミッショニングツールを使用して、コミッショニングされるユニットのため
の特定の照明シーンのテンプレートを、該コミッショニングされるユニット内に含まれる
種々の照明器具のための照明パラメータを指定することにより作成することができる。こ
のような照明シーンは、その後、会議区域が非占有状態から占有状態に移行した場合に当
該コミッション済ユニットに関連する会議区域におけるデフォルトのシーンとして使用す
ることができる。幾つかの実施態様において、コミッショニングツールは、ユーザがコミ
ッション済ユニットの現在の照明設定を新たなシーンとして保存することを可能にするこ
とができる。コミッション済ユニットは、特定の占有条件、昼光条件の下等の異なる状況
の下で、及び／又は一日の特定の時間において適用するための複数の関連するシーンを有
することができる。
【０１１３】
　［遠隔再コミッショニング］
　幾つかの実施態様において、前記中央ダッシュボードは、権限のあるユーザが以前にコ
ミッショニングされたユニットを遠隔的に再コミッショニングすることを可能にすること
ができる。再コミッショニングを実行するために、中央ダッシュボードは、当該装置が収
容されている物理的構造物の表示されたデジタル間取図上で該再コミッショニングされる
べきユニットを検索及び位置特定するためのユーザインターフェース手段を提供すること
ができる。ユーザは、コミッション済ユニットをユニットのタイプ、当該構造物内の位置
、識別番号又は他の情報を用いて検索することができる。ユーザの検索規準に合致するコ
ミッション済ユニットは、その後、表示され、ユーザにより選択することができる。コミ
ッション済ユニット又は装置が、遠隔的再コミッショニングのために選択され又はそれ以
外で識別されたなら、ユーザは、該ユニット又は装置に関連付けられた種々のパラメータ
を見ると共に編集することが可能にされ得る。当該中央ダッシュボードは、ユーザが、当
該ユニット又は装置を或るコミッション済ユニットに対して関連付けを解くと共に該装置
又はユニットを別の装置又はユニットに再関連付けることも可能にし得る。
【０１１４】
　［環境条件の管理－自動的制御］
　多くの実施態様によれば、ビル等の構造物内の環境条件は占有者に最適な条件（例えば
、照明、温度、空気の流れ等）を提供すると同時にエネルギを節約するように監視及び管
理される。本項目は、環境条件の占有及び昼光に基づく制御に焦点を合わせる。以下に説
明する実施態様の多くは事前にプログラムされた論理及びシステムパラメータに依存する
が、他の実施態様は、光レベル及び温度等の条件をリアルタイムに監視し、当該空間の占
有者若しくは遠隔ユーザからフィードバック及び／又は命令を受信し、それに応じて環境
条件を調整することにより動作する。
【０１１５】
　［占有ベースの制御］
　環境条件の占有に基づく制御は、空間内の占有度の変化に反応して自動的に行われる。
しかしながら、占有ベースの制御メカニズムは、多くの実施態様では、手動、中央又はパ
ーソナル（個人的）制御メカニズムと共に適用することができる。以下の項目では、各図
の説明において参照される構成（設定）可能なパラメータに関する詳細が、図の説明自体
の前に示される。
【０１１６】
　［構成可能なパラメータ：占有時最大値及び占有時最小値］
　前記コミッショニングツールを用いて、コミッショニング技術者等の権限のあるユーザ
は、占有された空間に関連付けられたコミッション済ユニットによる出力される最大及び
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最小の光を示すパラメータを構成（設定）することができる。幾つかの実施態様において
、関連する領域が占有された場合に出力されるべき最大光を示すパラメータ（MaxWhenOcc
upied）及び該関連する領域が占有された場合に出力されるべき最小光を示すパラメータ
（MinWhenOccupied）は、各々、出力能力の０％と１００％との間のパーセント値に設定
することができる。しかしながら、パラメータ占有時最大値（MaxWhenOccupied）は、符
号化光技術を用いる幾つかの実施態様においては、９０％を超える値に設定することはで
きない。同様に、パラメータ占有時最小値（MinWhenOccupied）は、符号化光技術を用い
る幾つかの実施態様においては、２５％より低い値に設定することはできない。これらの
制限は、幾つかの実施態様において、符号化光技術の要件及び／又は照明器具の物理的制
限を考慮するために必要とされ得る。
【０１１７】
　［構成可能なパラメータ：光レベル１及び光レベル２］
　光レベル１（LightLevel1）及び光レベル２（LightLevel2）は、環境条件の占有ベース
の制御に関連する構成可能なパラメータである。多くの実施態様において、光レベル１（
LightLevel1）は低い背景レベルの照明を供給するための光レベルを示す一方、光レベル
２（LightLevel2）は一層高い作業レベルの照明を供給するための光レベルを示す。Light
Level1パラメータに対するデフォルト値は３００luxとすることができる一方、LightLeve
l2パラメータに対するデフォルト値は５００luxとすることができる。権限を有するユー
ザは、これらパラメータを設定及び／又は変更するために、前記コミッショニングツール
、中央ダッシュボード又は他の手動若しくはパーソナルコントローラを使用することがで
き得る。種々の実施態様において、これらパラメータは、MinWhenOccupied及びMaxWhenOc
cupiedに関連する値に追随することができる。
【０１１８】
　図８は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される、以前に占
有されていなかった空間における占有の検出に応答するための占有ベースの制御方法８０
０を示す。該方法は、ステップ８１０～８４０を有する。方法８００は、例えば、図１Ａ
及び図１Ｂに各々図示されたシステム１００Ａ及び１００Ｂの構成要素により実行するこ
とができる。ステップ８１０において、センサ入力が受信される。該センサ入力は、１つ
又は複数のセンサからのものであり得、該センサ（又は複数のセンサ）は動きセンサ等の
任意のタイプの占有センサとすることができる。該センサ入力は、当該センサ自体により
又は図１Ａ又は図１Ｂに図示された１以上のモジュール（例えば、環境マネージャモジュ
ール１１０、ゲートウェイモジュール１３０又はＩＰ照明器具１５０）により処理するた
めに受信することができる。ステップ８２０においては、上記センサ入力が処理され、指
定された区域が非占有状態（例えば、如何なる占有者も居ない）から占有状態（例えば、
少なくとも１人の占有者が居る）へ移行したかの判定がなされる。ステップ８３０におい
て、ステップ８２０でなされた判定に応答して、少なくとも１つの照明器具が予め設定さ
れた反応期間内に照明を供給しない状態から予め設定された背景レベルの照明（例えば、
LightLevel1）を供給する状態に移行する。幾つかの実施態様においては、占有状態の変
化を感知したセンサに一層密に関連する照明器具（例えば、当該センサを収容する又は該
センサに物理的に近い照明器具）が、先ず背景レベルの照明に移行する。上記少なくとも
１つの照明器具は、単一のコミッション済ユニット、又は指定された区域の範囲内の若し
くは該区域にそれ以外で関連する複数のコミッション済ユニットの一部とすることができ
る。
【０１１９】
　ステップ８４０において、指定された区域に関連する複数の照明器具は群状照明効果を
発生する。群状照明効果は、複数の照明器具が、各々、一層高いレベルの光に切り換わる
が、各照明器具が斯かる移行を行う時点が該移行を行う第１照明器具からの距離に従って
生じる場合に生成される。第１照明器具に一層近い照明器具が、該第１照明器具から一層
遠く離れた照明器具よりも一層早く高い光レベルへの移行を実行する。このことは、特定
の原点から空間にわたって光が“広がる”効果を生成する。幾つかの実施態様において、



(35) JP 2017-528896 A 2017.9.28

10

20

30

40

50

斯かる群状照明効果は、一旦開始すると、環境マネージャモジュール１１０又はゲートウ
ェイモジュール１３０等のシステムモジュールからの更なる調整なしで生じ得る。例えば
、ＩＰ照明器具１４０は自身の光源（例えば、光源１４０－２）を一層高いレベルの光を
生じるように切り換えさせることができるのみならず、近くに位置するが第１照明器具か
ら更に離れた他のＩＰ照明器具（例えば、ＩＰ照明器具１５０）と例えば自身の制御モジ
ュール（例えば、制御モジュール１４０－３）及びリンクＬ７を介して通信し、ＩＰ照明
器具１５０が次いで自身の光源（例えば、光源１５０－２）を切り換えて一層高いレベル
の光を生成するようにさせることもできる。他の実施態様においては、環境マネージャモ
ジュール１１０又はゲートウェイモジュール１３０等の他のシステムモジュールが、例え
ば各照明器具にオンするように又は一層高いレベルの光を生成するように選択的に命令す
ることにより、上記群状照明効果を協調させることができる。
【０１２０】
　［構成可能なパラメータ：連結光レベル］
　連結光レベル（InterlinkedLightLevel）は、環境条件の占有ベースの制御に関連する
構成可能なパラメータである。多くの実施態様において、該パラメータは、コミッション
済ユニットにより、該コミッション済ユニット自体によってではなく１以上のリンクされ
たコミッション済ユニットにより占有が検出された場合に生成される光のレベルを表す。
多くの実施態様において、InterlinkedLightLevelパラメータは、照明器具の出力の０％
～１００％の範囲であり、１％の細分度で構成（設定）することができる。如何なるコミ
ッション済ユニットに対しても前記コミッショニングツールを、該InterlinkedLightLeve
lを構成するために使用することができ、前記中央ダッシュボード又は手動若しくはパー
ソナルコントローラを、１以上のコミッション済ユニットに対して該パラメータを再設定
（reset）するために使用することができる。
【０１２１】
　図９Ａは、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される、以前に
占有されていた空間における占有の欠如の検出に応答するための占有ベースの制御方法９
００Ａを示す。該方法は、ステップ９１０Ａ～９４０Ａを有する。方法９００Ａは、例え
ば、図１Ａ及び図１Ｂに各々図示されたシステム１００Ａ又は１００Ｂの構成要素により
実行することができる。図９Ａの方法は、リンク（連結）されたコミッション済ユニット
の間で占有情報を通知するために使用することができ、該情報はエネルギ節約を達成する
ために使用することができる。
【０１２２】
　ステップ９１０Ａにおいて、センサ入力が受信される。該センサ入力は、１つ又は複数
のセンサからのものであり得、該センサ（又は複数のセンサ）は動きセンサ等の任意のタ
イプの占有センサとすることができる。該センサ入力は、当該センサ自体により又は図１
Ａ又は図１Ｂに図示された１以上のモジュール（例えば、環境マネージャモジュール１１
０又はゲートウェイモジュール１３０）により処理するために受信することができる。ス
テップ９２０Ａにおいては、上記センサ入力が処理され、指定された区域が占有状態（例
えば、少なくとも１人の占有者が居る）から非占有状態（例えば、占有者が居ない）へ移
行したかの判定がなされる。ステップ９３０Ａにおいては、少なくとも指定された区域に
おける照明器具コントローラに又は照明器具コントローラに関連するコミッション済ユニ
ットによりアクセス可能な１以上のメモリが、該指定された区域が非占有状態に移行した
ことを反映するように更新される。多くの実施態様において、該１以上のメモリは、環境
マネージャモジュール１１０及びゲートウェイモジュール１３０等の他のシステムモジュ
ールにもアクセス可能とすることができる。
【０１２３】
　ステップ９４０Ａにおいて、指定された区域に関連付けられた複数の照明器具又は照明
ユニットは、InterlinkedLightLevelで照明を供給するように移行される。当該指定され
た区域との関連付けは、上記複数の照明器具又は照明ユニットが、該指定された区域の範
囲内のコミッション済ユニットに連結された１以上のコミッション済ユニットに属するこ
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とにより生じ得る。多くの実施態様において、上記複数の照明器具又は照明ユニットは、
当該指定された区域における少なくとも１つのＩＰ照明器具又は少なくとも１つのコミッ
ション済ユニットにアクセス可能である。該複数の照明器具又は照明ユニットは、同一の
コミッション済ユニット又はコミッショニング処理の間にリンクされた異なるコミッショ
ン済ユニットの一部であり得る。幾つかの実施態様において、InterlinkedLightLevelへ
移行させるためのコマンド又は命令は、或るＩＰ照明器具（例えば、システム１００Ａの
ＩＰ照明器具１４０）から他の通信的にリンクされたＩＰ照明器具（例えば、システム１
００ＡのＩＰ照明器具１５０）に、環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモ
ジュール１３０等の１以上の中央システムモジュールからの調整無しに伝達され得る。幾
つかの他の実施態様において、環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモジュ
ール１３０は、指定された区域内のコミッション済ユニットに連結された各コミッション
済ユニットに、InterlinkedLightLevelを発生するように命令することができ、該コミッ
ション済ユニットの一部である各ＩＰ照明器具は、その後、自身の照明器具をInterlinke
dLightLevelに移行させることができる。幾つかの実施態様において、指定された区域の
範囲内の第１コミッション済ユニットにリンクされた第２コミッション済ユニットは、該
第２コミッション済ユニットが占有されている他の区域の範囲内でない場合にのみ、自身
の照明器具又は照明ユニットをInterlinkedLightLevelに切り換えることができる。
【０１２４】
　図９Ｂは、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される、以前に
占有されていなかった空間における占有の検出に応答するための占有ベースの制御方法９
００Ｂを示す。該方法は、ステップ９１０Ｂ～９４０Ｂを有する。方法９００Ｂは、例え
ば、図１Ａ及び図１Ｂに各々図示されたシステム１００Ａ又は１００Ｂの構成要素により
実行することができる。
【０１２５】
　ステップ９１０Ｂにおいて、占有センサは指定された区域が非占有状態から占有状態へ
移行したことを示すデータを生成する。ステップ９２０Ｂにおいて、第１のリンクされた
コミッション済ユニットに関連する少なくとも第１照明器具は、上記センサデータの生成
に続く所定の反応期間内に背景レベルの照明を発生する。該第１のリンクされたコミッシ
ョン済ユニットは、複数のコミッション済ユニットにリンクすることができ、本明細書で
説明する環境条件を管理するシステムの構成要素であり得る。ステップ９３０Ｂにおいて
、該第１のリンクされたコミッション済ユニットは、指定された区域の状態変化を示すデ
ータを送信する。幾つかの実施態様において、該状態変化を示すデータは、上記第１のリ
ンクされたコミッション済ユニットから、該ユニットがリンクされた他のコミッション済
ユニットへ、又は環境マネージャモジュール１１０若しくはゲートウェイモジュール１３
０等のシステムモジュールへ直接送信することができる。該第１のリンクされたコミッシ
ョン済ユニットは、他のシステムモジュール又はコミッション済ユニットによりアクセス
可能なメモリを、該状態変化を示すデータにより更新することによって上記データを送信
することもできる。ステップ９４０Ｂにおいて、上記第１のコミッション済ユニットにリ
ンクされた第２のコミッション済ユニットは上記状態変化を示すデータを受信し、第２の
照明器具又は照明ユニットに自身の照明を変化させる。幾つかの実施態様においては、第
２のコミッション済ユニット自身が、当該状態変化を示すデータを、例えば、第１のコミ
ッション済ユニットが該状態変化を示すデータにより更新したメモリ又はシステムモジュ
ールから取り出す。第２照明器具又は照明ユニットは自身の照明を、例えば、自身が発生
する光レベル又は光の輝度を増加若しくは減少させて、自身が発生する光のカラー若しく
は色温度を変更して、又は自身が発生する光の方向を変更して変化させることができる。
自身の照明の所望の変更は、第２のコミッション済ユニット自体に記憶することができ、
又は環境マネージャモジュール１１０若しくはゲートウェイモジュール１３０等の他のシ
ステムモジュールから受信することができる。
【０１２６】
　［構成可能なパラメータ：猶予フェーディング及びフェード時間］
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　猶予フェーディング（GraceFading）パラメータは、或る環境条件（例えば、光レベル
）から他のものへの移行の際に、フェード時間（FadeTime）内に行うフェード効果がコミ
ッション済ユニットにより実行されるか否かを示す。該パラメータは、フェード効果を実
行することができる何れかのコミッション済ユニットに対して可能化又は不能化すること
ができる。何れかのコミッション済ユニットに対して猶予フェーディング及びフェード時
間を設定するために前記コミッショニングツール又は中央ダッシュボードを使用すること
ができ、コミッション済ユニットに対する該パラメータを再設定するために中央ダッシュ
ボード又は他の手動若しくはパーソナルコントローラを使用することができる。
【０１２７】
　図１０は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される、以前に
占有されていた空間における占有の欠如の検出に応答するための他の占有ベースの制御方
法1000を示す。該方法は、ステップ1010～1040を有する。方法1000は、図１Ａ及び図１Ｂ
に各々図示されたシステム１００Ａ又は１００Ｂの構成要素により実行することができる
。図１０の方法は、リンクされたコミッション済ユニットの間でエネルギ節約を達成する
ことができるように占有情報を通知するために使用することができる。
【０１２８】
　ステップ1010において、センサ入力が受信される。該センサ入力は、１つ又は複数のセ
ンサからのものであり得、該センサ（又は複数のセンサ）は動きセンサ等の任意のタイプ
の占有センサとすることができる。該センサ入力は、当該センサ自体により又は図１Ａ又
は図１Ｂに図示された１以上のモジュール（例えば、環境マネージャモジュール１１０又
はゲートウェイモジュール１３０）により処理するために受信することができる。ステッ
プ1020においては、上記センサ入力が処理され、指定された区域が占有状態（例えば、少
なくとも１人の占有者が居る）から非占有状態（例えば、占有者が居ない）へ移行したか
の判定がなされる。ステップ1030においては、少なくとも指定された区域におけるＩＰ照
明器具又はコミッション済ユニットによりアクセス可能な１以上のメモリが、該指定され
た区域が非占有状態に移行したことを反映するように更新される。多くの実施態様におい
て、該１以上のメモリは、環境マネージャモジュール１１０及びゲートウェイモジュール
１３０等の他のシステムモジュールにもアクセス可能とすることができる。
【０１２９】
　ステップ1040において、指定された区域に関連する複数の照明器具又はコミッション済
ユニットは、フェード効果に従ってオフされる。斯かる複数の照明器具又はコミッション
済ユニットは、指定された区域に含まれる１以上のコミッション済ユニットにリンクされ
ることにより該指定された区域に直接的に又は間接的に含まれ得る。該複数の照明器具は
、同一のコミッション済ユニット又はコミッショニング処理の間にリンクされた異なるコ
ミッション済ユニットの一部であり得る。
【０１３０】
　フェード効果は、１以上の照明器具又は照明ユニットが、該照明器具又は照明ユニット
が実効的に照明を発生しなくなるまで、より低いレベルの光を生じるように徐々に移行さ
せることを伴い得る。幾つかの実施態様において、コミッション済ユニットは、特定のパ
ラメータ（例えば、猶予フェーディング）が該ユニットに対して可能化された場合にのみ
フェード効果に従うことができる。フェード効果に関する他の詳細（例えば、現在の光レ
ベルを供給している状態からオフ状態に関連する光レベルまで移行させるのに要する時間
量等）は、コミッション済ユニット毎に設定することができる。従って、複数の照明器具
又は照明ユニットをオフ状態に移行させるためにステップ1040に加わる各コミッション済
ユニットは、自身のバージョンのフェード効果を実行することができる。幾つかの実施態
様において、オフ状態に移行させるためのコマンド又は命令は、指定された区域の範囲内
の各コミッション済ユニットにより環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモ
ジュール１３０等の中央システムモジュールから受信することができる。斯かるコマンド
は、その後、環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモジュール１３０等のシ
ステムモジュールからの更なる調整なしで、処理されると共に各コミッション済ユニット
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の或るＩＰ照明器具（例えば、システム１００ＡのＩＰ照明器具１４０）から他の通信的
にリンクされたＩＰ照明器具（例えば、システム１００ＡのＩＰ照明器具１５０）に伝送
することができる。
【０１３１】
　［構成可能なパラメータ：保持期間］
　保持期間（HoldPeriod）は、環境条件の占有ベースの制御に関連する構成可能なパラメ
ータである。多くの実施態様において、保持期間（HoldPeriod）は、当該システムが、判
定された条件が正しい又は依然として適用可能であることを保証するために必要とされる
期間である。該パラメータは、一時的な占有度の変化が環境条件に対する頻繁な及び不必
要な調整につながることを回避する助けとなる。例えば、区域が空きになったことをセン
サが最初に示した後であって、これらセンサが、該保持期間が経過した後に依然として空
きを示す場合、このことは、監視された該区域が本当に空き状態であり、該空き状態は占
有者が該監視された区域の外側に一時的に出た結果ではないことを大きな尤度で意味する
。多くの実施態様において、該保持期間は１～３５分の範囲であり、１５分のデフォルト
値とすることができる。手動コントローラは、ユーザが該保持期間を１分の細分度で変化
させることを可能にする。何れかのコミッション済ユニットに対して該保持期間を設定す
るために前記コミッショニングツールを使用することができ、１以上のコミッション済ユ
ニットに対する該保持期間を再設定するために前記中央ダッシュボード又は他の手動若し
くはパーソナルコントローラを使用することができる。
【０１３２】
　［構成可能なパラメータ：猶予期間］
　猶予期間（GracePeriod）は、環境条件の占有ベースの制御に関連する設定可能なパラ
メータである。多くの実施態様において、該パラメータは、判定された検出された環境条
件が特定の期間の経過後も依然として存続することを当該システムが保証するために必要
とされる時間を示す。幾つかの実施態様において、猶予期間（GracePeriod）は、前記保
持期間（HoldPeriod）が経過した後に開始されて、検出された占有度の変化が一層長い期
間にわたり持続しているかを判定するためにセンサ出力が監視される追加の継続時間を提
供するための追加の期間である。多くの実施態様において、該猶予期間は０～２５秒の範
囲とすることができ、５秒のデフォルト値とすることができる。手動コントローラはユー
ザが該猶予期間を１秒の細分度で変化させることを可能にすることができる。何れかのコ
ミッション済ユニットに対して該猶予期間を設定するために前記コミッショニングツール
を使用することができ、１以上のコミッション済ユニットに対する該猶予期間を再設定す
るために前記中央ダッシュボード又は他の手動若しくはパーソナルコントローラを使用す
ることができる。
【０１３３】
　［構成可能なパラメータ：延長期間］
　延長期間（ProlongPeriod）は、環境条件の占有ベースの制御に関連する設定可能なパ
ラメータである。多くの実施態様において、該パラメータは、判定された検出された環境
条件が特定の期間の経過後も依然として存続することを当該システムが保証するために必
要とされる時間を示す。幾つかの実施態様において、延長期間（ProlongPeriod）は、第
１猶予期間（GracePeriod）が経過した後に開始されて、検出された占有度の変化が一層
長い期間にわたり持続しているかを判定するためにセンサ出力が監視される追加の継続時
間を提供するための追加の期間である。多くの実施態様において、該延長期間は、或る領
域の照明器具又は照明ユニットをオフする直前に該領域の非占有状態を確かめるための追
加の予防手段として使用される。手動コントローラは、ユーザが該延長期間を特定の細分
度で手動により変化させることを可能にすることができる。何れかのコミッション済ユニ
ットに対して該延長期間を設定するために前記コミッショニングツールを使用することが
でき、１以上のコミッション済ユニットに対する該延長期間を再設定するために前記中央
ダッシュボード又は他の手動若しくはパーソナルコントローラを使用することができる。
【０１３４】
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　図１１は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される、以前に
占有されていた空間における占有の欠如の検出に応答するための占有ベースの制御方法11
00を示す。該方法は、占有状態を確認するために保持期間、猶予期間及び延長期間の使用
を含む。該方法は、ステップ1110～1160を有する。方法1100は、図１Ａ及び図１Ｂに各々
図示されたシステム１００Ａ又は１００Ｂの構成要素により実行することができる。ステ
ップ1110においては、センサ入力が処理されて、指定された区域が占有状態（例えば、少
なくとも一人の占有者が居る）から非占有状態（占有者が居ない）へ移行したかを判定す
る。該センサ入力は、１つ又は複数のセンサからのものであり得、該センサ（又は複数の
センサ）は動きセンサ等の任意のタイプの占有センサとすることができる。該センサ入力
は、当該センサ自体により又は図１Ａ又は図１Ｂに図示された１以上のシステムモジュー
ル（例えば、環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモジュール１３０）によ
り処理することができる。上記判定の結果が否定的である（例えば、占有状態から非占有
状態への移行はない）場合、何の行動もとられない。上記判定の結果が肯定的である（例
えば、指定された区域が占有状態から非占有状態へ移行した）場合、該指定された区域に
関連するセンサ入力が監視される保持期間が開始されるが、ステップ1110における該判定
による環境条件の変更はなされない。該保持期間の終了時に、ステップ1115において、該
保持期間の全体にわたり当該指定された区域が占有されないままであったことを当該セン
サ入力が示したかの判定がなされる。ステップ1115における該判定が否定的である（例え
ば、指定された区域が保持期間内の或る時点で占有された）場合、該指定された区域の非
占有状態は確認されない。多くの実施態様において、当該保持期間における如何なる時点
の間でも、指定された区域での占有を示すセンサ入力の結果、該指定された区域の非占有
状態は確認されないこととなるであろう（即ち、これらの実施態様において、当該保持期
間の終了時におけるステップ1115の判定は必要ないであろう）。これらの状況下では、ス
テップ1110又は1115での判定による環境条件の変更はなされない。
【０１３５】
　ステップ1115における上記判定が肯定的である（例えば、指定された区域が保持期間を
通して占有されなかった）場合、当該制御はステップ1125に移る。ステップ1125において
は、当該指定された区域に関連する複数の照明器具、照明ユニット又は光源が、各々、フ
ェード効果に従って一層低い光レベルへの移行を開始する一方、該指定された区域に関連
するセンサ入力が監視される猶予期間が開始される。多くの実施態様において、上記複数
の光源は、各々、当該指定された区域における少なくとも１つのＩＰ照明器具にアクセス
可能である。これら複数の照明器具、照明ユニット又は光源は、同一のコミッション済ユ
ニット又は異なるがリンクされたコミッション済ユニットの一部とすることもできる。該
猶予期間の終了時においては、ステップ1135において、該猶予期間の全体にわたって当該
指定された区域が非占有状態に留まったことを前記センサ入力が示したかについての判定
がなされる。該判定の結果が否定的である（例えば、指定された区域が猶予期間の間に占
有状態になった）場合、当該制御はステップ1130に移り、ステップ1125において一層低い
光レベルへの移行を開始した複数の照明器具、照明ユニット又は光源は、フェード効果に
従って、以前の（一層高い）光レベルに戻る移行を開始する。多くの実施態様において、
当該猶予期間における如何なる時点の間でも、指定された区域での占有を示すセンサ入力
の結果、該指定された区域の非占有状態は確認されないこととなるであろう（即ち、これ
らの実施態様において、当該猶予期間の終了時におけるステップ1135の判定は必要ないで
あろう）。これらの状況は、指定された区域の非占有状態が確認されないことを示す。
【０１３６】
　ステップ1135における上記判定の結果が肯定的である（例えば、指定された区域が猶予
期間の間に非占有状態のままであった）場合、ステップ1140において、当該複数の照明器
具は、一層低い光レベルへの移行を、該移行が未だ完了されていない場合、完了すること
を許可される。該複数の照明器具、照明ユニット又は光源が上記一層低い光レベルへ移行
されたなら、延長期間が開始される。
【０１３７】
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　該延長期間の終了時においては、ステップ1145において、該延長期間の全体にわたって
当該指定された区域が非占有状態に留まったことを前記センサ入力が示したかについての
判定がなされる。該判定の結果が否定的である（例えば、指定された区域が延長期間の間
に占有状態になった）場合、当該制御はステップステップ1130に移り、ステップ1125にお
いて一層低い光レベルへの移行を開始した複数の照明器具、照明ユニット又は光源は、フ
ェード効果に従って、以前の（一層高い）光レベルに戻る移行を開始する。多くの実施態
様において、当該延長期間における如何なる時点の間でも、指定された区域での占有を示
すセンサ入力の結果、該指定された区域の非占有状態は確認されないこととなるであろう
（即ち、これらの実施態様において、当該延長期間の終了時におけるステップ1145の判定
は必要ないであろう）。ステップ1145における上記判定の結果が肯定的である（例えば、
指定された区域が延長期間の間に非占有状態に留まった）場合、ステップ1150において、
当該複数の照明器具、照明ユニット又は光源はフェード効果に従ってオフ状態に関連する
光レベルへの移行を開始する一方、第２猶予期間が開始される。多くの実施態様において
、当該フェード効果に関連する時間量（例えば、照明器具が、制御するフェード効果に従
って別の光レベルに移行するのに掛かる時間）は、コミッション済ユニットの照明器具、
照明ユニット又は光源がステップ1150において開始される第２猶予期間の完了前にオフ状
態に関連する光レベルに移行しないように自動的にリセットすることができる。他の例と
して、コミッション済ユニットの照明器具、照明ユニット又は光源が当該フェード効果の
完了に近いが、当該猶予期間が未だ経過していない場合、該照明器具、照明ユニット又は
光源は当該移行を、ステップ1150で開始された猶予期間が経過するまで完了することを待
つこともできる。
【０１３８】
　ステップ1150で開始された第２猶予期間の終了時においては、ステップ1155において、
該第２猶予期間の全体にわたって当該指定された区域が非占有状態に留まったことを前記
センサ入力が示したかについての判定がなされる。該判定の結果が否定的である（例えば
、指定された区域が該猶予期間の間に占有状態になった）場合、当該制御はステップ1130
に移り、ステップ1150においてオフ状態に合致する光レベルへの移行を開始した複数の照
明器具、照明ユニット又は光源は、フェード効果に従って、元の（一層高い）光レベルに
戻る移行を開始する。多くの実施態様において、当該第２猶予期間における如何なる時点
の間でも、指定された区域での占有を示すセンサ入力の結果、該指定された区域の非占有
状態は確認されないこととなるであろう（即ち、これらの実施態様において、当該第２猶
予期間の終了時におけるステップ1155の判定は必要ないであろう）。ステップ1155におけ
る上記判定の結果が肯定的である（例えば、指定された区域が第２猶予期間の間に非占有
状態に留まった）場合、ステップ1160において、当該複数の照明器具、照明ユニット又は
光源は、オフ状態に合致する光レベルへの移行を完了するように進む。
【０１３９】
　［構成可能なパラメータ：滞留期間］
　滞留期間（DwellPeriod）は、環境条件の占有ベースの制御に関連する構成可能なパラ
メータである。多くの実施態様において、該パラメータは、ユーザが空間を単に通過する
というより該空間に居ることを当該システムが保証するために要する時間を示す。当該空
間が該滞留期間にわたって占有された場合、このことは、当該領域におけるコミッション
済ユニット（又は複数のユニット）が該空間内での一層長い占有の尤度を推定することが
できると共に一層高い照明レベルを供給するように移行することができることを示す。多
くの実施態様において、該滞留期間は、０～３０秒の範囲とし、１０秒のデフォルト値と
することができる。手動コントローラは、ユーザが該滞留期間を１秒の細分度で変化させ
ることを可能にし得る。何れかのコミッション済ユニットに対して該滞留期間を構成する
ために前記コミッショニングツールを使用することができる一方、１以上のコミッション
済ユニットに対して該滞留期間を再設定するために前記中央ダッシュボード又は他の手動
若しくはパーソナルコントローラを使用することができる。
【０１４０】
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　幾つかの実施態様において、第１の占有イベントの検出に続く、該滞留期間の間の占有
イベントは無視される。このような実施態様において、占有イベントは滞留期間が経過し
た後にのみ監視される。このような実施態様において、滞留期間が経過した時点と、該滞
留期間の後に保持期間が経過した時点との間で占有が検出された場合にのみ、当該領域は
占有状態に移行する。それ以外の場合、該領域は保持期間が経過する際に非占有状態に戻
る。
【０１４１】
　［構成可能なパラメータ：スマート期間］
　スマート期間（SmartTime）は、環境条件の占有ベースの制御に関連する構成可能なパ
ラメータである。多くの実施態様において、空きの検出に続いて、保持期間の後の猶予期
間の間に動きが検出された場合、当該システムは、保持期間は不十分に短く設定された（
即ち、空き状態が最後の動き検出の後に過度に早く結論された）と推定し、該保持期間は
該スマート期間パラメータにより示される期間により一度延長される。多くの実施態様に
おいて、延長された保持期間の後に動きが検出された場合、該保持期間は更に延長される
ことはない。幾つかの実施態様において、該スマート期間は、０～１５分の範囲として、
１０分のデフォルト値とすることができる。何れかのコミッション済ユニットに対して該
スマート期間を構成するために前記コミッショニングツールを使用することができる一方
、１以上のコミッション済ユニットに対して該パラメータを再設定するために前記中央ダ
ッシュボード又は他の手動若しくはパーソナルコントローラを使用することができる。多
くの実施態様において、スマート期間は積算することはできない。
【０１４２】
　図１２は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される、以前に
占有されていなかった小部屋区域における占有の検出に応答するための占有ベースの制御
方法1200を示す。該方法は、ステップ1210～1250を有する。方法1200は、図１Ａ又は図１
Ｂに各々図示されたシステム１００Ａ又は１００Ｂの構成要素により実行することができ
る。ステップ1210においては、センサ入力が処理されて、小部屋区域が非占有状態（例え
ば、占有者が居ない）から占有状態（例えば、少なくとも1人の占有者が居る）へ移行し
たかを判定する。該センサ入力は、１つ又は複数のセンサからのものであり得、該センサ
（又は複数のセンサ）は動きセンサ等の任意のタイプの占有センサとすることができる。
該センサ入力は、当該センサ自体により又は例えば図１Ａ又は図１Ｂに図示された１以上
のシステムモジュール（例えば、環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモジ
ュール１３０）により処理することができる。上記判定が否定的である（例えば、非占有
状態から占有状態への移行はない）場合、当該制御は、センサ入力（又は複数の入力）の
後の処理が斯様な移行を示すまで、ステップ1210に留まる。上記判定が肯定的である（例
えば、センサ入力が小部屋区域の非占有状態から占有状態への移行を示す）場合、ステッ
プ1220において、ステップ1210でなされた判定に応答して少なくとも１つの照明器具（又
は照明ユニット若しくは光源）が予め設定された反応期間内に照明を供給しない状態から
予め設定された背景レベルの光（例えば、光レベル１）を供給する状態に移行する。幾つ
かの実施態様においては、占有状態の変化を感知したセンサに一層密に関連する照明器具
（例えば、当該センサを収容する又は該センサに物理的に最も近い照明器具）が、先ず背
景レベルの照明に移行する。上記少なくとも１つの照明器具は、単一のコミッション済ユ
ニット、又は当該小部屋区域の範囲内の若しくは該区域にそれ以外で関連する複数のコミ
ッション済ユニットの一部とすることができる。
【０１４３】
　ステップ1230においては、小部屋区域内からのセンサ入力が処理されて、該小部屋区域
内の作業区域が非占有状態から占有状態へ移行したかを判定する。該判定が否定的である
（例えば、作業区域の非占有状態から占有状態への移行はない）場合、当該制御は、セン
サ入力の後の処理が斯様な移行を示すまで、ステップ1230に留まる。ステップ1230におけ
る判定が肯定のものである（例えば、センサ入力が作業区域の非占有状態から占有状態へ
の移行を示す）場合、滞留期間が開始され、作業区域の占有が監視され、制御はステップ
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1240に移行する。ステップ1240は、当該作業区域における占有度を監視すること、及び当
該滞留期間の何れかの時点で作業区域が占有されなくなったことをセンサ入力が示すか判
定することを含む。当該滞留期間の何れかの時点で作業区域が占有されなくなったことが
分かった場合、該作業区域では何の環境的変更もなされず、滞留期間は終了され、制御は
ステップ1230に戻る。滞留期間全体を通して当該作業区域が全く非占有状態にならなかっ
た場合、制御はステップ1250に移行し、該作業区域内の少なくとも１つの照明器具（又は
照明ユニット若しくは光源）は予め設定された反応期間内に作業レベルの照明（例えば、
光レベル２）に移行する。
【０１４４】
　図１３は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される、廊下区
域における占有度の変化の検出に応答するための占有ベースの制御方法1300を示す。該方
法は、ステップ1310～1360を有する。方法1300は、図１Ａ又は図１Ｂに各々図示されたシ
ステム１００Ａ又は１００Ｂの構成要素により実行することができる。ステップ1310にお
いては、センサ入力が処理されて、廊下区域の占有状態に変化があるかを判定する。該セ
ンサ入力は、１つ又は複数のセンサからのものであり得、該センサ（又は複数のセンサ）
は動きセンサ等の任意のタイプの占有センサとすることができる。占有状態に変化がない
場合、制御はステップ1310に留まり、センサ入力は後の時点で再び処理され得る。ステッ
プ1310における判定が、廊下区域が非占有状態となるような該廊下区域の占有状態の変化
があることを示す場合、制御はステップ1320に移行する。ステップ1310における判定が、
廊下区域が占有状態となるような該廊下区域の占有状態の変化があることを示す場合、制
御はステップ1330に移行する。
【０１４５】
　ステップ1320においては、当該廊下区域に隣接する少なくとも１つの区域が占有されて
いるかについて判定がなされる。この判定は、当該廊下区域内の又は該廊下区域にそれ以
外で関連する１以上のコミッション済ユニットにより実行され得る。例えば、幾つかの実
施態様において、当該廊下区域内のコミッション済ユニットは、隣接する区域内のコミッ
ション済ユニットを、自身の位置情報及び他のコミッション済ユニットの位置情報を用い
て識別することができる。各隣接区域における少なくとも１つのコミッション済ユニット
が識別されたなら、該コミッション済ユニットの占有状態を、幾つかの実施態様では該コ
ミッション済ユニットに問合せ又は該コミッション済ユニットから情報を取り出すことに
より得ることができる。他の実施態様において、当該廊下区域におけるコミッション済ユ
ニットは、隣接するコミッション済ユニットの占有状態に、システム１００Ａの環境マネ
ージャモジュール１１０又はゲートウェイモジュール１３０等の他のシステムモジュール
に関連する１以上の遠隔メモリにおいてアクセスすることができる。コミッション済ユニ
ットの位置情報は、当該廊下区域におけるコミッション済ユニットの１以上のメモリ上に
ローカルに記憶する（例えば、キャッシュする）ことができるか、又は当該廊下区域にお
けるコミッション済ユニットにより遠隔的にアクセス可能な１以上のメモリ上に（例えば
、システム１００Ａの環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモジュール１３
０に関連する１以上のメモリに）遠隔的に記憶することができる。ステップ1320における
判定の結果が肯定的である（例えば、当該廊下区域に隣接する少なくとも１つの区域が占
有されている）場合、ステップ1340において、該廊下区域における照明に変更はなされな
い。ステップ1320における判定が否定的である（例えば、当該廊下区域に隣接する区域が
占有されていない）場合、ステップ1360において、当該廊下区域における照明器具（又は
照明ユニット若しくは光源）を、照明を発生しない状態に移行させるためにオフシーケン
スが開始される。
【０１４６】
　ステップ1330においては、当該廊下区域における照明レベルが所定の最小レベルにある
か否かについての判定がなされる。幾つかの実施態様において、この判定は廊下区域全体
に関して行われる一方、他の実施態様において、この判定はステップ1310において当該廊
下区域の占有状態に変化が生じたことを示したセンサ入力を発生したセンサ（又は複数の
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センサ）の近傍の領域に関してなされる。幾つかの実施態様において、この判定は、当該
廊下区域における１以上のコミッション済ユニットに関連するハードウェア、ファームウ
エア若しくはコンピュータコードにより、システム１００Ａの１以上のモジュールに関連
するハードウェア、ファームウエア若しくはコンピュータコードにより、又はこれらの何
らかの組み合わせにより実行することができる。ステップ1330における判定の結果が肯定
的である（即ち、廊下区域の照明レベルが所定の最小レベル以上である）場合、ステップ
1340において当該廊下区域における照明に対し何の変更も行われない。ステップ1330にお
ける判定の結果が否定的である（即ち、廊下区域の照明レベルが所定の最小レベルより低
い）場合、ステップ1350において、当該廊下区域における１以上のコミッション済ユニッ
トは、１以上の関連する照明器具（又は照明ユニット若しくは光源）により供給される照
明レベルを、該廊下区域内の照明レベルが所定の反応期間内に所定の最小レベルまで増加
されるように、増加させる。
【０１４７】
　図１４は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される、会議区
域における占有度の変化の検出に応答するための占有ベースの制御方法1400を示す。該方
法は、ステップ1410～1430を有する。方法1400は、図１Ａ及び図１Ｂに各々図示されたシ
ステム１００Ａ又は１００Ｂの構成要素の任意の組み合わせにより実行することができる
。ステップ1410においては、センサ入力が処理されて、会議区域の占有状態に変化がある
かを判定する。該センサ入力は、１つ又は複数のセンサからのものであり得、該センサ（
又は複数のセンサ）は動きセンサ等の任意のタイプの占有センサとすることができる。占
有状態に変化がない場合、制御はステップ1410に留まり、センサ入力は後の時点で再び処
理され得る。ステップ1410における判定が、会議区域が非占有状態となるような該会議区
域の占有状態の変化があることを示す場合、制御はステップ1420に移行する。ステップ14
10における判定が、会議区域が占有状態となるような該会議区域の占有状態の変化がある
ことを示す場合、制御はステップ1430に移行する。ステップ1420においては、当該会議区
域を、照明を生成しない状態に移行させるために、オフシーケンスが開始される。ステッ
プ1430においては、１以上のコミッション済ユニットが歓迎シーンを提供する。該歓迎シ
ーンは、例えば、１以上の作業電灯が一層高い光レベルを生成する一方、周囲光が調光さ
れることを必要とし得る。加えて、装飾的照明が当該部屋の配色を賛美するカラーを生成
することもできる。
【０１４８】
　［昼光ベースの制御］
　［構成可能なパラメータ：最大規則光レベル及び最小規則光レベル］
　前記コミッショニングツールを用いて、コミッショニング技術者等の権限のあるユーザ
は、昼光ベースの制御の下で或る領域において達成することができる最大及び最小光レベ
ルを示すパラメータを構成（設定）することができる。幾つかの実施態様において、パラ
メータ最大規則光レベル（MaxRegulationLightLevel）及び最小規則光レベルMinRegulati
onLightLevel）は、各々、占有ベースの制御パラメータ占有時最大値（MaxWhenOccupied
）及び占有時最小値（MinWhenOccupied）に等しくなるように設定することができる。
【０１４９】
　［構成可能なパラメータ：昼光収穫］
　昼光収穫（DaylightHarvesting）は、環境条件の昼光ベースの制御に関連する構成可能
なパラメータである。多くの実施態様において、１以上のコミッション済ユニットに対し
て可能化された場合、該パラメータは、これらコミッション済ユニットの範囲内の領域に
おける光レベルの昼光ベースの調整を可能にする。多くの実施態様において、昼光収穫（
DaylightHarvesting）は、可能化された場合、空間内の光レベルを特定の範囲内（例えば
、最小規則光レベル～最大規則光レベル）に維持するように働く。
【０１５０】
　［照明セットポイントの調整－校正最大値パラメータ］
　ユーザがコミッション済ユニットの照明セットポイントを手動で構成（設定）又は調整
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する場合、構成されるユニットのパラメータ（例えば、校正最大値：CaribratedMaximun
）が新たなセットポイント値に設定される。当該コミッション済ユニットは、依然として
昼光ベースの制御に基づいて調整され得るが、該コミッション済ユニットに関連する環境
条件を調整するために上記新たなセットポイント値が使用される。
【０１５１】
　図１５は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される、会議区
域における異なる環境シーンのリクエストに応答するための方法1500を示す。該方法は、
ステップ1510～1530を有する。方法1500は、図１Ａ及び図１Ｂに各々図示されたシステム
１００Ａ又は１００Ｂの構成要素の任意の組み合わせにより実行することができる。ステ
ップ1510において、会議室において異なるシーンを提供するためのリクエストが受信され
る。幾つかの実施態様において、該リクエストは、スマートフォン等のシステム１００Ａ
における環境制御装置１６０上に表示されたグラフィックユーザインターフェースからユ
ーザがシーンを選択する又はリクエストする結果として生成され得る。該リクエストは、
その後、図１Ａに示されるようにリンクＬ２を介してモジュール１１０等の環境マネージ
ャモジュールに送信され得る。幾つかの他の実施態様において、該リクエストは、１以上
のセンサが以前に占有されていなかった会議区域における占有を感知し、デフォルトの歓
迎シーンをリクエストすることにより自動的に発生され得る。
【０１５２】
　ステップ1520において、リクエストされたシーンがアクセスされる。シーンは、特定の
区域における環境条件を規定されたやり方で変換する予め定められた環境パラメータの集
合であり得る。影響を受ける環境条件は、例えば、照明条件、温度、湿度及び空気の流れ
であり得る。シーン内に規定される各環境条件は、特定の１以上のコミッション済ユニッ
トに又は特定のタイプのコミッション済ユニットに結びつけることができる。更に、シー
ンは非常に固有な環境条件（例えば、特定のカラーの光を特定の輝度で生成するためには
特定のコミッション済ユニット又はタイプのコミッション済ユニットを必要とする）を有
し得るか、又はシーンはもっと一般的に指定することができ、当該シーンを生成すること
に関わるコミッション済ユニットが特定の値を選択する幾らかの裁量を可能にする（例え
ば、会議室内の特定の領域における一連のカラー又は一連の光レベルを指定すると共に、
導入中のコミッショニングするユニットが上記規定の範囲内の値を選択することを可能に
する）。予め構成された環境シーンの集合は、例えばシステム１００Ａの環境マネージャ
モジュール１１０若しくはゲートウェイモジュール１３０、又はステップ1510において参
照された会議区域に関連する何れかのコミッション済ユニットによりアクセス可能な１以
上のメモリ上に記憶することができる。例えば、領域コントローラ３２０等の領域コント
ローラが、リクエストされたシーンにアクセスすることができる斯様なコミッション済ユ
ニットであり得る。多くの実施態様において、このようなコミッション済ユニットは、当
該会議室の種々の部分における照明条件を制御する1以上のＩＰ照明器具に通信的に結合
することができる。
【０１５３】
　幾つかの実施態様においては、ステップ1520において、当該システムの環境マネージャ
モジュール１１０又はゲートウェイモジュール１３０は１以上のメモリにアクセスして、
リクエストされたシーンに関連する詳細（例えば、空間の特定の領域において再現される
べき指定された環境条件の集合）を取り出すことができる。各々が固有の識別子に関連付
けられた予め定められた異なるシーンは、データベースに記憶することができ、ステップ
1520におけるリクエストされたシーンへのアクセスは、ステップ1520においてリクエスト
されたシーンの固有の識別子を、上述した１以上のメモリに記憶されたシーンの固有の識
別子と照合することを含み得る。
【０１５４】
　ステップ1530において、リクエストされたシーンが適用される。幾つかの実施態様にお
いて、リクエストされたシーンの各詳細は、適用のためにシステムモジュール（例えば、
システム１００Ａの環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモジュール１３０
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）から各コミッション済ユニット（例えば、システム１００ＡのＩＰ照明器具１４０及び
１５０）に送信される。例えば、或るシーンは、部屋内の全ての壁が特定の薄暗さ（調光
度）の赤色光でウォッシュされる一方、該部屋内の全ての作業電灯が特定のレベルまで調
光されることを必要とし得る。幾つかの実施態様において、これらの詳細は環境制御コマ
ンドに符号化し、環境マネージャモジュール１１０により当該部屋を制御する領域コント
ローラ（例えば、領域コントローラ３２０）に送信することができる。その後、該領域コ
ントローラは当該ウォールウォッシュのカラーを変更するためのコマンドを、当該部屋に
おける装飾的ウォールウォッシュを提供する１以上のＩＰ照明器具に送信する一方、作業
照明を変更するためのコマンドを、当該部屋において作業照明を制御する１以上のＩＰ照
明器具に送信することができる。該領域コントローラは、幾つかの実施態様においては、
環境マネージャモジュール１１０等の他のモジュールから受信されたコマンドを、これら
コマンドを適切なＩＰ照明器具（又は他のコミッション済ユニット）に通知する前に処理
し、かくして、該コマンドが特定のＩＰ照明器具（又はコミッション済ユニット）により
理解されるフォーマット又は通信プロトコルと互換性のあるものとなるようにすることが
できる。
【０１５５】
　図１６は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される、作業区
域における照明の検出された変化に応答するための昼光ベースの制御方法1600を示す。該
方法は、ステップ1610～1650を有する。方法1600の多くのステップは、例えば図１Ａ及び
図１Ｂに各々図示されたシステム１００Ａ又は１００Ｂの構成要素により実行することが
できる。ステップ1610においては、センサ入力が処理されて、作業区域の照明（例えば、
自然又は人工光）に変化があるかを判定する。該センサ入力は、１つ又は複数のセンサか
らのものであり得、該センサ（又は複数のセンサ）は昼光（日照）センサ等の任意のタイ
プの光センサとすることができる。当該１つ又は複数のセンサは、自然源（例えば、日光
）又は人工源（例えば、照明器具）からの光の減少又は増加を検出することができる。当
該センサ入力は、システム１００Ａのモジュール１１０等の環境制御モジュール、システ
ム１００Ａのモジュール１３０等のゲートウェイモジュール、又はシステム３００Ａのコ
ントローラ３２０等の領域コントローラを実行する１以上のプロセッサに通知されると共
に、斯かるプロセッサにより処理することができる。照明に変化がない場合、制御はステ
ップ1610に留まり、当該センサ（又は複数のセンサ）からの入力はステップ1610において
後の時点で再び処理され得る。ステップ1610における判定が、作業区域における照明に変
化があることを示す場合、制御はステップ1620に移行する。
【０１５６】
　ステップ1620においては、上記照明の変化が予め設定された量よりも大きいかについて
の判定がなされる。幾つかの実施態様において、この判定は、当該センサ入力を発生した
センサ（又は複数のセンサ）の近くに位置するコミッション済ユニット（例えば、領域コ
ントローラ、ＩＰ照明器具等）により、及び／又はコミッショニング処理の間に当該作業
区域に結合されたコミッション済ユニットにより実行することができる。他の実施態様に
おいて、この判定は、システム１００Ａのモジュール１１０等の環境マネージャモジュー
ル又はシステム１００Ａのモジュール１３０等のゲートウェイモジュールに関連する１以
上のプロセッサにより、もっと集中的に実行される。ステップ1620における判定の結果が
否定的なものである（例えば、照明の変化は予め設定された量よりも大きくない）場合、
当該作業区域における照明の調整はなされない。しかしながら、幾つかの実施態様におい
て、ステップ1620に従って対処されなかった照明の各変化は、集計され、ステップ1610及
び1620における判定を実行するモジュール又は複数のモジュールによりアクセス可能なメ
モリに一時的に記憶される。このような実施態様において、ステップ1620は、ステップ16
20における現在の判定を実行するために、ステップ1620において否定的判定となった該ス
テップ1620における複数の以前の判定にわたる照明の変化の累積値（running aggregate
）を用いるステップを含むことができる。
【０１５７】
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　ステップ1620における判定の結果が肯定的なものである（例えば、照明の変化が予め設
定された量よりも大きい）場合、制御はステップ1630に移行し、当該作業区域における照
明のレベルが予め設定されたレベル以上であるかについての判定がなされる。幾つかの実
施態様において、ステップ1630における該判定は、当該センサ入力を発生したセンサ（又
は複数のセンサ）の近くに位置するコミッション済ユニット（例えば、領域コントローラ
、ＩＰ照明器具等）により、及び／又はコミッショニング処理の間に当該作業区域に結合
されたコミッション済ユニットにより実行することができる。他の実施態様において、こ
の判定は、システム１００Ａのモジュール１１０等の環境制御モジュール又はシステム１
００Ａのモジュール１３０等のゲートウェイモジュールに関連する１以上のプロセッサに
より、もっと集中的に実行される。ステップ1630における判定が肯定的なものである（例
えば、当該作業区域における照明のレベルが上記の予め設定されたレベル以上である）場
合、該作業区域における少なくとも１つの照明器具（又は照明ユニット若しくは光源）か
らの照明は、ステップ1640において、予め設定された最小レベルの照明を供給するように
調整される。一方、ステップ1630における判定が否定的なものである（例えば、当該作業
区域における照明のレベルが上記の予め設定されたレベルより低い）場合、該作業区域に
おける少なくとも１つの照明器具からの照明は、予め設定された最大レベルの照明を供給
するように調整される。ステップ1640及び1650において照明を調整する場合、多くの実施
態様は、当該作業区域における少なくとも１つの照明器具がステップ1640又は1650におい
て調整される１以上のコミッション済ユニットに対してフェードのフィーチャが可能化さ
れている場合、設定されたフェード時間及び／又はフェード速度に従うフェーディングを
採用することができる。
【０１５８】
　図１７は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される、或る空
間における自然照明の検出された変化に応答するための昼光ベースの制御方法1700を示す
。該方法は、ステップ1710～1740を有する。方法1700の多くのステップは、例えば図１Ａ
及び図１Ｂに各々図示されたシステム１００Ａ又は１００Ｂの構成要素により実行するこ
とができる。ステップ1710においては、センサ入力が処理されて、指定された区域におけ
る自然照明の変化があるかを判定する。該センサ入力は、１つ又は複数のセンサからのも
のであり得、該センサ（又は複数のセンサ）は昼光センサ等の任意のタイプの光センサと
することができる。当該センサ入力は、システム１００Ａのモジュール１１０等の環境マ
ネージャモジュール、システム１００Ａのモジュール１３０等のゲートウェイモジュール
、又はシステム３００Ａのコントローラ３２０等の領域コントローラを実行する１以上の
プロセッサに通知されると共に、斯かるプロセッサにより処理することができる。自然照
明に変化がない場合、制御はステップ1710に留まり、当該センサ（又は複数のセンサ）か
らの入力はステップ1710において後の時点で再び処理され得る。ステップ1710における判
定が、指定された区域における自然照明に変化があることを示す場合、制御はステップ17
20に移行する。
【０１５９】
　ステップ1720においては、当該自然照明の変化が増加又は減少傾向の一部であるかにつ
いての判定がなされる。増加する傾向は、自然照明の複数の連続した増加がステップ1710
において当該区域に関して検出された後に識別することができる。同様に、減少する傾向
は、自然照明の複数の連続した減少がステップ1710において当該区域に関して検出された
後に識別することができる。自然照明の一連の変化を傾向として認定するために要する連
続した増加又は減少の数は、多くの実施態様において設定可能なパラメータとすることが
でき、該パラメータは例えばシステム１００Ａの環境マネージャモジュール１１０の中央
ダッシュボードを用いて設定及び／又は再設定（reset）することができる。
【０１６０】
　多くの実施態様において、ステップ1720における該判定は、当該センサ入力を発生した
センサ（又は複数のセンサ）の近くに位置するコミッション済ユニット（例えば、領域コ
ントローラ、ＩＰ照明器具等）により、及び／又はコミッショニング処理の間に当該区域
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に結合されたコミッション済ユニットにより実行することができる。他の実施態様におい
て、この判定は、システム１００Ａのモジュール１１０等の環境マネージャモジュール又
はシステム１００Ａのモジュール１３０等のゲートウェイモジュールに関連する１以上の
プロセッサにより、もっと集中的に実行される。何の傾向も識別されない場合、制御はス
テップ1710に戻り、当該センサ（又は複数のセンサ）からの入力を続いて再び処理するこ
とができる。増加傾向が見付かった場合、当該指定された区域における少なくとも１つの
照明器具（又は照明ユニット若しくは光源）からの照明は、第１期間内に一層低いレベル
の照明を供給するように調整される（ステップ1740）。一方、減少傾向が見付かった場合
、当該指定された区域における少なくとも１つの照明器具（又は照明ユニット若しくは光
源）からの照明は、ステップ1730において、ステップ1740の第１期間より短い第２期間内
に該照明器具により現在供給されているものより一層高いレベルの照明を供給するように
調整される。ステップ1730及び1740において照明を調整する場合、多くの実施態様は、ス
テップ1730又は1740において参照された少なくとも１つの照明器具に関連する１以上のコ
ミッション済ユニットに対してフェードのフィーチャが可能化されている場合、設定され
たフェード時間及び／又はフェード速度に従うフェーディングを採用することができる。
【０１６１】
　［環境条件の管理－ユーザ起動制御］
　占有ベース及び昼光ベースの制御について先の項目で説明した実施態様の多くは、占有
及び照明条件の変化を監視すると共に該変化に関するパターンを識別するための方法に焦
点を合わせたが、本項目はユーザにとり環境条件を変化させるために利用可能な制御に焦
点を合わせる。多くの実施態様において、ユーザは、先の項目において占有及び／又は昼
光ベースの照明管理について説明した自動的動作に優先する（斯かる自動動作をオーバー
ライドする）ことができる。
【０１６２】
　［制御の可能化、不能化及び優先付け］
　如何なる所与の区域においても、全ての利用可能な制御タイプ（例えば、自動的に起動
される及びユーザにより起動される）は可能化又は不能化することができる。コミッショ
ン済ユニットは、１以上の制御タイプが可能化又は不能化されるように構成（設定）する
ことができる。更に、各区域及び／又はコミッション済ユニットに対して、各タイプの制
御に優先度を関連付けることができる。或る領域において又は或るコミッション済ユニッ
トに対して或る制御タイプが可能化された場合、該可能化されたタイプの制御（例えば、
手動の個人的（パーソナル）制御、中央制御、占有ベースの制御）を、該可能化された領
域に対して又はコミッション済ユニットに対して制御リクエストを送出するために使用す
ることができる。同一の領域において又は同一のコミッション済ユニットに対して、異な
る制御タイプを可能化し、動作可能にすることができる。全ての受信された制御入力が与
えられたとして如何なる競合又は曖昧さも解決するために、及び如何なる空間の如何なる
所与の時点における環境条件も決定するために優先度が用いられる。
【０１６３】
　［モバイルコントローラ］
　多くの実施態様において、モバイルコントローラ（例えば、スマートフォン、タブレッ
トコンピュータ及び手持ち計算装置等）は、ユーザにより環境条件の変更をリクエストす
るために使用することができる。モバイルコントローラは、環境管理システムに接続する
場合にユーザに対して視覚的、聴覚的及び／又は触覚的フィードバックを、及び／又はユ
ーザが環境条件の変更をリクエストした時点から或る期間（例えば、０.３秒）内に該ユ
ーザに対して視覚的、聴覚的及び／又は触覚的フィードバックを供給するよう構成するこ
とができる。モバイルコントローラは、コミッション済ユニットの物理的構造内の位置に
基づく個人的（パーソナル）、手動及び中央制御のために使用することができる。例えば
、スマートフォンは、自由間取りオフィス空間等の自由間取り区域において動作される場
合に、該スマートフォンのユーザの個人的区域又は作業区域のみにおける環境条件の制御
を可能にするパーソナルコントローラとして動作することができる。しかしながら、該ス
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マートフォンが会議室等の会議区域で動作される場合、該スマートフォンはユーザが当該
会議区域全体における環境条件を制御することを可能にする手動コントローラとして動作
することができる。
【０１６４】
　［電源投入動作］
　図１９は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される、コミッ
ション済又は未コミッション済ユニットの電源投入動作を決定する方法1900を示す。該方
法は、例えば、一群の照明器具、図１ＡのＩＰ照明器具１５０等のＩＰ照明器具、センサ
若しくはセンサのグループ、カメラ若しくはカメラのグループ、又は何らかの制御可能な
装置により実行することができる。該方法は、電源投入動作が決定されるべき１以上の装
置から遠くに配置された１以上のプロセッサ上で実行するコンピュータコードにより実行
することもできる。
【０１６５】
　方法1900は、ステップ1910～1970を有する。ステップ1910は、当該装置又はユニットが
コミッション済であるか否かを判定するステップを含む。コミッショニングの処理は、例
えば、図５に関連して前述した。幾つかの実施態様において、コミッショニング処理の間
に、当該装置又はユニットのコミッショニング状態を反映するために１以上のメモリは更
新されている。従って、当該装置又はユニットがコミッション済であるか否かの判定は、
斯かる１以上のメモリにアクセスするステップを含み得る。幾つかの実施態様においては
、装置又はユニット自体が、自身のコミッショニング状態に関する情報を記憶することが
できる。このような実施態様において、装置又はユニットがコミッション済であるか否か
の判定は、当該装置自体又は該装置の外部で実行するコンピュータコードが、該装置のコ
ミッショニング状態を反映する該装置に記憶されたコミッショニング状態又は情報にアク
セスするステップを含み得る。
【０１６６】
　当該装置がコミッション済であると判定された場合、制御はステップ1920に移行する。
そうでない場合、制御はステップ1930に移行する。両ステップは、当該装置又はユニット
がネットワーク接続性を有するか否かを判定するステップを含む。幾つかの実施態様にお
いて、このステップは、装置又はユニットが、接続性が存在するかを判定するテストを実
行することにより実行することができる。他の実施態様において、このステップは、例え
ば、システム１００Ａの環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモジュール１
３０等のシステムモジュールに関連するコンピュータコードが必要なテスト（又は複数の
テスト）を実行することにより実行することができる。
【０１６７】
　ステップ1920において当該コミッション済ユニットがネットワーク接続性を有すると判
定された場合、制御はステップ1940に移る。ステップ1940は、当該コミッション済ユニッ
トに対するシステム電源投入構成パラメータを取り出して適用するステップを含む。これ
らパラメータは、ステップ1940を実行する装置若しくはシステムモジュールによりアクセ
ス可能なサーバ若しくは他の装置上に集中的に記憶することができるか、又は当該コミッ
ション済ユニット自体に記憶することができる。電源投入構成パラメータが複数の場所に
記憶される場合、ステップ1940は何の組のパラメータが優先するかを判断するステップを
含むこともできる。幾つかの実施態様において、当該コミッション済ユニットが照明器具
である場合、電源投入時におけるデフォルト動作を発生することができる。例えば、０.
３秒内に、当該照明器具（又は照明ユニット若しくは光源）は、該照明器具が電源遮断の
少し前に生成するように構成された光レベルに等しい光レベルを生成することができる。
【０１６８】
　ステップ1920において当該コミッション済ユニットがネットワーク接続性を有さないと
判定された場合、制御はステップ1950に移る。ステップ1950において、当該コミッション
済ユニットに対しローカルに利用可能なシステム電源投入構成パラメータが適用される。
例えば、当該コミッション済ユニットには、該コミッション済ユニットによりネットワー
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ク接続性を要せずにアクセス可能な一群の記憶された電源投入構成情報が存在し得る。
【０１６９】
　ステップ1930において当該未コミッション済ユニットがネットワーク接続性を有すると
判定された場合、制御はステップ1960に移る。ステップ1960において、優先する電源投入
構成情報がネットワークを介して利用可能でない場合、デフォルトの電源投入構成パラメ
ータが適用される。デフォルトの電源投入構成パラメータは、当該未コミッション済ユニ
ットの外部のネットワーク上に、又は該ユニット自体上に存在し得る。例えば、当該未コ
ミッション済ユニットが照明器具（又は照明ユニット若しくは光源）である場合、デフォ
ルトの電源投入構成は該照明器具の能力の１００％での光レベルが電源投入の０.３秒内
に生成されることを必要とし得る。
【０１７０】
　ステップ1930において当該未コミッション済ユニットがネットワーク接続性を有さない
と判定された場合、制御はステップ1970に移る。ステップ1970において、当該未コミッシ
ョン済ユニット上にローカルに記憶された、又はそれ以外で該未コミッション済ユニット
によりネットワーク接続性を要せずに利用可能なデフォルトの電源投入構成パラメータを
、該未コミッション済ユニットに適用することができる。
【０１７１】
　設置され給電されるがＩＰネットワークには接続されない未コミッション済照明器具を
含む幾つかの実施態様によれば、以下の動作を実現することができる。各照明器具（又は
、照明ユニット若しくは光源）は、電源投入の時点から０.３秒内に自身の能力の１００
％で光を発生するようになることができ、斯様な各照明器具は、それ以外で命令する制御
装置からの如何なる制御コマンドも無視することができる。幾つかの実施態様において、
未コミッション済ユニットが設置され、給電され、且つ、ＩＰネットワークの通信／制御
ラインに接続された場合、当該ＩＰサブネットワークの全ての照明器具は該サブシステム
の給電の時点から０.３秒内に斯かる照明装置の能力の１００％で光を発生するようにな
ることができる。これらの照明器具は、センサ情報（例えば、占有及び昼光センサ情報）
は無視し得るが、手動制御（例えば、領域ＩＲコントローラからの）及び中央制御コマン
ド（例えば、図１Ａの環境マネージャモジュール１１０、通信モジュール１２０又はゲー
トウェイモジュール１３０からの）には反応することができる。
【０１７２】
　コミッション済照明器具（又は照明ユニット若しくは光源）を含む幾つかの実施態様に
よれば、電源投入時に以下の動作を発生させることができる。機能性を示すために、斯様
なユニットは、当該システムが電源投入された後に、幾らかの期間（例えば、２秒）内に
設定された最大光レベルを生成するようになることができる。このような実施態様におい
て、電源投入に続いて当該コミッション済照明器具の領域において存在が検出されない場
合、該コミッション済照明器具は、存在が検出されなかったとの判定に続く更なる期間（
例えば、１秒）内にオフされるであろう。コミッション済照明器具を伴う幾つかの他の実
施態様において、斯様な照明器具は、電源投入後に該照明器具の領域における占有が何ら
かの設定された期間の間に検出されるまで、如何なる光も発生することはできない。
【０１７３】
　［反応時間］
　照明条件の変更等の環境の変更をリクエストする場合、異なる反応時間がユーザの期待
に関係するものとなる。コミッション済ユニット又はユーザ自身（例えば、ユーザがフェ
ード効果を好むか否かを示すユーザ嗜好パラメータ）に関連するフェードパラメータが不
能化されている場合、リクエストされた環境条件の変更（例えば、光レベルの調整）は即
時的でなければならない。フェードが可能化されている場合、リクエストされた環境条件
の変更は、該変更リクエストの時点から或る期間（例えば、０.３秒）内に開始し得る。
【０１７４】
　反応時間に関係する他の設定は、フェード時間、又は第１環境条件（例えば、現在の光
レベル）が第２環境条件（例えば、新たなリクエストされた光レベル）にフェードする期
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間である。多くの実施態様において、フェード時間は０.５秒と９０秒との間に設定され
る値である。ユーザがフェード時間を制御することを可能にする手動コントローラは、ユ
ーザがフェード時間を特定の細分度で増加又は減少させることを可能にすることができる
（例えば、１秒の細分度で許されるフェード時間の増加又は減少）。フェード及びフェー
ド時間のフィーチャは、環境条件の滑らかで、余り障りのない、従って余り目立たなく、
気を逸らすことのない変更を生じさせるように設計された快適さのフィーチャである。
【０１７５】
　［制御の優先設定（オーバーライド）］
　図２０は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される、制御リ
クエストを処理する方法2000を示す。方法2000はステップ2010～2050を有する。本方法を
実行する際に、１以上のステップを省略することができ、図示されていない他のステップ
を追加することもできる。幾つかの実施態様において、該方法は、コミッション済ユニッ
ト自体により、コミッション済ユニットに通信的に接続された１以上のプロセッサ上で（
例えば、システム１００Ａの環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモジュー
ル１３０に関連するプロセッサにおいて）実行するコンピュータコードにより、又はこれ
らの何れかの組み合わせにより実行することができる。ステップ2010において、制御リク
エストが受信される。該制御リクエストは、環境条件（例えば、光レベル、温度又は湿度
）を変更するリクエストであり得、種々の状況により生じ得る。例えば、ユーザは変更を
、システム１００Ａの装置１６０等の環境制御装置、壁掛けユーザインターフェース装置
又は例えばシステム１００Ａの環境マネージャモジュール１１０若しくはゲートウェイモ
ジュール１３０により提供されるユーザインターフェース（例えば、中央ダッシュボード
）を用いてリクエストすることができる。制御リクエストは、或る領域における占有度又
は昼光の変化の結果としても発生され得る。解説目的だけのために、ユーザが部屋内の壁
掛け手動コントローラを用いて一層高いレベルの照明をリクエストし、該手動コントロー
ラが該部屋内の特定のコミッション済ユニットにリンクされていると仮定しよう。
【０１７６】
　ステップ2020は、該リクエストされた制御オプションが可能化されているかを判定する
ステップを含む。多くの実施態様において、全ての利用可能な制御オプション（例えば、
占有ベースの制御、昼光ベースの制御、手動制御、個人的（パーソナル）制御及び中央制
御等）は、コミッション済ユニット毎に不能化し、可能化し及び／又は優先付けすること
ができる。解説目的で用いられている該例において、ステップ2020は、手動制御が、照明
条件の変更をリクエストするために使用されている当該手動コントローラにリンクされた
コミッション済ユニットに対して可能化されているかを判定するステップを含む。
【０１７７】
　ステップ2020が否定的な判定となる（即ち、当該制御オプションは関連するコミッショ
ン済ユニットに対して可能化されていない）場合、制御はステップ2030に移行し、受信さ
れた制御リクエストは無視される。ステップ2020が肯定的な判定となる（即ち、当該制御
オプションは関連するコミッション済ユニットに対して可能化されている）場合、制御は
ステップ2040に移行する。
【０１７８】
　ステップ2040は、受信された制御リクエストより優先すべき一層高い優先度の競合する
制御リクエストが存在するか否かを判定するステップを含む。ステップ2040が否定的な判
定となる（即ち、より高い優先度の競合する制御リクエストは見付からない）場合、制御
はステップ2050に移り、当該リクエストされた制御が実行される。それ以外で、ステップ
2040が肯定的な判定となる（即ち、より高い優先度の競合する制御リクエストが見付かっ
た）場合、制御はステップ2030に移り、当該リクエストされた制御は無視される。例えば
、当該コミッション済ユニットを囲む空間の昼光ベースの監視から生じた自動リクエスト
は、該コミッション済ユニットに関連する照明器具（又は照明ユニット若しくは光源）を
、ユーザによる手動壁掛けコントローラの使用から生じた該ユーザのリクエストにより要
求されるものより低い光レベルを供給するように調整するリクエストを示し得る。このよ
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うな場合、当該コミッション済ユニットが手動制御に対し昼光ベースの制御と比較して高
い優先度を有する場合、該コミッション済ユニットに関連する照明器具は、供給する照明
を、手動でリクエストされた照明レベルを生じるように調整する。
【０１７９】
　［手動制御］
　手動制御とは、ユーザが環境条件を手動で変化させるために利用可能な手段を指す。図
５に示したコミッショニング処理の間において、ユニットは手動で制御されるようにコミ
ッショニングされ（託され）得る。該コミッショニング及び構成（設定）は、手動制御の
ためのユーザインターフェースをコミッション済ユニットにリンクするステップ、及びユ
ーザインターフェースの要素（例えば、ボタン、スライディングバー等）をプリセット値
（例えば、シーン、光レベル等）にリンクするステップを含み得る。コミッショニング処
理の間において、コミッショニングされているユニットに対して手動制御を可能化若しく
は不能化することができ、及び／又は手動制御に他のタイプの制御と比較して優先レベル
を割り当てることができる。手動制御が可能化されたコミッション済ユニットは、他の形
態の制御（例えば、昼光ベースの及び占有ベースの制御等）を可能化させることもできる
。
【０１８０】
　手動制御は、ユーザがコミッション済ユニットを手動でオン又はオフすることを可能に
する。例えば、エンドユーザは部屋等の屋内空間に入り、壁掛けディスプレイ若しくはス
イッチ又は手持ち装置上のユーザインターフェースを用いて、該部屋内の１以上のコミッ
ション済ユニットに関連する照明器具をオンすることができる。このような手動リクエス
トの結果、該照明器具は予め設定されたレベルの光を発生することになる（例えば、スイ
ッチオンレベルの光となる）。或る空間内の照明のレベル等の行き渡っている環境条件が
、ユーザが望むものでない場合、該ユーザは手動制御部を用いて、該空間内の照明は増加
調光又は減少調光されるべきことを示すことにより手動で調整することができる。このよ
うな手動リクエストの結果、当該空間内の照明器具は自身の光出力を予め設定されたパー
センテージで調整することとなり得る。多くの実施態様は、固定式手動コントローラが、
制御を行う空間内の見える位置に配置されることを必要とし得ると共に、該手動コントロ
ーラが、手動の変更をリクエストするユーザが該コントローラを用いてリクエストされた
変更を身体的に知覚する（例えば、見る、感じる又は聞く等）ことができない空間内の環
境条件を制御することができてはならないことを必要とし得る。
【０１８１】
　幾つかの実施態様において、モバイルコントローラ（例えば、スマートフォン）からリ
クエストされる手動変更は、固定型コントローラ（例えば、壁掛けコントローラ）からリ
クエストされる手動変更と比較して、一層長い期間内に起動されることを要する（例えば
、iPhone（登録商標）からリクエストされる会議室内のシーン変更は、該リクエストの３
秒以内に起動されることを要する）。例えば、壁掛け制御装置からリクエストされる会議
室内のシーン変更は、当該リクエストに対する瞬時の応答の感覚を生じさせるために、該
リクエストの０.３秒以内に起動されることを必要とし得る。この差は、システム１００
Ａ又は１００Ｂ等のシステムにおいて、手動壁掛けコントローラを用いて空間内で開始さ
れる環境変更は瞬時的であるべきとのユーザの期待を満足させるために定められる。
【０１８２】
　多くの実施態様において、コミッション済ユニットは手動でリクエストすることができ
る複数のプリセット値を記憶することができる。他の実施態様において、これらのプリセ
ット値は、付加的に又は代替的に、１以上の遠方に配置されたメモリに記憶することもで
きる。例えば、１つのプリセット値は、複数のコミッション済ユニットに、各々、プリセ
ット値レベルの光を生じさせる照明シーンであり得る。このようなプリセット値の結果、
当該部屋の種々の部分における薄暗い光及び他の部分における明るい光等の、空間内の照
明“効果”が生じ得る。幾つかの実施態様において、プリセット値の光レベルは、絶対光
レベル若しくは相対光レベル（例えば、スイッチオン時の光レベルより５％暗い）を指定
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することにより、又は利用可能な自然光の量等の変化するパラメータを考慮に入れたアル
ゴリズムにより設定することができる。
【０１８３】
　［デフォルトへの戻り］
　種々の実施態様において、ユーザは、手動で選択された環境条件を取り消し、当該条件
を前の又はデフォルトの設定に戻させることができる。例えば、ユーザは手動コントロー
ラを用いて、前にリクエストされた光レベル又は照明シーンを選択解除又は取り消すこと
ができる。このフィーチャは、ユーザが、個人的照明又は他の環境条件を何時でも“オフ
する”ことを可能にする。この場合、リクエストされた光レベル又はシーンを提供するこ
とに関わった１以上のコミッション済ユニットは、前の構成又はデフォルト状態に戻るこ
とができる。
【０１８４】
　［構成パラメータ－手動維持時間］
　多くの実施態様において、手動維持時間（ManualRetentionTime）パラメータの設定は
、当該条件を前に適用していたコミッション済ユニットが該手動でリクエストされた条件
に従うことを停止した後でさえも、環境条件を該手動でリクエストされた条件に従うよう
にリセットすることを可能にする。このパラメータの必要性は、種々の状況で生じ得る。
例えば、幾つかの状況において、ユーザは、照明条件が自然光の存在に基づいて自動的に
調整されていた非占有状態の部屋に入ることがあり得る。該ユーザは、その後、手動コン
トローラを用いて当該空間内のコミッション済ユニットが、存在する自然光の量に無関係
に、該空間内で特定のレベルの光を発生するようリクエストすることができ、これにより
、実効的に当該空間の自動的な昼光ベースの制御を置き換える（オーバーライドする）。
このような状況下では、ユーザが当該部屋を離れた場合、該部屋の自動的昼光ベース制御
が回復し得るか、又は該部屋内の照明が適切な量の時間が経過した後にオフ状態に移行し
得る。手動維持時間が適用されている実施態様では、該部屋内のコミッション済ユニット
は、ユーザが該手動維持時間の期間内に同じ空間に再度入ったことが検出された場合、該
ユーザにより手動でリクエストされた光レベルを供給する状態に戻り得る。多くの実施態
様において、該手動維持時間は、当該コミッション済ユニットがユーザの手動でリクエス
トした条件とは異なる環境条件を提供するように移行した時点の直後から経過し始める。
多くの実施態様において、該手動維持時間は自動的に１５分に設定することができる。
【０１８５】
　［構成パラメータ－調光ステップ］
　調光ステップは、ユーザベースの照明制御に関連する構成可能なパラメータである。各
コミッション済ユニットは関連する調光ステップパラメータを有することができ、手動及
びパーソナルコントローラも関連する調光ステップパラメータを有することができる。多
くの実施態様において、このパラメータはパーセンテージとして表され、５％～３０％の
範囲であり得る。
【０１８６】
　ユーザは調光ステップをコミッション済ユニットに対して１０％に設定するよう選択す
ることができる。このような場合、当該コミッション済ユニットが一度（例えば、１つの
ステップで）調光された場合、該コミッション済ユニットの光出力は前の出力の１０％だ
け減少される。幾つかの実施態様において、調光ステップはデフォルトにより５％に設定
される。多くの実施態様は、ユーザが調光ステップを、特定のレベルの細分度（例えば、
５％）によるのみであるが、変化させることを可能にすることもできる。このパラメータ
は、ユーザが空間内の照明を手動で調光することができる速度を制御するためのメカニズ
ムとして使用することができる。
【０１８７】
　［パーソナル制御］
　パーソナル制御とは、ユーザが自身の個人的空間又は作業区域内の環境条件を制御する
ために利用可能な手段を指す。パーソナル制御を提供する装置は、図５のコミッショニン
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グ処理の間に１以上のコミッション済ユニットにリンクすることができる。パーソナル制
御装置は、静止型（例えば、壁掛け装置）又はモバイル型（例えば、スマートフォン又は
他の手持ち装置等）とすることができる。多くの実施態様において、静止型であるパーソ
ナル制御装置は、当該パーソナル制御装置から限られた範囲内に位置するコミッション済
ユニットにのみリンクすることができる。モバイル型パーソナル制御装置は、空間にわた
り地理的に一層分散された複数のコミッション済ユニットにリンクすることができる。幾
つかの実施態様において、ユーザがパーソナル制御装置を用いて自身の作業区域内の照明
等の環境条件を制御する場合、当該パーソナル制御リクエストは、該パーソナル制御装置
にリンクされていると共に該ユーザの現在の位置に関連する作業区域内に存在するコミッ
ション済ユニットのみの動作に影響を及ぼすことができる。ユーザの作業区域内の環境条
件を変化させるためのパーソナル制御リクエストは、自動的に（例えば、占有ベースの制
御方法から）又は手動で（例えば、ユーザが手動又はパーソナル制御装置を使用して環境
条件の変更をリクエストすることから）発生し得る。環境条件の昼光ベースの及び占有ベ
ースの制御は、環境の変更のためのパーソナル制御リクエストに応答するようにも設定さ
れたコミッション済ユニットのパーソナル制御に影響を与え及び／又は斯かるパーソナル
制御により影響を受け得る。
【０１８８】
　例えば、ユーザは作業区域内の光レベルを特定のレベルまで上昇させたいと欲するが、
該作業区域における照明の進行中の昼光ベースの制御が該作業区域内の光レベルを上記特
定のレベルまで上昇させることを許可しない場合、該作業区域における光レベルは一層低
い別のレベルまで増加することしか許可されない。多くの実施態様において、ユーザがパ
ーソナルコントローラを用いて自身の作業区域における照明を制御することができるか否
かは、該ユーザが該作業区域における環境条件に影響を及ぼすための許可を有しているか
否かに依存する。ユーザが自身の作業区域における条件を制御することを承認する許可は
、コミッション済ユニットに、及び／又は、もっと集中的に、例えばシステム１００Ａの
環境マネージャモジュール１１０若しくはゲートウェイモジュール１３０等のシステムモ
ジュールによりアクセス可能な１以上のメモリに記憶することができる。
【０１８９】
　コミッション済ユニットは、パーソナル制御リクエストに応答して特定のやり方で動作
するよう構成することができる。例えば、或るコミッション済ユニットに関連する全ての
照明器具（又は照明ユニット若しくは光源）は、パーソナル制御装置が特定の作業区域に
対して特定のシーンをリクエストするために使用された場合、基準表面上に５００luxを
供給するように構成することができる。コミッション済ユニット及び／又はパーソナル制
御装置に関連して１以上のパーソナル制御モードも存在し得る。例えば、制限されたセッ
トポイントモードは、ユーザが校正された最大の照明セットポイントを超えて調光するこ
とを防止することができる。無制限セットポイントモードは、このような制限を課すこと
はない。
【０１９０】
　典型的に制御リクエストに基づいて動作を調整するコミッション済ユニットは、パーソ
ナル制御リクエストを可能化又は不能化するようにコミッショニングすることができる。
このようなユニットは、パーソナル制御リクエストに対し優先レベルを割り当てることも
できる。加えて及び／又は代わりに、パーソナル制御装置自体又はパーソナル制御リクエ
ストを生成するために斯かる装置を使用するユーザも、パーソナル制御リクエストに優先
レベルを割り当てることができる。
【０１９１】
　パーソナル制御アプリケーションを実行するスマートフォン等のパーソナル制御装置は
、ユーザにより該装置の制御の下にある区域及び／又はコミッション済ユニットをグラフ
ィック的に見るために使用することができる。幾つかの実施態様において、このようなリ
クエストに対する如何なる応答も、設定された量の時間（例えば、３秒）内に実行される
ことを必要とし得る。割り当てられた時間内に応答し損なうと、結果として、当該パーソ
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ナル制御装置自体により当該システムの１以上のモジュール（例えば、システム１００Ａ
の環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモジュール１３０等）にエラーが報
告されることになる。代わりに、種々の実施態様において、パーソナルコントローラを介
してなされたユーザリクエストに対する応答が、設定された量の時間よりも長く掛かった
場合、ユーザには当該リクエストの進捗に関するフィードバック（例えば、進捗バー又は
他の視覚的若しくは聴覚的通知）が付与され得る。
【０１９２】
　［シーン選択及び光の調整］
　ユーザは、パーソナル制御を用いて、自身の作業区域のための事前に設定されたシーン
を選択することができる。例えば、ユーザは、該ユーザの作業区域に対して光を供給する
コミッション済ユニットに関連する全ての照明ユニットが特定の光レベルに切り換わるよ
うな標準のシーンを選択することができる。また、ユーザはパーソナル制御を用いて、コ
ミッション済ユニットに関連する照明器具（又は照明ユニット若しくは光源）の調光レベ
ルを制御することもできる。コミッション済ユニットは所定の範囲内の（例えば、最小光
出力と最大光出力との間の）照明を供給するように構成することができ、斯かるユニット
の調光レベルを制御するユーザの能力は斯様な範囲内での出力の制御に制限することがで
きる。
【０１９３】
　幾つかの実施態様において、手動でなされた環境変更のリクエストの結果として環境条
件の変更が生じ得、該環境条件は、その後、自動的に制御される。例えば、手動でなされ
たパーソナルリクエストの結果、或る空間において一定レベルの光が供給されることとな
った場合、自動制御が、特定のイベントが発生した（例えば、該空間が空きとなったと判
定された）後、該空間の制御を取り戻し得る。幾つかの実施態様において、手動でなされ
た条件の変更は、その後、自動手段に制御を移管する前に特定のイベントが生じることを
要せずに、自動制御により管理することもできる。
【０１９４】
　図２１は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様により実行される、手動で
なされたパーソナル制御リクエストを処理する方法2100を示す。方法2100はステップ2110
～2150を有し、これらステップは図示されたものとは異なる順序で実行することもできる
。ステップは省略することもでき、他のステップを追加することもできる。ステップ2110
において、手動でなされたパーソナル制御リクエストが受信される。種々の実施態様にお
いて、該リクエストは図１に示したシステム１００Ａの環境マネージャモジュール１１０
等のシステムモジュールにより受信することができ、ユーザはスマートフォンを用いて該
リクエストを発することができる。幾つかの実施態様において、ユーザは現在の温度セッ
トポイントを、設定可能な範囲内（例えば、現在のセットポイントから摂氏２度以内）の
他のセットポイントに上昇又は低下させることができる。当該上昇をリクエストするため
に使用されているユーザインターフェースは、設定可能なレベルの細分度に従う上昇又は
低下を可能にすることができる（例えば、０.１℃ステップでの上昇又は低下を可能にす
ることができる）。多くの実施態様において、リクエストされた温度の調整は、当該ユー
ザの作業区域における１以上のコミッション済照明ユニットに関連するＨＶＡＣ領域に影
響を及ぼし得る。
【０１９５】
　ステップ2120においては、該リクエストを発したユーザが該リクエストされた環境条件
の変更を行う権限を有するかについての判定がなされる。幾つかの実施態様において、こ
の判定は、システム１００Ａの環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモジュ
ール１３０等の１以上のシステムモジュールによりなされる。該判定は、当該ユーザの位
置及び／又は識別（例えば、ユーザＩＤ及びパスワード）情報に基づくものであり得る。
権限を検証するためにユーザのログイン情報（例えば、ユーザＩＤ及びパスワード）を用
いる実施態様において、ユーザは、該ユーザの証明情報が最後に検証されてからログアウ
トしていない限り、自身の証明情報を１回提供するだけでよい。当該ユーザが当該リクエ
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ストに従って環境条件を変化させる権限を有していない場合、制御はステップ2130に移り
、該ステップにおいて当該パーソナル制御リクエストは無視される。当該ユーザが自身の
リクエストに従って環境条件を変える権限を有していない場合、該ユーザは、この事実を
通知されるであろう。ユーザの権限が、付加的に又は代替的に、該ユーザの位置に依存す
る場合、位置情報を設定可能な期間にわたりキャッシュすることができ、これにより、ユ
ーザが環境条件の変更をリクエストする度に同一のユーザの位置を更新する必要性を回避
する。
【０１９６】
　ユーザが、リクエストされた環境変更を行う権限を有する場合、ステップ2140において
、１以上のコミッション済ユニットが当該パーソナル制御リクエストに従って環境条件を
調整するように命令される。例えば、当該ユーザの作業区域内の照明条件を制御する１以
上のコミッション済ユニットに関連する照明器具（又は照明ユニット若しくは光源）は、
設定されたフェード時間に従い該ユーザの作業区域（例えば、基準表面）においてリクエ
ストされた光のレベルを生成する状態に移行することができる。多くの実施態様において
、制御は次いでステップ2150に移り、該ステップにおいて当該環境条件の制御は自動制御
に戻る。例えば、当該ユーザの作業区域に関連した１以上のコミッション済ユニットによ
り生成される光出力は、その後、前に使用されていた昼光ベースの及び／又は占有ベース
のアルゴリズムに従って制御される状態に戻ることができる。
【０１９７】
　多くの実施態様において、パーソナルコントローラは、権限を持つユーザが自身のパー
ソナル制御の地理的範囲を選択又は指定することを可能にすることができる。この範囲選
択を行うユーザが自身のパーソナルコントローラ装置（例えば、スマートフォン）を使用
している場合、該ユーザを識別する情報を、該範囲選択及び／又は該ユーザの他のプロフ
ァイル設定に、該ユーザからの更なる入力を要せずに、自動的にリンクさせることができ
る。一方、該範囲選択を行うユーザが公共的にアクセス可能なパーソナルコントローラ装
置（例えば、複数のユーザによりアクセス可能な空間内の壁に固定されたコントローラ等
）を使用している場合、該ユーザは自身の範囲選択を当該環境条件管理システム内におけ
る自身の識別情報にリンクさせるために、自身を識別（特定）しなければならない。ユー
ザがパーソナル制御の地理的範囲を成功裏に選択又は指定したら、同一の地理的領域内の
領域に影響を与えるが、該地理的領域外のユーザから受信された環境制御リクエストは無
視することができる。
【０１９８】
　［パーソナル設定及び前に適用された環境条件の呼び戻し］
　多くの実施態様は、ユーザが前にリクエストされた光の設定値又は他の環境条件を呼び
戻すことを可能にする。これらの設定値又は条件は、当該呼び戻しをリクエストしている
のと同じユーザにより、又は同じ空間の他のユーザにより以前にリクエストされたもので
あり得る。コミッション済ユニット自体が前にリクエストされた設定値を記憶することが
でき、及び／又は設定値は例えばシステム１００Ａの環境マネージャモジュール１１０、
ゲートウェイモジュール１３０及び／又はコミッショニングモジュール１２０等のシステ
ムモジュールによりアクセス可能な１以上のメモリに、もっと集中的に記憶することもで
きる。以前にリクエストされた環境条件は、特定のユーザ、区域及び／又はコミッション
済ユニットに関連付けることができる。
【０１９９】
　［中央制御］
　中央制御とは、ユーザが、或る空間内の環境条件に一層全体的な又は行き渡る態様で影
響を与え得るシステムパラメータに対してスケジュールされた又はリアルタイムな調整を
実行するために利用可能な手段を示す。中央制御とは、システム１００Ａの環境マネージ
ャモジュール１１０又はゲートウェイモジュール１３０等のシステムモジュールにより実
行されるユーザインターフェースを用いた環境条件の制御も指す。中央制御は、手動的な
もの（例えば、ユーザが、表示されたユーザインターフェースを用いて光の設定を手動で
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調整する）又は自動的なもの（例えば、検出されたイベントに対するシステムの反応の結
果として生じる、環境条件に対する調整）であり得る。多くの実施態様において、或る空
間内の１以上のコミッション済ユニットを集中的に制御するために、これらコミッション
済ユニットは中央ダッシュボードに通信的に接続されることを必要とする。該中央ダッシ
ュボードは、権限を持つユーザが種々のコミッション済ユニット、コミッション済ユニッ
トのグループ及び／又は物理的構造物内の全区域を制御することを可能にする１以上のユ
ーザインターフェースを実行するコンピュータコードを有する。多くの実施態様において
、該中央ダッシュボードは、ここに説明する環境変化を管理するためのシステムの動作の
中核となる１以上のモジュールと通信的に接続され、及び／又は斯かるモジュールにより
実行することもできる。例えば、多くの実施態様において、該中央ダッシュボードは、シ
ステム１００Ａの環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモジュール１３０に
より又は斯かるモジュールに関連して実行される。種々の実施態様において、該中央ダッ
シュボードはコミッション済ユニットを再コミッショニング及び／又は再構成するために
使用することができる。これらの実施態様の幾つかにおいて、中央ダッシュボードのユー
ザインターフェース（又は複数のユーザインターフェース）は、再構成可能なパラメータ
を斯かるパラメータの現在の値又は状態と一緒に表示し、該中央ダッシュボードのユーザ
が、再構成不能なパラメータを構成し又はコミッション済ユニットのパラメータを許可さ
れた範囲外の値に設定することを防止することができる。
【０２００】
　［スケジュールされた及びリアルタイムな中央制御］
　ユーザは、上記中央ダッシュボード等の集中化されたユーティリティを用いてコミッシ
ョン済ユニットの設定を変更することにより、環境条件にリアルタイムに又はスケジュー
ルされた形態で影響を与えることができる。リアルタイムなリクエストは、環境条件の結
果的変更が該リクエストに続く設定可能な量の時間内になされるように処理される。前記
中央ダッシュボードを、適切な権限のあるユーザ（例えば、施設管理者）により、リアル
タイムなリクエストがサービスされることを要する設定可能な量の時間等のシステム全体
の挙動に影響を及ぼすパラメータを変化させるために使用することもできる。
【０２０１】
　［スケジュールの作成及び管理］
　前記中央ダッシュボードは、環境条件の変更を具現化するタスク（処理）を作成、編集
及びスケジュールするために使用することができる。タスクは、特定の時間に（例えば、
特定の時間間隔で、イベントに対して或る時点で、若しくは絶対時刻に）、又は特定のイ
ベントの発生に際して起動されるようスケジュールすることができる。タスクは、例えば
複数の領域又はコミッション済ユニットに影響するパラメータを再設定する（例えば、フ
ェード時間、保持時間を変更する、或るタイプの制御を可能化若しくは不能化する等）こ
とにより、一層全体的な性質の変更を指定することができる。タスクは、例えば特定の作
業区域のみに影響するコミッション済ユニットの光出力を減少させることにより、一層局
部的な性質の変更を指定することもできる。前記コミッショニング処理の間において、施
設管理者等の権限を有するユーザは、デフォルトのタスクを作成し、スケジュールするこ
とができる。例えば、夜間のタスクは、仕事時間の後に実行されるように起動させること
ができ、エネルギを節約するために保持時間及びデフォルトの光レベルを変更することが
できる。
【０２０２】
　スケジュールされたタスクは、それら自体が特定の時点に、特定のイベントの発生に際
して及び／又は特定のロジックに従って実行されるようにスケジュールされた一連のタス
クを有することができる。ユーザは、適用するために既存のスケジュールを選択すること
ができる。同一のスケジュールを繰り返し適用することもできる。従って、前記中央ダッ
シュボードは、適用のために１以上のスケジュールを選択し、スケジュールの範囲（例え
ば、選択されたスケジュールが活性状態になるコミッション済ユニット若しくは区域）、
何のイベントがスケジュールを起動させるか（例えば、１日における時刻、環境条件、ユ
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ーザの行動等）及び／又はスケジュールが適用されるべき頻度（例えば、１回のみ、１日
に数回、起動イベントが発生する毎等）を指定するためのユーザインターフェース手段を
提供することができる。
【０２０３】
　スケジュールは、即座に起動することもできる。このような場合、当該スケジュール内
のタスクは所定量の時間内に（例えば、５秒以内に）効力を発することができる。タスク
の例は、照明器具若しくはコミッション済ユニットに関する光出力の変更（例えば、現在
の光レベルからの上昇調光／下降調光、特定の調光レベルへの移行、照明シーンの呼び戻
し、スイッチオフ等）、制御パラメータの再構成（例えば、制御オプションを可能化／不
能化する、センサ保持時間を変更する、フェード時間を変更する等）、領域内の温度の変
更、非常用照明試験の実行、及び選択されたセンサの自動校正の実行を含む。多くの実施
態様において、スケジュールされたタスクは、例えばコミッション済ユニットからデータ
（例えば、診断記録、エネルギ消費データ等）をロールさせる、別のシステムモジュール
にレポート又は通知を送る、及び特定のデータ又は特定の分類のデータをバックアップす
る等のデータベースに関するタスクも含み得る。
【０２０４】
　多くの実施態様において、如何なる所与の時点においても、同一のコミッション済ユニ
ットに対して１つのみのタスクを活性にすることができる。スケジュール内の２つの連続
するタスクの設定値間の移行処理は、フェード時間内でフェードする遷移を含むことがで
きる。従って、スケジュールを作成及び／又は選択することは、フェード時間等のパラメ
ータを指定若しくは選択すること、及び／又はスケジュールにおけるタスク間のフェード
遷移を可能化する若しくは不能化することを含み得る。
【０２０５】
　［警報の作成及び構成］
　前記中央ダッシュボード又は前記コミッショニングモジュールに関連するユーザインタ
ーフェースは、施設管理者等の権限を有するユーザが警報を作成及び構成することを可能
にする。警報は、構造物内の環境条件を管理するシステムに関連する１以上のモジュール
、コントローラ又は装置に、異常であるか又は行動を必要とし得るシステム状態が通知さ
れるようにする何らかの手段であり得る。警報は、種々の構成可能なパラメータに関連さ
れ得る。これらのパラメータは、権限のあるユーザにより手動で設定若しくは変更され得
るか、又はシステム動作中に自動的に更新され得る。警報は、関連するタイプ（例えば、
エラー又は警告）を有し得る。警報は、その源、即ち当該警報を発生したイベント又は条
件を示すことができる。それらの例は、システム状態の変化、特定のシステム状態、又は
スケジュールされた若しくはスケジュールされていないイベントの発生を含むことができ
る。警報は、関連する宛先（例えば、当該警報について通知されるべきユーザのアカウン
ト）、範囲（例えば、当該警報が可能性として影響するコミッション済ユニット）、フォ
ーマット（例えば、ＳＭＳ、Ｅメール、音響、視覚、触覚）、きっかけ（例えば、当該警
報が呼び出すスケジュール又はタスク）、及び当該警報が呼び出されるようにしたトリガ
条件（例えば、時間、システム状態、システム状態の変化、又はスケジュールされた動作
）を有することもできる。警報は、警報データを責任者に視覚的に提示するために、特定
のデータが中央ダッシュボード上に表示されるようにすることもできる。それらの例は、
当該警報の原因であるコミッション済ユニット、装置又は環境条件の位置、当該警報の重
大さの指示情報、及び当該警報の状態（例えば、当該警報が対処されているか否か）の指
示情報を含む。
【０２０６】
　［中央制御のオーバーライド］
　幾つかの実施態様において、権限のあるユーザは中央ダッシュボードを使用して、優先
する中央制御コマンドを発するか又は当該システムを中央環境制御専用として構成し、か
くして、他の全ての自動的又はユーザが発した環境制御リクエストが、該特定の優先する
中央コマンド若しくは他のイベントが完了し又は手動で終了されるまで、阻止又は無視さ
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れるようにすることができる。このような中央制御のオーバーライドは、ビル火災又はセ
キュリティの侵害の間等の、緊急時の間に用いることができる。
【０２０７】
　中央制御は、種々の領域において実施されている手動でリクエストされた環境条件を考
慮に入れることもできる。例えば、中央ダッシュボードは施設管理者が大きな自由間取り
オフィス領域における照明条件を容易に変更することを可能にするが、該施設管理者は他
のユーザのパーソナル制御の下にある領域を跳ばすことを欲し得る。幾つかの実施態様に
おいて、このことは、環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモジュール１３
０等のシステムモジュールによりリアルタイムで利用可能な種々の部分における種々の照
明条件についての情報を利用することにより達成される。
【０２０８】
　多くの実施態様において、パーソナル又は手動制御リクエストの前又は後に到来する中
央で発せられた環境制御リクエストは、上記パーソナル又は手動制御リクエストに対する
当該システムの応答に影響を与えることはないであろう。例えば、コミッション済ユニッ
トを一層低い光レベルに切り換える中央制御リクエストは、該コミッション済ユニットが
該一層低い光レベルを生じる結果にさせることができる。しかしながら、パーソナル又は
手動制御リクエストは、その後、該コミッション済ユニットを一層高い光レベルを生じる
ように成功裏に切り換えることができる。
【０２０９】
　［デフォルトの動作への戻り］
　多くの実施態様において、中央制御リクエストは、或る空間で効果を発するように送出
されると共に、手動で無効化されるまで、該空間において他の制御リクエストが効果を生
じることを防止することができる。施設管理者が斯様な優先する中央制御を不注意に無効
化し損ない得るような状況を防止するために、自動的制御が、当該空間が空になっている
ことをシステムが認識する等の幾つかの限られた状況下では斯かる中央制御をオーバーラ
イドすることができる。このような状況下において、占有ベースの制御は上記空間の中央
制御を置換することができ、該占有ベースの制御による環境変更が効果を生じる。
【０２１０】
　［負荷制限］
　多くの実施態様において、中央ダッシュボードは、適切に権限を付与されたユーザ（例
えば、施設管理者）が当該システムを予め定められた負荷制限（load shedding）モード
に切り換えさせることを可能にする。このようなモードは、種々のシステム全体のパラメ
ータが自動的に変更されるようにすると共に、種々のコミッション済ユニットが特定の態
様で反応するようにすることによって電力を節約するように設計することができる。例え
ば、全てのパーソナル制御は不能化され得、選択された領域における全ての照明器具（又
は照明ユニット若しくは光源）は調光又はオフされ得、占有ベースの制御等の自動的に起
動される制御のための全ての保持期間及び猶予期間は短縮され得る。
【０２１１】
　［グラフィックユーザインターフェース］
　［ビューのカスタマイズ］
　ここに記載される環境制御システムは、ユーザとの対話を容易化するために種々の異な
るグラフィックユーザインターフェース（ＧＵＩ）を提供する。以下に、３つの分類の斯
様なＧＵＩの例示的実施態様を説明する。更に、ユーザがカスタマイズされたＧＵＩを作
成することを可能にするカスタマイズ化グラフィックユーザインターフェース（カスタマ
イズ化ＧＵＩ）が示される。ユーザは、該カスタマイズ化ＧＵＩを使用して、特定のタス
ク（例えば、異なる部屋内のコミッション済ユニットに関連する照明器具を調光する）で
使用する、又は該ユーザが頻繁に訪れる特定の領域において使用するためのＧＵＩ（例え
ば、当該ユーザが関心のある３つの部屋のコミッション済ユニットに関する監視情報を表
示するＧＵＩ）を作成することができる。該カスタマイズ化ＧＵＩは、ユーザの役割に基
づいた異なるビューを作成するために使用することもできる（例えば、電力消費を監視す



(59) JP 2017-528896 A 2017.9.28

10

20

30

40

50

ることを要する役割のユーザには、電力消費情報が強調表示されるか又は僅かなクリック
若しくは該ユーザからの対話でアクセス可能となるような、或る部屋の一連のグラフィッ
クビューが提供され得る）。ユーザの役割及び／又は予め設定された好みのプロファイル
に基づいて、該カスタマイズ化ＧＵＩは、種々の詳細（例えば、小部屋オフィスにおける
温度及び湿度条件等）を含む種々のカスタムビュー（例えば、ユーザの小部屋オフィス及
び周囲の領域の俯瞰ビュー）を提案することができる。該カスタマイズ化ＧＵＩを用いて
１以上のカスタムＧＵＩを準備している間において、ユーザは自身の好みを示すカスタム
ＧＵＩを得るために種々の細部を追加又は削除するよう選択することができる。
【０２１２】
　［中央ダッシュボード］
　システムモジュールは、ユーザが、中央ダッシュボードのホームページのＧＵＩを該ユ
ーザの必要性に従ってカスタマイズすることを可能にすることもできる。例えば、ユーザ
が、自身の役割（例えば、オフィス空間のエンドユーザ又は施設管理者）に基づいて異な
るビューを作成することもあり得る。施設管理者には保守データ及びエネルギ消費データ
を提示することができる一方、エンドユーザにはエネルギ消費データ及び現在の環境条件
に関するデータ（例えば、温度、光レベル等）のみを提示することができ、保守データは
提示されない。
【０２１３】
　ダッシュボードＧＵＩは、（例えば、間取図自体上に又はサイドパネル上に）、種々の
コミッション済ユニットの動作状態（例えば、或るユニットに関して未解決のエラーが通
知されているか、或るユニットがオン又はオフ状態であるか等）を提示することもできる
。多くの実施態様においては、装置に関するデータ（該装置の機能又は状態データ等）は
、ユーザによりリクエストされて（例えば、カーソルを間取図における当該装置上に位置
させることにより）から０.５秒以内に該ユーザに提示される。これら装置は、間取図上
で視覚的に強調することもできる。該ダッシュボードＧＵＩは、異なる分類の装置又はコ
ミッション済ユニットを、間取図上に視覚的に異なるように描くこともできる。例えば、
照明装置、ＨＶＡＣ装置、センサ及び制御装置を視覚的に描くために異なるアイコンを使
用することができる。アイコンの選択は、ユーザの好みによりカスタマイズすることがで
きる。コミッション済ユニットに関し、該ユニットの分類に依存して異なる情報を提示す
ることができる。照明のために使用されるコミッション済ユニットの場合、該情報は、現
在の光レベル、エネルギ使用量、及び占有ベースの又は昼光ベースの制御が可能化されて
いるか否かの情報を含み得る。センサの場合、最後に感知されたデータの測定値又は特定
の最新期間にわたる測定値の平均を提示することができる。
【０２１４】
　中央ダッシュボードＧＵＩは、ユーザにコミッション済ユニットのためのパラメータを
変更する能力を付与することもできる。ユーザが或るコミッション済装置を選択した場合
、該装置のパラメータを表示することができ、該ユーザの許可及び／又は役割に基づいて
、編集可能なパラメータを編集可能であるとして視覚的に表示することができる。ユーザ
が編集することを許されていないパラメータは、編集不能として視覚的に提示することが
できる（例えば、無色調にされる）。パラメータの許容範囲も示すことができ、該範囲外
のパラメータ値は該中央ダッシュボードＧＵＩにより受け付けられない。該中央ダッシュ
ボードＧＵＩを介してヘルプ情報も利用可能である。例えば、ヘルプ情報は、ユーザのカ
ーソルがコミッション済ユニット上で停止すると、重ね表示として提示され得る。該中央
ダッシュボードＧＵＩの幾つかの実施態様は、英語以外の言語で利用可能であり得る。該
中央ダッシュボードＧＵＩは、ユーザがスケジュールを管理するためのグラフィック手段
も提供する。権限のあるユーザは、該ダッシュボードＧＵＩを用いて、スケジュールを作
成し、編集し、削除し、優先付けし、それ以外で管理することができる。
【０２１５】
　中央ダッシュボードＧＵＩは、当該システムの全体にわたるコミッション済ユニットの
動作設定を集中的に制御するためのグラフィック手段を提供することもできる。例えば、
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ユーザは一群の選択されたコミッション済ユニット又は個々のコミッション済ユニットに
対する照明設定をリアルタイムに制御することができる（例えば、グラフィック手段を用
いて、複数のコミッション済ユニット及び／又は個々の照明器具を選択すると共に、新た
な光レベルを選択し又は光出力を１以上のステップにより調光することにより）。新たな
動作状態（例えば、新たな照明レベル）は、その後、該中央ダッシュボード上に当該変更
がなされたとのユーザに対するフィードバックとして視覚的に反映させることができる。
【０２１６】
　システムモジュール又はコミッション済ユニット自体も、利用可能な監視データの分析
を実行して、システム１００Ａの環境マネージャモジュール１１０等のシステムモジュー
ルに、最適なシステム性能（例えば、エネルギ効率性能）につながるパラメータ設定につ
いての推奨案を提供することができる。これらの推奨案は、ユーザにコミッション済ユニ
ットに関する動作パラメータを調整するためのユーザインターフェース手段が提供された
時点で、該ユーザに対して提示することができる。推定されるエネルギ使用量及びエネル
ギ節約のリアルタイムな分析を、実行することができると共に、ユーザが最適なパラメー
タ設定を決定することを補助するために、ユーザに対して費用推定と一緒に提示すること
ができる。
【０２１７】
　［監視ダッシュボード］
　前記中央ダッシュボード（ＧＵＩ）は、当該システムの種々の構成要素（例えば、環境
マネージャモジュール１１０、ゲートウェイモジュール１３０、ＩＰ照明器具１５０又は
領域コントローラ３２０等）により収集されたデータを表示する監視ダッシュボードＧＵ
Ｉを有することもできる。収集されるデータ（ここでは、広く監視データと呼ぶ）は、例
えば、空間の使用（占有、存在）、エネルギ消費、温度、湿度、二酸化炭素レベル、自動
的制御及び手動制御の使用、並びに検出された動作エラーを反映するデータであり得る。
エネルギ消費は、ＫＷｈで測定することができる。収集された各データサンプルにはタイ
ムスタンプ及び装置識別子又は物理的位置を関連付けることができる。存在はコミッショ
ン済ユニット（又は複数のユニット）又は領域毎にイエス／ノーとして記録することがで
き；占有は当該コミッション済ユニット（又は複数のユニット）又は領域が占有された時
間のパーセンテージとして記録することができる。占有状態は、１つのコミッション済ユ
ニットに関連する複数のセンサに基づいて決定することができる。保守及び診断メッセー
ジ又はレポートの発生も、監視及び記録することができる。例えば、動作エラー又は警告
をレポートするメッセージの形でコミッション済ユニットにより発生される警報又は警告
は、可能性のある将来の故障を予測するために監視することができる。
【０２１８】
　監視データは、グラフィックの形態で提示することができ、標準の及び私有の分析方法
の何らかの組み合わせを用いて分析することができる。多くの実施態様において、監視デ
ータは、施設管理者等のユーザが、当該データにおける傾向の貴重な洞察を得ること、以
前に収集されたデータ（例えば、履歴データ）との比較を行うこと、及び該データに基づ
いてエネルギ消費戦略等の戦略を実施化することを可能にし得る。
【０２１９】
　監視されているコミッション済装置が当該装置自体に監視されたデータを記録すること
ができ、又は斯かるデータは、システム１００Ａの環境マネージャモジュール１１０、コ
ミッショニングモジュール１２０又はゲートウェイモジュール１３０等のシステムモジュ
ールによりアクセス可能な１以上のメモリ（例えば、データベース）に記憶することがで
きる。監視データは、指定された設定可能な時間間隔で記録することができる。更に、イ
ベント（例えば、占有の検出）の発生は、監視を停止させ又は再開させることができる。
何時監視を行うかは、システム全体に対して（例えば、複数の領域及びコミッション済ユ
ニットに影響を与えるシステム全体のパラメータ又は規則の設定により）又は装置毎に、
１以上の設定可能なパラメータにより表すことができる。
【０２２０】
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　［データの監視及び監視されたデータの提供］
　監視ダッシュボードは、権限のあるユーザが、監視されるべき情報、監視されたデータ
が収集されるべき空間的及び時間的細分度、監視されるべき空間（又は複数の空間）、当
該データに適用されるべき分析ツール、及び／又は生の若しくは分析されたデータの視覚
的提示を選択することを可能にし得る。幾人かのユーザ（例えば、施設管理者）は、監視
する新たな領域を選択する、又は他の領域におけるデータの収集を停止する権限を有する
ことができる。他のユーザ（例えば、オフィスの使用者）は、何のタイプの監視データを
監視ダッシュボード上で見るか又は生の若しくは分析された監視データを見るか否かを指
定することはできるが、監視データの収集自体には影響を与えることはできない。
【０２２１】
　ユーザは、対話型のフロアマップから、領域（例えば、構内、ビル、特定のフロア、部
屋又は作業領域）又は監視する特定のコミッション済ユニット若しくはコミッション済ユ
ニットのタイプを選択することができる。ユーザは、どの程度多くの監視データにアクセ
スしたいか（例えば、１年、６ヶ月、１月、１週間、１日等）、及び当該データがどの程
度最近のものであるべきか（例えば、前月、前週、前日、１時間前の）を指定又は選択す
ることもできる。監視データのタイプに依存して、利用可能なデータの時間的細分度は変
化し得る。
【０２２２】
　ユーザは、監視データの提示も構成することができる。例えば、監視ダッシュボードは
ユーザが生の若しくは分析されたデータ（例えば、ヒートマップ）を提示するために使用
されるグラフのタイプを選択し、又は視覚的表現に影響を与える他の詳細を選択すること
ができるようにし得る。例えば、ユーザは自身の監視ビューを、占有状態を示すために特
定のカラーコードを使用するように構成することができる（例えば、勤務時間の間の時間
の９０％より多くを占有されている領域に対し赤、勤務時間の間の時間の２０％未満しか
占有されていない領域に対し緑等）。ユーザは、収集された監視データに基づいてレポー
トを発生することもできる。レポートは、カスタマイズすることができ、pdf、doc、xls
及びＸＭＬ等の多くのフォーマットでエクスポートすることができる。
【０２２３】
　ユーザの快適さは構造物内の環境条件を管理する当該システムにとり非常に重要である
ので、監視されたデータは、この尺度の重要な指示情報を含む。例えば、コミッション済
ユニット又は領域に関連する行き渡った環境条件の手動又は個人的（パーソナル）なオー
バーライドの数を、時間にわたり追跡することができる。これは、光レベルの手動変更、
並びに温度、湿度及び空気の流れの手動変更を含む。これらの変更は集計で分析されて、
全ての手動及びパーソナルオーバーライドが或る期間にわたって考慮された場合の傾向を
明らかにすることができる。或る期間にわたる記録された温度データに基づいて、コミッ
ション済ユニットに対するヒートマップを作成することができ、過度に熱せられたコミッ
ション済ユニット及び熱不足の（under-heated）コミッション済ユニットを識別すること
ができる。或る区域における温度は隣接する区域における温度に影響を与え得るので、幾
つかの区域は、隣接する区域の温度に基づいて過度に又は不足して暖房され得る。記録さ
れた温度データの分析は、このような傾向を明らかにし得る。この場合、識別された如何
なる悪い傾向にも対処すべく、温度の変化及びコミッション済ユニットに対する空気の流
れのパラメータを示唆するために数学的モデルを利用することができる。
【０２２４】
　［保守関連データの記録及び提示］
　当該システムを動作する状態に維持することに関係する全ての監視データは、１以上の
関連するユーザインターフェース上に提示することができる。多くの実施態様において、
これらのＵＩ（１以上のウインドウ、パネル又はリンクされたウェブサイトとして提供さ
れる）は、診断メッセージ；コミッション済ユニットに関連する警報、警告及び他のイベ
ント；非常用照明の作動；装置故障に関するレポート及び通知；並びに計画された及び完
了された装置交換等のデータを提示する。装置が意図されたように動作していないかも知
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れないことを示す警報とは異なり、警告は当該システムが動作限界の近く又は外側で動作
しているかも知れないことを示す（例えば、装置が寿命、過電圧又は過電流状態に近付い
ていることを示す）。通信障害及び電力の欠如等の異なる分類の装置故障を視覚的に示す
ために、異なる視覚的特徴（例えば、異なるアイコン又はカラー）を用いることができる
。
【０２２５】
　幾つかの実施態様において、故障した装置又はコミッション済ユニットが交換される場
合、適切な保守資格証明を有するユーザは、中央ダッシュボードを使用して装置を図５に
示した方法に従って再コミッショニングすることができる。交換された装置は当該システ
ムにより発見することができ、該装置の位置は間取図上に印される。当該装置に関するコ
ミッショニングデータは、交換後に装置を効果的に再コミッショニングするために、コミ
ッショニングモジュール１２０及び環境マネージャモジュール１１０等のシステムモジュ
ールの間で共有することができる。交換された装置をセンサに結合する処理は、例えば、
権限のあるユーザが発見された装置を表すアイコンを、中央ダッシュボードにより表示さ
れたデジタル間取図上の１以上のセンサを表すアイコン上に単にドラッグ及びドロップす
ることにより開始することができる。
【０２２６】
　環境マネージャモジュール１１０等のシステムモジュールは、システム全体の又は局所
化された自己検査を実行することができる。斯かる自己検査は、規則的間隔で自動的に又
は権限のあるユーザにより手動で開始することができる。レポート及び診断メッセージは
、システムモジュール又はコミッション済ユニットにより種々のコミッション済ユニット
又はシステムモジュールの健康状態に関して発生することができ、中央ダッシュボード上
に提示される。手動でリクエストされた自己検査の場合、当該システムはユーザに対し該
自己検査の進展に関するフィードバックを供給することができる。更に、システムモジュ
ールは、種々のコミッション済ユニットに関するTCP/IPネットワークメッセージを記録し
、利用可能にすることができる。
【０２２７】
　［ユーザ管理ダッシュボード］
　中央ダッシュボードは、権限のあるユーザが当該システムのユーザのためのユーザアカ
ウントを作成し、編集し及び削除することを可能にするユーザ管理ＧＵＩも有することが
できる。これらユーザアカウントは、当該構造物のユーザ（例えば、オフィス作業者）の
ためのアカウント、及びユーザアカウントを構成する許可を有する管理者により使用する
ためのアカウントであり得る。ユーザ及び管理者の各アカウントは、認証目的のための関
連するユーザＩＤ及びパスワードを有することができる。幾つかの実施態様において、管
理者アカウントは、例えば、何のタイプのデータが監視されるか、何のユーザが監視され
たデータを何の細分度で見ることができるか、何のシステムパラメータが構成可能であり
何のユーザが斯かるパラメータの値を変更することができるか、何のユーザがシステム通
知を受けるか、及び何のコミッション済ユニットが種々のシステムレベルのタスク（例え
ば、監視データを収集する）のために使用されるか等を、構成することができる。
【０２２８】
　新たなユーザ及び管理者アカウントを手動で作成するための手段を提供することに加え
て、ユーザ管理ＧＵＩは、以前から存在するユーザアカウントを既存のユーザアカウント
設備（例えば、LDAP、RADIUS／アクティブサーバ）からインポートすることによりユーザ
アカウントの作成を容易にすることもできる。幾つかの実施態様において、ユーザアカウ
ントは、割り当てられた役割（例えば、保守技術者の役割）を有することができる。特定
の役割に割り当てられた全てのユーザは、情報に対する同じレベルのアクセス権を有し得
ると共に、当該システムの種々の側面に対して同じレベルの支配を有することができる。
例えば、保守技術者の役割が割り当てられた全てのユーザは、当該システムの機能を維持
することに関する監視された利用情報（例えば、当該ビルの種々の位置における照明レベ
ル等）を特定のレベルの詳細さ及び細分度で見ることが許可され得る。従って、役割は、
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特定の許可が可能化されると共に他のものが不能化されたテンプレートとして働くことが
できる。ユーザアカウントに役割を割り当てることは、結果的に、ユーザが当該構造物内
の他のユーザの行動に関する潜在的に敏感な情報にアクセスすることを制限する一方、ユ
ーザが自身に割り当てられた役割に関する機能を実行するための適切なタイプの情報にア
クセスすることを依然として可能にする効率的な態様である。
【０２２９】
　当該ユーザ管理ＧＵＩは顧客アカウントの作成及び管理も可能にすることができ、ここ
で、管理者及びユーザアカウントの各々に顧客アカウントが関連付けられる。当該システ
ムは、各顧客アカウントに対する管理者アカウントが自身の顧客アカウントのみに関連付
けられたユーザアカウントを編集することを許可され得るようにして、複数の顧客アカウ
ントをサポートすることができる。このような構成は、別個の団体による同一の物理的空
間における環境条件の管理を可能にする。例えば、同一のオフィスビルは、月曜日から水
曜日までは或る団体により占有され得る一方、木曜日から金曜日までは他の団体により占
有され得る。各団体は、自身の従業員に関連したユーザアカウントを持つ異なる顧客アカ
ウントを有することができる。
【０２３０】
　［保守及び信頼性］
　［ソフトウェアのアップグレード］
　システムモジュール（例えば、環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモジ
ュール１３０）は、種々の実施態様において、コミッション済ユニットのソフトウェアア
ップグレードを可能にすることができる。ソフトウェアアップグレード処理の種々の段階
の間において、アップグレード中の装置は動作しないかも知れない。ソフトウェアアップ
グレードは、スケジュールに基づいて実行することができ、中央ダッシュボード等のユー
ザインターフェースを用いて遠隔的に開始することができ、又は前記コミッショニングツ
ール等のシステムツールを用いて資格のあるユーザ（例えば、現場支援技術者）により現
場で開始することもできる。アップグレードは選択された装置に対して又は或る分類の装
置に対して実施することができ、中央ダッシュボードは当該システムのコミッション済ユ
ニットに対する進行中の、スケジュールされた及び完了したソフトウェアアップグレード
を反映することができる。
【０２３１】
　ソフトウェアアップグレードの間において、照明装置等の装置の挙動は、当該アップグ
レード以前の構成された挙動とは異なり得る。例えば、ソフトウェアアップグレードを受
け、次いで再ブートされたコミッション済照明ユニットは、特定のレベルの照明（例えば
、背景レベルの照明）を供給すると共に、受信される如何なる照明制御リクエストも無視
し得る。コミッション済ユニットに対して自動的に又は手動で発生された環境制御コマン
ドを準備及び／又は転送することに関わるシステムモジュール（例えば、環境マネージャ
モジュール１１０又はゲートウェイモジュール１３０）は、現在ソフトウェアアップグレ
ードを受けているコミッション済ユニットに対して該コマンドを転送することを停止する
ことができる。ソフトウェアアップグレードが完了した後に、該アップグレードされた装
置は、幾つかの実施態様では、該アップグレード直前の挙動に戻ることができる。多くの
実施態様において、装置のソフトウェアアップグレードは、該アップグレード前に設定さ
れた構成パラメータを書き換え又は削除することはない。
【０２３２】
　多くの実施態様において、セキュリティ侵害から保護するために、認可されたバージョ
ン及びタイプのファームウエア及びコンピュータコードのみが装置によりアップグレード
目的で受け入れられ、権限のあるユーザのみがソフトウェアアップグレードを開始するこ
とができる。アップグレード関連データの伝送は、安全な通信チャンネルを介してのみ許
可され得る。
【０２３３】
　［保守：装置の再コミッショニング及び再構成］
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　［フロアマップ及びホットプラグ接続］
　幾つかの実施態様において、前記コミッショニングツールは、センサ、ＰｏＥスイッチ
、照明器具、領域コントローラ及びゲートウェイモジュール等の装置の実際の物理的配置
を示す対話型フロアマップを提供する。このような装置のホットプラグ接続及びホットプ
ラグ切断（例えば、システム全体が給電され且つ動作している間における装置の配置及び
削除）の間において、該フロアマップは装置の斯かる削除及び追加をリアルタイムに反映
することができる。
【０２３４】
　［自動的再コミッショニング：照明器具及びセンサの交換］
　幾つかの実施態様において、照明器具又はセンサ等の以前にコミッショニングされたユ
ニットの交換後の再コミッショニング及び再構成は、自動的とすることができる。交換し
たコミッション済ユニット、交換されたユニット、及び／又は再コミッショニング及び／
又は再構成処理から生じた何らかのエラー若しくは警告に関する詳細を伴うレポートを、
その後、作成し中央ダッシュボードに転送することができる。該レポートは、当該交換が
なされた装置及び位置を含むことができる。多くの実施態様において、交換された照明器
具は、コミッション済ユニットの一部としての挙動を、電源及び通信ラインに接続した時
点から５秒以内に取り戻すことができる。
【０２３５】
　センサも、他のコミッション済ユニットと同様に、当該システムが稼働状態である間に
アップグレード及び交換することができる。例えば、１以上の二酸化炭素、湿度及び温度
センサを、当該システムがコミッショニングされ、稼働状態になった後でさえも追加する
ことができる。多くの実施態様において、環境マネージャモジュール１１０又はゲートウ
ェイモジュール１３０等のシステムモジュールは、交換したセンサの能力を認識し、該セ
ンサを適切なコミッション済ユニットにリンクすることにより自動的にコミッショニング
することができる。更に、交換したセンサの能力は中央ダッシュボードにレポートするこ
とができる。
【０２３６】
　［半自動的再コミッショニング］
　多くの実施態様において、照明システムコントローラ又は作動装置（センサ、照明器具
、制御ＵＩ、領域コントローラ等）が交換された場合、権限のあるシステムユーザ（例え
ば、コミッショニング技術者）は、適切な機能を可能にするために該装置をコミッショニ
ング及び構成する必要があり得る。多くの場合、これは、前記コミッショニングツールを
用いて達成することができる。幾つかの事例において、コミッション済ユニットが交換さ
れた場合、環境マネージャモジュール１１０又はゲートウェイモジュール１３０等のシス
テムモジュールは、ネットワーク上の当該装置を発見し、コミッショニングのために該装
置をコミッショニングツール上に提示する。
【０２３７】
　交換された装置の位置特定は、自動的に又は半自動的に実行することができ、その場合
、権限のあるユーザ（例えば、コミッショニング技術者）は成功した位置特定に関して確
認を要求される。当該システムにおいて単一の装置が交換される場合、前記コミッショニ
ングモジュールは、該装置を、交換した故障した装置の構成明細により自動的に再構成す
ることができる。権限のあるユーザは、交換された装置に関連する構成データの最後のバ
ージョンを、例えば、中央ダッシュボードを用いて要求することもできる。
【０２３８】
　［手動の再コミッショニング］
　権限のあるユーザは、中央ダッシュボードを用いて、コミッション済ユニットを手動で
再コミッショニングすると共に、選択されたコミッション済ユニットのパラメータを再構
成することができる。例えば、ユーザはコミッション済ユニットに追加するための装置を
選択することができるか、又はコミッション済ユニットを副ユニットに分割することがで
きると共に、新たなコミッション済ユニット（又は複数のユニット）の動作を制御するた
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めに使用される種々のパラメータを指定することができる。
【０２３９】
　［非常モード及び照明］
　停電があるか又は無スイッチ主電源ラインがオフされた場合、当該システムはシステム
全体の非常（緊急）モードを起動することができる。該非常モードの間において、コミッ
ション済ユニットは、如何なる昼光ベース若しくは占有ベースの制御にも、又は個々のユ
ーザからの如何なる制御リクエストにも反応することはできない。種々の実施態様におい
て、当該構造物にわたって分散された非常用照明器具又は照明ユニットは、ビルからの避
難等の目的のために十分な光を発生するように駆動され得る。このような非常用照明器具
は、各々、種々の光状態が関連するシステム状態を示す、１以上の指示ＬＥＤを有するこ
とができる。例えば、継続する緑色光は当該システムが所要のように機能していることを
示すことができ；点滅する緑色光は当該システムが或る機能又は持続性テストを実行して
いることを示すことができ；４点滅周期で点滅する赤色光は電池故障を示すことができる
。
【０２４０】
　［信頼性］
　［光出力品質］
　幾つかの実施態様においては、異なる照明効果（例えば、温度及びカラー）の照明器具
が使用され得るものであり、当該システムは以下の仕様の照明装置をサポートすることが
できる：８０より大きなＲａ；０.７より大きな作業照明の均一度；０.４より大きな背景
照明の均一度；オフィス空間に対する１９の及び通路領域に対する２８のＵＲＧ（Unifie
d Glare Rating）；４０００ＫのＣＣＴ。
【０２４１】
　［ネットワーク故障］
　システム全体で利用可能なネットワーク接続性がない状況において、該システムは、ネ
ットワーク接続性が再確立されるまで、予め定められたやり方で動作し得る。例えば、占
有ベースの制御は、占有が検出された領域において最小限のレベルの照明を供給するため
に、限定された容量で利用可能にされる一方、昼光ベースの制御及びパーソナル制御は利
用不可能となるであろう。個々の照明器具又は照明ユニットがネットワークに最早接続さ
れていないことを検出した状況においても、該照明器具又は照明ユニットは予め規定され
たやり方で動作し得る。例えば、該照明器具又は照明ユニットはネットワーク故障が検出
される前と同一のレベルの照明を供給し続けることができ、オフされている場合は、後に
近傍において占有が検出された場合に、最小限のレベルの照明を供給するように切り換わ
り得る。このような挙動は、ネットワーク故障の場合でさえも、占有された領域には最小
限のレベルの照明が存在することを保証する。
【０２４２】
　［ＰｏＥスイッチの故障］
　図２２は、ＰｏＥスイッチの故障の視覚的影響を低減するためのコミッション済ユニッ
ト及び関連するＰｏＥスイッチの配置を示す。図２２には、２つの別個の部屋における複
数のコミッション済ユニット（点線長方形を用いて識別されている）に電力を供給する２
つのＰｏＥスイッチ（ＰｏＥスイッチＡ及びＰｏＥスイッチＢ）が示されている。ＰｏＥ
スイッチＡは、部屋１における３つのコミッション済ユニット及び該ユニットの各照明器
具又は照明ユニット（点線長方形内に円として示されている）並びに部屋２における１つ
のコミッション済ユニット及び該ユニットの照明器具に電力を供給するものとして示され
ている。ＰｏＥスイッチＢは、部屋２における２つのコミッション済ユニット及び該ユニ
ットの各照明器具（又は照明ユニット）並びに部屋１における１つのコミッション済ユニ
ット及び該ユニットの照明器具（又は照明ユニット）に電力を供給するものとして示され
ている。各ＰｏＥスイッチが２つの部屋の各々における少なくとも１つのコミッション済
ユニットに電力を供給する斯かる配置においては、上記ＰｏＥスイッチのうちの一方が故
障しても、何れの部屋も完全な暗さにはならない。
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【０２４３】
　［自己診断］
　図２３は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様におけるコミッション済ユ
ニットにより実行される自己診断及び回復のための方法2300を示す。図２３は、ステップ
2310～2350を有している。該方法2300の幾つかの変形例において、図示された全てのステ
ップが図示された順番で実行される必要はなく、１以上のステップを追加することができ
、１以上のステップを図示されたステップから削除することができる。ステップ2310にお
いて、コミッション済ユニットは、ゲートウェイモジュール１３０等のシステムモジュー
ルの助けを受けて又は受けないで、自身の動作の不具合を検出する。或る不具合は、リク
エストされた制御コマンドが自身の仕様により許される技術的範囲内である場合に、該リ
クエストされた制御コマンドに当該コミッション済ユニットが応答することができないこ
とであり得る。例えば、不具合は、照明器具の仕様が特定のレベルの照明を許容している
場合に、該照明器具（又は照明ユニット若しくは光源）が斯かるレベルで照明を供給する
ことができないことであり得る。当該コミッション済ユニットが不具合を検出したら、制
御はステップ2320に移る。ステップ2320において、当該コミッション済ユニットは自己回
復を試みる。自己回復は、該ユニットが自身を再起動させること及び／又はそれ以外で自
身をリセットすることを含み得る。幾つかのコミッション済ユニットは、再起動又はリセ
ットが当該不具合を修正しない場合に、動作エラーを直すことが通常知られている一連の
他の動作を試みるように構成することもできる。当該コミッション済ユニットが自己回復
を試みたら、該コミッション済ユニットはステップ2330に進み、該ステップにおいて該コ
ミッション済ユニットは、ゲートウェイモジュール１３０等のシステムモジュールの助け
を借りて又は借りずに、前記検出された不具合が修正されたかを判断するためのチェック
を行う。このステップの間において、当該コミッション済ユニットは該ユニットに当該不
具合を前に検出させたのと同一のタスクを実行するよう試みることができる。当該不具合
が修正されている場合、当該コミッション済ユニットは通常のように機能するようになり
、制御はステップ2310に戻る。幾つかの実施態様において、当該コミッション済ユニット
は、当該動作エラーを環境マネージャモジュール１１０、コミッショニングモジュール１
２０又はゲートウェイモジュール１３０等の他のシステムモジュールにレポートすること
ができる一方、該コミッション済ユニットが該エラーから自己回復したとのメッセージも
伝達する。このようなエラーレポートは、通知されたシステムモジュールからの補正動作
を生じさせることはないが、統計目的で用いることができる（例えば、システム全体の動
作エラー、及び斯かるエラーがどの様に処理されたかを記録する）。
【０２４４】
　上記不具合が修正されない場合、制御はステップ2340に進み、当該コミッション済ユニ
ットは当該エラーを他のシステムモジュール（例えば、環境マネージャモジュール１１０
、コミッショニングモジュール１２０又はゲートウェイモジュール１３０）にレポートす
る。該エラーレポートは関連する緊急レベルを有することができ、該レベルは当該コミッ
ション済ユニット自体により設定することができる。該緊急レベルは、通知されたモジュ
ールが当該エラーに何時、どの様に応答するかに影響を与えることができる。エラーをレ
ポートする際に、当該コミッション済ユニットは、該エラーをレポートするモジュールに
対して自身を識別する情報も送信することができる。このエラーレポートに応じて、該エ
ラーレポートを受信したモジュールの１つは、当該コミッション済ユニットに対して自己
回復命令を送出することにより応答することができる。これら自己回復命令は、例えば、
コンピュータコード、又は自己回復のためのコンピュータコード若しくは命令の１以上の
メモリにおける位置を識別する情報であり得る。幾つかの実施態様において、環境マネー
ジャモジュール１１０等のシステムモジュールは、当該レポートされたエラーが当該コミ
ッション済ユニットに関連する既知のバグに関するものである場合、該コミッション済ユ
ニットにより実行可能なコンピュータコードの形態の既知のバグ修正を送信することがで
きる。ステップ2350において、当該コミッション済ユニットは、自己回復命令が受信され
たかを判定する。命令が受信されていない場合、制御はステップ2350に留まり、当該コミ
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ッション済ユニットは斯様な命令の受信、又はハードウェア交換等の権限のあるシステム
ユーザによる他の行動を待つ。自己回復命令が受信された場合、制御はステップ2320に戻
り、該ステップにおいて当該コミッション済ユニットは該新たに受信された命令を用いて
自己回復を試みる。
【０２４５】
　図２４は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様による、環境マネージャモ
ジュールに対するフロントエンドとして表示された対話型グラフィックユーザインターフ
ェースの一実施態様を示す。該ユーザインターフェースは、対話型間取図上に装置及びコ
ミッション済ユニットを描くと共に、リクエストされた場合に、これら装置及びユニット
に関する利用情報（例えば、点灯時間、エネルギ使用）及び状態情報を表示する。図２５
は、環境条件を管理するシステムの幾つかの実施態様による、コミッショニングモジュー
ルに対するフロントエンドとして表示された対話型グラフィックユーザインターフェース
の一実施態様を示す。該ユーザインターフェースは、ユーザが、例えば小部屋オフィス等
の領域における種々の照明ユニットの光レベルを手動で調整することを可能にする。図２
６は、コミッショニングモジュールに対するフロントエンドの一部として使用するための
対話型領域ウィザードの一実施態様を示し、該領域ウィザードはユーザが物理的構造内の
領域の機能を一緒に定義する種々のパラメータを指定することを可能にする。領域の機能
に関してユーザから入力される情報は、その後、該領域内の種々の装置を自動的に構成す
るために使用することができる。図２７は、環境条件を管理するシステムにおいて使用す
るための、新たな装置（例えば、センサ）をコミッショニングする際に使用する対話型グ
ラフィックユーザインターフェースの一実施態様を示す。
【０２４６】
　以上、幾つかの本発明実施態様を本明細書において説明及び図示したが、当業者であれ
ば、ここに説明した機能を実行し、及び／又はここで述べた結果及び／又は利点の1以上
を得るための種々の他の手段及び／又は構成に容易に想到するであろう。このような変更
及び／又は修正の各々は、ここに述べた本発明の実施態様の範囲内であると見なされる。
もっと一般的に言うと、当業者であれば、ここに述べた全てのパラメータ、寸法、材料及
び構成は例示的なものであることを意味し、実際のパラメータ、寸法、材料及び／又は構
成は、本発明の教示が用いられる特定の用途に依存するであろうことを容易に理解するで
あろう。また、当業者であれば、ここで述べた本発明の特定の実施態様に対する多くの均
等物を認識し、又は通例の実験を用いるだけで確認することができるであろう。従って、
上述した実施態様は例示としてのみ提示されたものであり、添付請求項及びその均等物の
範囲内で、本発明の実施態様は、特定的に説明及び請求項に記載したもの以外で実施する
ことができると理解されるべきである。本開示の発明的実施態様は、ここで述べた各フィ
ーチャ、システム、物品、材料、キット及び／又は方法に向けられたものである。更に、
２以上の斯様なフィーチャ、システム、物品、材料、キット及び／又は方法の如何なる組
み合わせも、このようなフィーチャ、システム、物品、材料、キット及び／又は方法が相
互に矛楯しないならば、本開示の発明の範囲内に含まれるものである。
【０２４７】
　ここで定められ及び使用された全ての定義は、辞書の定義、参照により組み込まれた文
献における定義及び／又は定義された用語の通常の意味を規制すると理解されるべきであ
る。
【０２４８】
　本明細書及び請求項で使用される単数形は、そうでないと明示しない限り、“少なくと
も１つの”を意味すると理解されるべきである。
【０２４９】
　本明細書及び請求項において使用される“及び／又は”なる語句は、そのように結合さ
れたエレメントの“何れか又は両方”、即ち或る場合には連接的に存在し、他の場合には
離接的に存在するエレメントを意味すると理解されるべきである。“及び／又は”で列挙
された複数のエレメントは、同様に、即ちそのように結合されたエレメントの“１以上”
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であると見なされたい。“及び／又は”なる文により固有に識別されたエレメント以外の
他のエレメントも、これらの固有に識別されたエレメントに関係するか関係しないかによ
らず、オプションとして存在することもできる。このように、限定するものではない例と
して、“有する”等の非制限的文言との関連で使用される場合、“Ａ及び／又はＢ”なる
言及は、一実施態様ではＡのみを（オプションとしてＢ以外のエレメントを含む）、他の
実施態様ではＢのみを（オプションとしてＡ以外のエレメントを含む）、更に他の実施態
様ではＡ及びＢの両方を（オプションとして他のエレメントを含む）等を指すことができ
る。
【０２５０】
　本明細書及び請求項で使用される場合、“又は”は上記に定義した“及び／又は”と同
じ意味を持つと理解されたい。例えば、リスト内で項目を分ける場合、“又は”又は“及
び／又は”は、包含的であると、即ち、少なくとも１つの包含のみならず、複数の又は一
連のエレメントのうちの２以上及びオプションとして追加の非掲載項目も含むと解釈され
るべきである。“のうちの１つのみ”又は“のうちの正確に１つ”のように、そうでない
と明確に示された用語のみ、又は請求項で使用される場合の“からなる”は、複数の又は
一連のエレメントのうちの正確に１つのエレメントの包含を指す。一般的に、ここで使用
される“又は”なる用語は、“何れか”、“のうちの１つ”、“のうちの１つのみ”又は
“のうちの正確に１つ”等の排他性の用語により先行された場合にのみ、排他的な代替物
（即ち、“一方又は他方であるが、両方ではない”）を示すと解釈されるべきである。“
から本質的になる”は、請求項において使用される場合、特許法の分野で使用される通常
の意味を有するものである。
【０２５１】
　本明細書及び請求項で使用される場合、１以上のエレメントのリストを参照する“少な
くとも１つの”なる語句は、該エレメントのリストにおけるエレメントの何れか１以上か
ら選択された少なくとも１つのエレメントを意味するものであり、該エレメントのリスト
内の各及び全エレメントの少なくとも１つを必ずしも含むものではなく、該エレメントの
リスト内のエレメントの如何なる組み合わせをも除くものではないと理解されるべきであ
る。この定義は、上記“少なくとも１つの”なる語句が参照する上記エレメントのリスト
内で特定的に識別されるエレメント以外のエレメント（上記の特定的に識別されたエレメ
ントに関係するか又は関係しないかに拘わらず）がオプションとして存在することも可能
にする。このように、限定するものではない例として、“Ａ及びＢの少なくとも１つ”（
又は等価的に“Ａ又はＢの少なくとも１つ”若しくは等価的に“Ａ及び／又はＢの少なく
とも１つ”）は、一実施態様では、少なくとも１つの（オプションとして２以上を含む）
Ａで、Ｂは存在しない（オプションとしてＢ以外のエレメントを含む）場合、他の実施態
様では、少なくとも１つの（オプションとして２以上を含む）Ｂで、Ａは存在しない（オ
プションとしてＡ以外のエレメントを含む）場合、更に他の実施態様では、少なくとも１
つの（オプションとして２以上を含む）Ａ及び少なくとも１つの（オプションとして２以
上を含む）Ｂ（オプションとして他のエレメントを含む）の場合等を指すことができる。
【０２５２】
　明確にそうでないと示さない限り、請求項に記載された２以上のステップ又は動作を含
む如何なる方法においても、該方法のステップ又は動作の順序は、該方法の斯かるステッ
プ又は動作が記載された順序に必ずしも限定されるものではないと理解されるべきである
。
【０２５３】
　請求項における括弧内の符号は、ヨーロッパ特許実務に即して便宜のためにのみ設けら
れたもので、当該請求項を決して限定するものと見なしてはならない。
【０２５４】
　請求項及び上記明細書において、“有する”、“含む”、“担持する”、“持つ”、“
収容する”、“伴う”、“保持する”及び“からなる”等の全ての移行句は非制限的であ
ると、即ち含むが限定されるものではないことを意味すると理解されるべきである。“か
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らなる”及び“から本質的になる”なる移行句のみが、各々、制限的又は半制限的移行句
であろう。
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